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1	
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ（The Japan Tim

es

）＝
１
８
９
７（
明
治
30
）年
創
刊
。
日
本

で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
英
字
紙
。

2	

日
比
谷
会
館
＝
財
団
法
人
通
信
社
史
刊
行
会（
現
公
益
財
団
法
人
新
聞
通
信
調
査
会
）が

戦
後
、
同
盟
別
館
跡
地
の
千
代
田
区
内
幸
町
２
丁
目
に
建
設
し
た
ビ
ル
。
そ
の
後

取
り
壊
さ
れ
、
現
在
、
日
比
谷
パ
ー
ク
フ
ロ
ン
ト
が
立
っ
て
い
る
。

3	

ス
ケ
ル
ト
ン
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
＝
海
外
か
ら
入
電
し
た
簡
略
化
さ
れ
た
英
文

電
報
を
ス
ケ
ル
ト
ン（skeleton
＝
骨
組
み
）、
そ
れ
を
通
常
の
英
文
に
仕
立
て
る
こ

と
を
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン（extension
＝
拡
張
）と
称
し
た
。

4	

経
済
通
信
＝
綿
花
、
為
替
、
株
式
な
ど
の
相
場
情
報
を
企
業
や
金
融
機
関
な
ど
に

速
報
す
る
サ
ー
ビ
ス
。
経
済
活
動
が
盛
ん
な
大
阪
で
発
達
し
た
。
当
初
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
な
ど
の
海
外
相
場
情
報
が
中
心
だ
っ
た
。

5	

横
浜
正し
ょ
う

金き
ん

銀
行
＝
１
８
８
０（
明
治
13
）年
に
設
立
さ
れ
た
貿
易
金
融
を
専
門
と
す

る
銀
行
。
１
９
４
６（
昭
和
21
）年
に
解
散
し
、
業
務
は
新
た
に
設
立
さ
れ
た
東
京

銀
行
に
引
き
継
が
れ
た
。
合
併
を
経
て
現
在
は
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
。

6	

七
十
四
銀
行
＝
１
８
７
２（
明
治
５
）年
、
第
七
十
四
国
立
銀
行
と
し
て
横
浜
に
設

立
さ
れ
、
そ
の
後
、
七
十
四
銀
行
に
改
組
。
経
営
不
振
で
休
業
後
、
業
務
は
横
浜

興
信
銀
行（
現
横
浜
銀
行
）に
引
き
継
が
れ
た
。

7	

十
五
銀
行
＝
１
８
７
７（
明
治
10
）年
、
第
十
五
国
立
銀
行
と
し
て
東
京
に
設
立
さ
れ
、

そ
の
後
十
五
銀
行
に
改
組
。
１
９
４
４（
昭
和
19
）年
帝
国
銀
行
に
吸
収
さ
れ
、
現

在
は
三
井
住
友
銀
行
。

8	

臨
時
資
金
調
整
法
＝
１
９
３
７（
昭
和
12
）年
９
月
、
戦
争
遂
行
の
た
め
軍
需
産
業

に
資
金
を
優
先
的
に
投
入
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た
法
律
。
戦
後
廃
止
さ

れ
た
。

9	

満
蒙
五
鉄
道
＝
１
９
１
３（
大
正
２
）年
10
月
、
日
本
と
中
華
民
国
の
間
に
結
ば
れ

た「
満
蒙
鉄
道
借
款
修
築
に
関
す
る
交
換
公
文
」に
盛
り
込
ま
れ
た
鉄
道
路
線
。

10	

督と
く
軍ぐ
ん
＝
辛
亥
革
命
後
の
中
国
各
省
に
置
か
れ
た
軍
政
長
官
の
こ
と
。
当
時
の
山
東

省
の
督
軍
は
田で

ん

中ち
ゅ
う

玉ぎ
ょ
く。

11	

御ご

大た
い

典て
ん

＝
１
９
２
８（
昭
和
３
）年
11
月
10
日
、
京
都
御
所
で
行
わ
れ
た
昭
和
天
皇

の
即
位
式
。

12	

東
方
通
信
社
と
合
流
＝
１
９
２
６（
大
正
15
）年
５
月
、
国
際
通
信
と
東
方
通
信
は

合
併
し
て
日
本
新
聞
聯
合（
そ
の
後
、
新
聞
聯
合
）に
な
っ
た
。

13	

大
阪
倶
楽
部
＝
大
阪
市
内
に
あ
る
会
員
制
社
交
ク
ラ
ブ
。
１
９
１
２（
大
正
元
）年

オ
ー
プ
ン
し
た
。
倶
楽
部
会
館
は
大
阪
の
近
代
名
建
築
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
。

14	

時
事
新
報
＝
１
８
８
２（
明
治
15
）年
、
福
沢
諭
吉
が
創
刊
し
た
日
刊
紙
。
１
９
３

６（
昭
和
11
）年
に
休
刊
。

15	

国
民
新
聞
＝
１
８
９
０（
明
治
23
）年
、
徳と
く

富と
み

蘇そ

峰ほ
う

が
創
刊
し
た
日
刊
紙
。
１
９
４

２（
昭
和
17
）年
都
新
聞
と
合
併
、
東
京
新
聞
に
。

16	

中
央
新
聞
＝
１
８
８
３（
明
治
16
）年
創
刊
の
絵
入
朝
野
新
聞
が
前
身
。
91
年
に
中

央
新
聞
に
改
題
。
立
憲
政
友
会
の
機
関
紙
に
な
る
。

17	

大
北
電
信
／
グ
レ
ー
ト
・
ノ
ー
ザ
ン（The G

reat N
orthern Telegraph Co.

）＝
デ

ン
マ
ー
ク
の
か
つ
て
の
電
気
通
信
会
社
。
現
在
は
電
気
通
信
事
業
か
ら
撤
退
、
音

響
機
器
メ
ー
カ
ー
Ｇ
Ｎ
と
し
て
営
業
し
て
い
る
。
１
８
７
１（
明
治
４
）年
に
上
海

│
長
崎
間
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
│
長
崎
間
に
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
、
日
本
で
は

大
北
電
信
と
呼
ば
れ
た
。

18	

極
東
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
極
東
選
手
権
大
会
）＝
正
式
に
は
極
東
選
手
権
競
技
大
会
。
１

９
１
３（
大
正
２
）年
か
ら
34（
昭
和
９
）年
ま
で
計
10
回
開
催
。
日
本
、
中
華
民
国
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
が
参
加
。
東
京
で
は
17（
大
正
６
）年
の
第
３
回
と
30（
昭
和
５
）年

の
第
９
回
、
大
阪
で
は
23
年（
大
正
12
）年
の
第
６
回
が
開
か
れ
た
。

19	

歩
み=

証
券
会
社
な
ど
に
電
話
で
株
式
相
場
を
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
通
報
す
る
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サ
ー
ビ
ス
。
聯
合
や
同
盟
の
各
支
社
局
に
は
専
用
の
連
絡
要
員
が
い
た
。

20	
中
外
商
業
新
報
＝
日
本
経
済
新
聞
の
前
身
。
１
８
７
６（
明
治
９
）年
中
外
物
価
新

報
と
し
て
創
刊
。
89
年
中
外
商
業
新
報
に
改
題
。
１
９
４
６（
昭
和
21
）年
日
本
経

済
新
聞
に
。

21	

内
信
＝
国
内
ニ
ュ
ー
ス
の
こ
と
。

22	

鎮
守
府
＝
日
本
海
軍
の
機
関
。
各
海
軍
区
の
軍
港
警
備
や
所
属
艦
隊
の
統
括
を
任

務
と
し
た
。

23	

九
州
日
報
＝
１
８
８
７（
明
治
20
）年
福
陵
新
報
と
し
て
創
刊
。
98
年
九
州
日
報
に

改
題
。
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
福
岡
日
日
新
聞
と
統
合
し
西
日
本
新
聞
に
。

24	

大
公
報
＝
中
国
の
日
刊
紙
。
１
９
０
２（
明
治
35
）年
天
津
で
創
刊
さ
れ
た
。

25	

西
原
借
款
＝
１
９
１
７（
大
正
６
）年
か
ら
翌
年
に
か
け
寺
内
正
毅
内
閣
が
、
中
国

の
袁え

ん
世せ
い
凱が
い
政
権
の
後
を
継
い
だ
軍
閥
出
身
の
段だ
ん
祺き

瑞ず
い
政
権
に
供
与
し
た
巨
額
の
借

款
。
仲
介
役
を
務
め
た
寺
内
首
相
の
腹
心
、
西
原
亀
三
の
名
前
か
ら
西
原
借
款
と

呼
ば
れ
た
。

26	

北
伐
＝
国
民
革
命
軍
が
中
国
北
部
の
軍
閥
政
府
を
打
倒
し
全
国
統
一
を
目
指
し
た

軍
事
行
動
。
孫
文
に
よ
る
第
１
次
北
伐（
１
９
２
２
年
）、
第
２
次
北
伐（
24
年
）、
蔣

介
石
が
率
い
た
第
３
次
北
伐（
26
～
28
年
）が
あ
る
。
単
に
北
伐
と
い
う
場
合
、
蔣
介

石
の
北
伐
を
指
す
こ
と
が
多
い
。

27	

臨
城
事
件
＝
１
９
２
３（
大
正
12
）年
５
月
、
山
東
省
の
臨
城
で
急
行
列
車
が
地
元

の
武
装
集
団
に
襲
撃
さ
れ
、
乗
客
の
欧
米
人
多
数
が
人
質
に
な
っ
た
事
件
。

28	

日
本
ニ
ュ
ー
ス
映
画
社
／
日
本
映
画
社（
日
映
）＝
１
９
４
０（
昭
和
15
）年
、
朝
日
、

毎
日
、
読
売
、
同
盟
の
４
社
ニ
ュ
ー
ス
映
画
部
門
を
統
合
し
日
本
ニ
ュ
ー
ス
映
画

社
と
し
て
発
足
。
41
年
、
社
名
を
日
本
映
画
社
に
変
更
し
、
ニ
ュ
ー
ス
以
外
に
文

化
映
画
の
制
作
も
業
務
と
し
た
。

29	

ロ
ス
タ
＝
現
在
の
ロ
シ
ア
の
通
信
社
、
タ
ス
通
信
の
前
身
の
ロ
ス
タ
通
信
社
の
こ

と
。

30	

（
中
華
民
国
）維
新
政
府
＝
１
９
３
８（
昭
和
13
）年
３
月
、
南
京
に
樹
立
さ
れ
た
日
本

軍
の
地
方
傀か

い
儡ら
い
政
権
。

31	

中
華
聯
合
通
訊
社
＝
１
９
３
８（
昭
和
13
）年
２
月
、
同
盟
通
信
が
中
国
の
有
志
と

協
力
し
て
上
海
に
設
立
し
た
通
信
社
。

32	

同
文
書
院
＝
一
般
財
団
法
人
霞
山
会
の
前
身
の
東
亜
同
文
会
が
１
９
０
０（
明
治
33
）

年
、
南
京
に
設
立
し
た
教
育
機
関
。
01
年
に
上
海
に
移
転
し
、
東
亜
同
文
書
院
と

改
称
。

33	

紹
興
＝
中
国
浙
江
省
の
都
市
。
作
家
魯ろ

迅じ
ん

の
生
地
で
、
紹
興
酒
の
産
地
と
し
て
知

ら
れ
る
。

34	

前
門
＝
北
京
の
天
安
門
広
場
南
側
に
あ
る
大
通
り
、
前
門
大
街
の
こ
と
。
古
く
か

ら
繁
華
街
と
し
て
知
ら
れ
る
。

35	

新
京
＝
１
９
３
２（
昭
和
７
）年
か
ら
中
国
吉
林
省
長
春
市
に
満
州
国
の
首
都
が
置

か
れ
た
と
き
の
名
称
。
45
年
の
終
戦
と
と
も
に
長
春
に
戻
さ
れ
た
。

36	

「
北
京
に
帰
れ
」＝
座
談
会
の
後
半
で
言
及
さ
れ
る
通
り
、
実
際
に
は
こ
う
言
っ
た

の
は
ケ
ネ
デ
ィ
で
は
な
く
、
英
国
人
ス
タ
ッ
フ
の
ス
ウ
ィ
ー
ト
だ
っ
た
。

37	

芳
沢
・
カ
ラ
ハ
ン
会
談（
交
渉
）＝
１
９
２
４（
大
正
13
）か
ら
25
年
に
か
け
て
北
京
駐

在
の
芳
沢
謙
吉
公
使
と
カ
ラ
ハ
ン
・
ソ
連
大
使
の
間
で
行
わ
れ
た
日
ソ
国
交
回
復

交
渉
の
会
談
。
25
年
１
月
に
日
ソ
基
本
条
約
が
結
ば
れ
国
交
は
回
復
し
た
。

38	

国
聞
通
訊
＝
１
９
２
１（
大
正
10
）年
、
上
海
で
創
設
さ
れ
た
通
信
社
。

39	

津し
ん

浦ぽ

鉄
道
＝
天
津
と
南
京
北
西
部
の
浦
口
を
結
ぶ
鉄
道
。
１
９
１
２（
大
正
元
）年

に
完
成
。

40	
柳
条
溝
＝
１
９
３
１（
昭
和
6
）年
９
月
に
起
き
た
満
州
事
変
の
発
端
と
な
る
鉄
道

爆
破
事
件
は
当
時
、
柳
条
溝
事
件
と
報
じ
ら
れ
、
座
談
会
当
時
も
「
柳
条
溝
」
が

一
般
的
だ
っ
た
。
し
か
し
柳
条
溝
と
い
う
地
名
は
な
く
、
最
近
は
歴
史
学
者
の
提

案
で
付
近
の
湖
の
名
か
ら「
柳
条
湖
事
件
」と
い
う
呼
び
名
が
定
着
し
て
い
る
。

41	

ジ
ャ
パ
ン
・
ガ
ゼ
ッ
ト（The Japan G

azette

）＝
１
８
６
７（
慶
応
３
）年
、
英
国
人
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ブ
ラ
ッ
ク
が
横
浜
で
創
刊
し
た
英
字
新
聞
。
関
東
大
震
災
で
打
撃
を
受
け
て
廃
刊
。

42	

赤あ
か
紙が
み
＝
顧
客
に
配
る
経
済
通
信
は
ピ
ン
ク
色
の
用
紙
が
使
わ
れ
て
い
た
た
め
赤
紙

と
呼
ば
れ
た
。

43	
高
知
新
聞
＝
１
９
０
４（
明
治
37
）年
９
月
創
刊
。
41（
昭
和
16
）年
に
土ど

陽よ
う

新
聞
を
合

併
吸
収
し
、
県
内
唯
一
の
日
刊
紙
に
な
る
。

44	

千
代
田
通
信
＝
１
９
１
３（
大
正
２
）年
に
創
設
さ
れ
た
通
信
社
。
内
閣
や
皇
室

ニ
ュ
ー
ス
に
強
か
っ
た
。

45	

電
車
の
切
符
＝
当
時
の
東
京
市
電（
現
在
の
都
電
）の
回
数
乗
車
券
の
こ
と
。

46	

都
＝
１
８
８
４（
明
治
17
）年
、
夕
刊
紙
の「
今
日
新
聞
」と
し
て
創
刊
。
そ
の
後
、「
み

や
こ
新
聞
」に
改
題
し
朝
刊
紙
に
。
さ
ら
に「
都
新
聞
」に
改
題
。
１
９
４
２（
昭
和

17
）年
国
民
新
聞
と
合
併
し
て
東
京
新
聞
に
。

47	

報
知
新
聞
＝
１
８
７
２（
明
治
５
）年
郵
便
報
知
新
聞
と
し
て
創
刊
。
１
９
４
２（
昭

和
17
）年
読
売
新
聞
と
合
併
し
て「
読
売
報
知
」に
。
戦
後
、「
新
報
知
」と
し
て
復
刊
、

48
年
に
題
字
を
「
報
知
新
聞
」
に
戻
し
た
が
、
経
営
難
で
再
び
読
売
新
聞
の
傘
下

に
入
り
、
現
在
は
ス
ポ
ー
ツ
紙
を
発
行
。

48	

万よ
ろ
ず

朝ち
ょ
う

報ほ
う

＝
１
８
９
２（
明
治
25
）年
、
黒
岩
涙る
い

香こ
う

が
創
刊
。
大
衆
紙
と
し
て
発
展

し
た
が
、
１
９
４
０（
昭
和
15
）年
廃
刊
。

49	

毎
夕
＝
東
京
毎
夕
新
聞
。
日
本
初
の
夕
刊
紙
と
し
て
１
８
７
７（
明
治
10
）年
創
刊
。

50	

内
報
＝
業
界
紙
の
こ
と
。
一
般
的
に
は
内
部
へ
の
知
ら
せ
の
意
味
も
。
こ
こ
で
は

新
聞
業
界
紙
と
勘
違
い
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

51	

済さ
い

南な
ん

事
件
＝
１
９
２
８（
昭
和
３
）年
５
月
、
第
２
次
山
東
出
兵
で
中
国
に
派
遣
さ

れ
た
日
本
軍
が
、
山
東
省
の
省
都
済
南
で
国
民
政
府
軍
と
衝
突
し
た
事
件
。

52	

ロ
ン
ド
ン
の
戴
冠
式
／
イ
ギ
リ
ス
の
戴
冠
式
＝
１
９
３
７（
昭
和
12
）年
５
月
、
ロ

ン
ド
ン
で
行
わ
れ
た
英
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
６
世
の
戴
冠
式
。

53	

ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号
＝
ド
イ
ツ
の
飛
行
船
製
作
会
社
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
社
が
製
作
し

た
当
時
世
界
最
大
の
飛
行
船
。
１
９
２
９（
昭
和
４
）年
８
月
、
世
界
一
周
飛
行
の

途
中
、
日
本
に
立
ち
寄
っ
た
。

54	

ウ
ナ
電
＝
至
急
電
報
。
今
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

55	

天
龍
の
脱
退
事
件
＝
１
９
３
２（
昭
和
７
）年
１
月
、
大
相
撲
の
力
士
32
人
が
角
界

の
改
革
を
求
め
て
集
団
脱
走
し
、
東
京
・
大
井
町
の
料
理
店「
春
秋
園
」に
立
て
こ

も
り
、
大
日
本
相
撲
協
会（
当
時
）に
10
項
目
の
要
求
書
を
提
出
し
た
事
件
。

56	

桜
田
門
事
件
＝
１
９
３
２（
昭
和
７
）年
１
月
８
日
に
起
き
た
昭
和
天
皇
襲
撃
事
件
。

朝
鮮
独
立
を
目
指
す
組
織
の
メ
ン
バ
ー
が
、
警
視
庁
前
で
天
皇
一
行
の
馬
車
に
手

投
げ
弾
を
投
げ
、
馬
車
の
一
部
が
破
損
し
た
が
、
天
皇
は
無
事
だ
っ
た
。

57	

相
沢
事
件
＝
１
９
３
５（
昭
和
10
）年
８
月
12
日
、
陸
軍
中
佐
相
沢
三
郎
が
陸
軍
省

で
軍
務
局
長
永
田
鉄
山
を
軍
刀
で
斬
り
つ
け
て
殺
し
た
事
件
。

58	

台
湾
銀
行
問
題
＝
１
９
２
７（
昭
和
２
）年
４
月
、
日
本
統
治
下
に
あ
っ
た
台
湾
の

特
殊
銀
行
、
台
湾
銀
行
が
経
営
難
に
陥
り
、
田
中
義
一
内
閣
の
高
橋
是
清
蔵
相
が

救
済
法
案
を
成
立
さ
せ
再
建
し
た
。
同
銀
行
は
商
業
銀
行
の
業
務
も
営
み
、
日
本

の
敗
戦
と
と
も
に
解
散
し
た
。

59	

台
湾
日
日
新
報
＝
１
８
９
８（
明
治
31
）年
、
日
本
統
治
下
の
台
湾
で
創
刊
さ
れ
た

日
本
語
新
聞
。

60	

満
州
日
日（
満
日
）＝
満
州
日
日
新
聞
。
１
９
０
７（
明
治
40
）年
、
大
連
で
創
刊
。
満

鉄
の
機
関
紙
的
な
役
割
を
果
た
す
。
27（
昭
和
２
）年
か
ら
35
年
ま
で
は
満
州
日
報

と
称
し
た
。

61	

新
愛
知
＝
１
８
８
８（
明
治
21
）年
創
刊
。
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
に
名
古
屋
新
聞
と

統
合
し
、
中
部
日
本
新
聞（
現
在
の
中
日
新
聞
）に
な
っ
た
。

62	

名
古
屋
新
聞
＝
１
９
０
６（
明
治
39
）年
創
刊
。
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
新
愛
知
と
統

合
し
中
部
日
本
新
聞（
現
在
の
中
日
新
聞
）に
。

63	
北
斗
会
＝
陸
軍
省
に
あ
っ
た
記
者
ク
ラ
ブ
。

64	

福
岡
日
日
新
聞（
福
日
）＝
１
８
８
０（
明
治
13
）年
創
刊
。
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
九

州
日
報
と
合
併
し
西
日
本
新
聞
に
。
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65	
京
都
新
聞
＝
１
８
７
９（
明
治
12
）年
に
京
都
商
事
迅
報
と
し
て
創
刊
。
97
年
京
都

日
出
新
聞
に
。
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
京
都
日
日
新
聞
と
合
併
し
て
京
都
新
聞
に
。

66	

山
陽
新
報
＝
１
８
７
９（
明
治
12
）年
岡
山
で
創
刊
。
１
９
３
６（
昭
和
11
）年
中
国
民

報
と
合
併
し
て
山
陽
中
国
合
同
新
聞
と
な
り
、
48
年
５
月
、
山
陽
新
聞
に
改
題
。

67	

匿
名
組
合
＝
匿
名
の
組
合
員
が
出
資
し
、
営
業
で
生
じ
る
利
益
の
分
配
を
受
け
る

こ
と
を
約
束
す
る
契
約
形
態
を
い
う
。
出
資
す
る
組
合
員
は
営
業
相
手
に
名
を
知

ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。

68	

全
国
地
方
新
聞
連
盟
＝
１
９
２
８（
昭
和
３
）年
４
月
、
新
聞
聯
合
の
要
請
で
、
全

国
の
有
力
地
方
新
聞
社
29
社
が
結
成
し
た
組
織
。
聯
合
と
ニ
ュ
ー
ス
交
換
協
定
を

結
び
、
全
国
重
要
ニ
ュ
ー
ス
の
取
材
網
を
強
化
し
た
。

69	

小
樽
新
聞
＝
１
８
９
４（
明
治
27
）年
創
刊
。
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
同
紙
や
釧
路
新

聞
な
ど
道
内
11
紙
が
統
合
さ
れ
て
北
海
道
新
聞
と
な
る
。

70	

神
戸
新
聞
＝
１
８
９
８（
明
治
31
）年
創
刊
。

71	

京
都
日
日
＝
１
９
１
２（
明
治
45
）年
、
京
都
夕
刊
新
聞
と
し
て
創
刊
。
そ
の
後
、

関
西
日
日
新
聞
に
改
題
、
20（
大
正
９
）年
京
都
日
日
新
聞
に
改
題
。
42（
昭
和
17
）年

京
都
日
出
新
聞
と
合
併
し
京
都
新
聞
に
。

72	

大
阪
時
事（
新
報
）＝
１
９
０
５（
明
治
38
）年
、
東
京
の
時
事
新
報
が
大
阪
に
進
出
し

て
創
刊
。

73	

大だ
い

日に

本ほ
ん

麦ビ
ー
ル酒
＝
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
日
本
最
大
の
ビ
ー
ル
会
社
。
戦
後
、

朝
日
麦
酒（
現
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）と
日
本
麦
酒（
現
サ
ッ
ポ
ロ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
）に
分
割
さ
れ
た
。

74	

柳
橋
＝
東
京
都
台
東
区
柳
橋
に
か
つ
て
あ
っ
た
花
街
。

75	

神
兵
隊
事
件
＝
１
９
３
３（
昭
和
８
）年
７
月
、
愛
国
勤
労
党
の
天あ
ま

野の

辰た
つ

夫お

ら
が
中

心
と
な
っ
て
国
家
改
造
を
計
画
し
た
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
。

76	

中
国
民
報
＝
１
８
９
２（
明
治
25
）年
、
岡
山
で
創
刊
さ
れ
た
日
刊
紙
。
１
９
３
６（
昭

和
11
）年
山
陽
新
報
と
合
併
、
山
陽
中
国
合
同
新
聞
に
。
戦
後
、
山
陽
新
聞
に
改
題
。

77	

ア
バ
ス
＝
１
８
３
５
年
に
設
立
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
通
信
社（Agence Havas

）。

１
９
４
４
年
フ
ラ
ン
ス
通
信（
Ａ
Ｆ
Ｐ
）に
改
組
さ
れ
た
。

78	

神
戸
又ゆ
う
新し
ん（

日
報
）＝
１
８
８
４（
明
治
17
）年
、
神
戸
で
創
刊
さ
れ
た
日
刊
紙
。
１
９

３
９（
昭
和
14
）年
廃
刊
。

79	

第
１
次
上
海
事
変（
事
件
）＝
１
９
３
２（
昭
和
７
）年
１
月
、
日
本
軍
が
上
海
で
起
こ

し
た
軍
事
行
動
。
米
英
な
ど
の
調
停
で
５
月
に
中
国
軍
と
の
停
戦
協
定
が
成
立
し

た
。

80	

ド
イ
ツ
派
遣
を
後
援
す
る
会
＝
１
９
２
９（
昭
和
４
）年
、
大
阪
財
界
を
中
心
に
新

聞
聯
合
の
記
者
を
ド
イ
ツ
に
派
遣
し
、
第
１
次
世
界
大
戦
の
敗
北
か
ら
復
興
を
遂

げ
る
ド
イ
ツ
の
経
済
情
勢
を
報
告
さ
せ
よ
う
と
い
う
構
想
が
生
ま
れ
、
同
年
６
月
、

塚
本
義ぎ

隆り
ゅ
うが
大
阪
か
ら
初
代
ベ
ル
リ
ン
特
派
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。

81	

経
済
通
信
の
東
京
本
社
移
転
＝
同
盟
通
信
は
１
９
３
８（
昭
和
13
）年
８
月
、
国
際

通
信
時
代
か
ら
大
阪
に
あ
っ
た
外
国
経
済
通
信
の
機
能
を
東
京
本
社
に
移
し
た
。

82	

東
奥
日
報
＝
１
８
８
８（
明
治
21
）年
創
刊
。
１
９
４
１（
昭
和
16
）年
、
八
戸
合
同
、

弘
前
新
聞
、
青
森
日
報
な
ど
青
森
県
内
の
日
刊
紙
を
統
合
。

83	

津
軽
選
挙
＝
青
森
県
津
軽
地
方
で
繰
り
返
さ
れ
た
贈
収
賄
や
買
収
の
金
権
選
挙
。

84	

大だ
い

鉄て
っ

傘さ
ん

＝
戦
後
は
長
く
日
本
大
学
の
講
堂
と
し
て
使
わ
れ
、
１
９
８
３（
昭
和
58
）

年
に
解
体
さ
れ
た
旧
国
技
館
の
大
き
な
屋
根
は
傘
の
形
を
し
て
い
た
た
め
、
大
鉄

傘
と
い
う
愛
称
が
つ
い
た
。

85	

バ
ッ
グ
便
＝
同
盟
時
代
、
本
社
と
支
社
、
支
局
間
で
文
書
類
を
や
り
取
り
す
る
場

合
、
布
袋
に
詰
め
て
鉄
道
な
ど
で
送
り
、
社
内
で
は
「
バ
ッ
グ
便
で
送
る
」
と
称

し
た
。
バ
ッ
グ
便
は
戦
後
、
共
同
通
信
、
時
事
通
信
の
両
社
で
も
利
用
さ
れ
た
。

86	
チ
ャ
プ
リ
ン
の
と
き
＝
喜
劇
王
チ
ャ
ー
リ
ー（
チ
ャ
ー
ル
ズ
）・
チ
ャ
プ
リ
ン（
１
８
８

９
～
１
９
７
７
）の
１
９
３
２（
昭
和
７
）年
５
月
の
初
来
日
を
指
す
。
五
・
一
五
事
件

の
前
日
だ
っ
た
。

87	

モ
ボ=

大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
欧
米
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
身
を
固
め
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た
若
い
男
性
は
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ（
略
し
て
モ
ボ
）、
女
性
は
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル（
モ
ガ
）と

呼
ば
れ
た
。

88	
大
分
新
聞
＝
１
８
８
９（
明
治
22
）年
、
改
進
党
の
機
関
紙
と
し
て
創
刊
。

89	
ア
ン
ゴ
ー
カ
メ
ラ
＝
ド
イ
ツ
の
カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー
の
ゲ
ル
ツ
が
19
世
紀
末
に
開
発

し
た
カ
メ
ラ
。
１
９
３
０
年
ご
ろ
ま
で
製
造
さ
れ
、
丈
夫
な
た
め
報
道
用
カ
メ
ラ

と
し
て
よ
く
使
わ
れ
た
。

90	

や
ま
と
新
聞
＝
１
８
８
６（
明
治
19
）年
に
創
刊
さ
れ
た
大
衆
日
刊
紙
。
１
９
４
５

（
昭
和
20
）年
休
刊
。

91	

二
六
新
報
＝
１
８
９
３（
明
治
26
）年
創
刊
。
大
衆
紙
と
し
て
知
ら
れ
、
激
し
い
政

府
攻
撃
で
発
禁
処
分
を
受
け
た
。
１
９
４
０（
昭
和
15
）年
廃
刊
。

92	

便
衣
隊
＝
日
中
戦
争
時
、
一
般
住
民
の
服
装
で
偽
装
し
敵
地
に
潜
入
、
諜
報
や
ゲ

リ
ラ
活
動
を
行
っ
た
中
国
人
部
隊
。

93	

西
安
事
件
＝
１
９
３
６（
昭
和
11
）年
12
月
12
日
、
西
安
を
訪
れ
て
い
た
蔣
介
石
を

東
北
軍
閥
の
張
学
良
の
部
隊
が
拉
致
監
禁
し
、
抗
日
と
内
戦
中
止
を
要
求
し
た
事

件
。

94	

川
越
・
張
群
会
談
＝
１
９
３
６（
昭
和
11
）年
９
月
か
ら
川
越
茂
中
国
大
使
と
張
群
外

交
部
長
の
間
で
開
か
れ
た
会
談
。
日
本
は
中
国
の
対
日
政
策
是
正
を
要
求
し
た
。

95	

通
電
＝
中
国
で
各
地
に
宛
て
て
出
す
電
報
。

96	

南
京
政
府
＝
国
民
党
の
蔣
介
石
が
１
９
２
７（
昭
和
２
）年
４
月
、
上
海
で
反
共
ク
ー

デ
タ
ー
を
起
こ
し
、
南
京
に
樹
立
し
た
政
府
。

97	

旗き

人じ
ん

＝
清
の
時
代
に
朝
廷
か
ら
生
活
の
基
盤
と
な
る
農
地（
旗
地
）を
支
給
さ
れ
た

支
配
階
層
の
満
州
人
。

98	

福
建
事
件
＝
１
９
３
３（
昭
和
８
）年
11
月
、
福
建
省
福
州
に
反
日
・
反
蔣
介
石
を
掲

げ
る
地
方
政
権
が
成
立
し
た
が
、
翌
34
年
１
月
、
国
民
政
府
軍
の
攻
撃
で
崩
壊
し

た
。

99	

白
系
ロ
シ
ア
人
＝
１
９
１
７
年
の
ロ
シ
ア
革
命
後
、
革
命
政
権
に
反
対
し
て
国
外

に
亡
命
し
た
ロ
シ
ア
人
。

100	

海
軍
水
兵
殺
傷
事
件
＝
１
９
３
６（
昭
和
11
）年
９
月
23
日
、
上
海
共
同
租
界
で
日

本
海
軍
の
水
兵
３
人
が
銃
撃
で
殺
傷
さ
れ
た
事
件
。

101	

十じ
ゅ

九う
く

路ろ

軍ぐ
ん

＝
北
伐
に
よ
る
中
国
統
一
を
目
指
し
て
組
織
さ
れ
た
国
民
革
命
軍
。
１

９
３
２（
昭
和
７
）年
の
第
１
次
上
海
事
変
で
は
日
本
軍
と
戦
っ
た
。

102	

サ
ン
チ
＝
フ
ラ
ン
ス
語
で
セ
ン
チ（
メ
ー
ト
ル
）の
こ
と
。

103	

野
戦
支
局
＝
従
軍
取
材
の
報
道
チ
ー
ム
が
、
軍
駐
屯
地
に
臨
時
に
設
置
す
る
支
局
。

104	

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
＝
１
９
３
９（
昭
和
14
）年
５
月
か
ら
９
月
に
モ
ン
ゴ
ル
と
満
州

の
境
界
に
あ
る
ハ
ル
ハ
川
沿
い
の
ノ
モ
ン
ハ
ン
周
辺
で
起
き
た
日
ソ
の
軍
事
衝
突
。

関
東
軍
が
ソ
連
の
機
械
化
部
隊
に
大
打
撃
を
受
け
た
。

105	

張ち
ょ
う

鼓こ

峰ほ
う

の
日
ソ
衝
突（
張
鼓
峰
事
件
）＝
１
９
３
８（
昭
和
13
）年
７
～
８
月
、
ソ
連
・

満
州
国
境
の
張
鼓
峰
付
近
で
日
本
軍
と
ソ
連
軍
が
国
境
線
を
め
ぐ
っ
て
武
力
衝
突

し
た
事
件
。

106	

満
蒙
通
信
社
論
＝
新
聞
聯
合
専
務
理
事
・
岩
永
裕
吉
が
１
９
３
１（
昭
和
６
）年
12
月
、

関
東
軍
の
求
め
に
応
じ
て
提
出
し
た
意
見
書
。
満
州
に
「
強
大
な
る
国
家
的
新
聞

通
信
機
関
」の
設
立
を
提
唱
し
た
。

107	

熱
河
戦（
熱
河
作
戦
）＝
１
９
３
３（
昭
和
８
）年
２
月
、
日
本
軍
が
開
始
し
た
中
国
北

部
熱
河
省（
当
時
）や
河
北
省
へ
の
進
攻
作
戦
。

108	

通
州
事
件
＝
１
９
３
７（
昭
和
12
）年
７
月
29
日
、
北
京
近
郊
の
通
州（
現
北
京
市
通
州

区
）で
、
中
国
の
保
安
隊
が
日
本
軍
を
攻
撃
し
、
女
性
や
子
ど
も
を
含
む
在
留
邦
人

ら
約
２
０
０
人
を
殺
害
し
た
事
件
。

109	

依い

蘭ら
ん

事
件
＝
１
９
３
４（
昭
和
９
）年
３
月
、
日
本
支
配
下
の
満
州
国
三
江
省
依
蘭

県（
現
在
の
中
国
黒
竜
江
省
樺
南
県
）で
土
地
買
収
を
進
め
る
関
東
軍
に
反
発
す
る
農
民

が
蜂
起
し
た
事
件
。

110	

満
映
＝
満
州
映
画
協
会
の
略
称
。
１
９
３
７（
昭
和
12
）年
、
映
画
を
通
じ
て
日
本

の
政
策
を
宣
伝
す
る
た
め
新
京
に
設
立
さ
れ
た
国
策
映
画
制
作
会
社
。
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111	
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
＝
１
９
４
４（
昭
和
19
）年
３
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
日
本
軍

が
英
領
イ
ン
ド
の
イ
ン
パ
ー
ル（
現
マ
ニ
プ
ー
ル
州
）攻
略
を
目
指
し
た
作
戦
。
英
軍

の
反
抗
で
日
本
軍
は
惨
敗
し
、
兵
士
多
数
が
感
染
症
や
飢
餓
で
死
亡
し
た
。

112	

カ
ン
チ
ャ
ズ（
乾
岔
子
）島
事
件
＝
１
９
３
７（
昭
和
12
）年
、
黒
竜
江（
ア
ム
ー
ル
川
）流

域
黒
河
下
流
の
カ
ン
チ
ャ
ズ（
乾
岔
子
）島
を
中
心
に
起
き
た
日
ソ
間
の
国
境
紛
争
。

113	

満
州
電
電
＝
正
式
名
称
は
満
州
電
信
電
話
会
社
。
１
９
３
３（
昭
和
８
）年
に
設
立

さ
れ
、
満
州
の
電
気
通
信
事
業
を
独
占
し
て
い
た
。
日
本
の
敗
戦
に
よ
り
消
滅
。

114	

関
東
庁
＝
関
東
州（
遼
東
半
島
に
あ
っ
た
日
本
の
租
借
地
）を
管
轄
す
る
行
政
機
関
と
し

て
１
９
１
９（
大
正
８
）年
に
発
足
。
34
年
に
廃
止
。

115	

通
化
省
＝
満
州
国
に
存
在
し
た
省
で
現
在
は
中
国
吉
林
省
東
部
。
通
化
は
吉
林
省

南
西
部
の
都
市
で
、
終
戦
前
後
の
１
９
４
５（
昭
和
20
）年
８
月
９
日
か
ら
18
日
ま

で
満
州
国
の
首
都
と
さ
れ
た
。

116	

康
徳
新
聞
＝
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
１
月
、
関
東
軍
が
満
州
で
中
国
語
紙
を
統
合
、

新
た
に
康
徳
新
聞
社
を
設
立
し
43
年
か
ら
発
行
し
た
新
聞
。

117	

満
州
国
皇
帝
＝
愛あ
い

新し
ん

覚か
く

羅ら

溥ふ

儀ぎ
（
１
９
０
６
～
１
９
６
７
）。
清
の
最
後
の
皇
帝（
在
位

は
08
～
12
年
）。
34
年
、
満
州
国
皇
帝
に
即
位
し
、
45
年
８
月
18
日
に
退
位
。

118	

重
慶
放
送
＝
中
国
国
民
政
府（
重
慶
）の
放
送
。
日
本
語
放
送
も
あ
っ
た
。

119	

軍
票
＝
軍
用
手
票
の
略
。
政
府
や
軍
が
占
領
地
で
発
行
す
る
紙
幣
の
こ
と
で
、
軍

用
手
形
、
軍
用
切
手
と
も
呼
ば
れ
る
。

120	

中
長
鉄
路
公
司
＝
中
国
長
春
鉄
路
公
司
の
略
。
１
９
４
５（
昭
和
20
）年
、
ソ
連
と

中
華
民
国
政
府
間
の
協
定
に
基
づ
き
、
満
州
の
鉄
道
を
受
け
継
ぐ
た
め
に
設
立
さ

れ
た
組
織
。
55
年
に
解
散
し
た
。

121	

中
央（
通
訊
）社
＝
中
国
国
民
党
の
通
信
社
、
１
９
２
４（
大
正
13
）年
、
広
州
で
設
立
。

49
年
、
台
湾
に
拠
点
を
移
す
。

122	

八は
ち

路ろ

軍
＝
日
中
戦
争
時
代
に
華
北
を
中
心
に
活
動
し
た
中
国
共
産
党
軍
。
第
２
次

国
共
合
作
で
国
民
党
軍
の
指
揮
下
に
入
り
、
国
民
革
命
軍
第
八
路
軍
と
な
っ
た
。

123	

マ
ル
シ
ャ
ン
ス
ク
収
容
所
＝
モ
ス
ク
ワ
南
東
の
都
市
マ
ル
シ
ャ
ン
ス
ク
に
あ
っ
た

収
容
所
。

124	

斤
＝
尺
貫
法
の
単
位
で
、
中
国
で
は
１
斤
は
５
０
０
㌘
。

125	

同
盟
学
寮
＝
同
盟
常
務
理
事
の
古
野
伊
之
助
が
提
案
し
、
１
９
３
９（
昭
和
14
）年
、

働
き
な
が
ら
勉
学
に
励
む
学
生
の
た
め
の
宿
舎
と
し
て
東
京
・
麻
布
に
開
設
し
た

寮
。
現
在
は
公
益
財
団
法
人
同
盟
育
成
会
が
都
内
２
カ
所
で
寮
を
運
営
し
て
い
る
。

126	

市
政
会
館
＝
東
京
都
千
代
田
区
の
日
比
谷
公
園
内
に
あ
る
レ
ン
ガ
色
が
特
徴
の
建

物
。
１
９
２
９（
昭
和
４
）年
竣
工
。
戦
前
は
同
盟
、
戦
後
は
共
同
と
時
事
が
本
社

を
置
い
た
。
99（
平
成
11
）年
、
東
京
都
の
歴
史
的
建
造
物
に
指
定
さ
れ
た
。

127	

省
線
＝
東
京
や
大
阪
の
都
市
圏
で
運
行
さ
れ
た
鉄
道
省
管
理
の
近
距
離
電
車
「
省

線
電
車
」
の
略
。
１
９
４
９（
昭
和
24
）年
の
日
本
国
有
鉄
道（
現
Ｊ
Ｒ
各
社
）発
足
後

は
国
電
と
呼
ば
れ
た
。

128	

冀き

察さ
つ

政
権
＝
１
９
３
５（
昭
和
10
）年
か
ら
37
年
ま
で
中
国
華
北
に
存
在
し
た
地
方

政
権
。
正
式
名
称
は
冀
察
政
務
委
員
会
。

129	

軍
長
＝
中
国
の
軍
司
令
官
の
こ
と
。

130	

南な
ん

苑え
ん

飛
行
場
＝
北
京
市
内
南
部
に
あ
る
中
国
最
古
の
空
港
。
１
９
１
０
年
開
港
。

２
０
１
９
年
９
月
、
北
京
大
興
国
際
空
港
の
開
業
と
同
時
に
民
間
機
の
発
着
終
了
。

131	

ウ
ナ
バ
タ
電
＝
ウ
ナ
電（
至
急
電
報
、
今
は
取
り
扱
い
な
し
）と
バ
タ（
社
内
連
絡
な
ど
を
意

味
す
る
新
聞
・
通
信
社
の
業
界
用
語
）と
の
掛
け
合
わ
せ
表
現
。

132	

天
津
軍
＝
１
９
０
０（
明
治
33
）年
の
義
和
団
事
件（
北
清
事
件
）後
の
01
年
、
日
本
軍

が
天
津
に
駐
留
さ
せ
た
部
隊
。
清
国
駐
屯
軍
と
呼
ば
れ
、
中
華
民
国
が
樹
立
さ
れ

た
12
年
、
支
那
駐
屯
軍
に
な
っ
た
。

133	
廊ろ
う

坊ぼ
う

事
件
＝
１
９
３
７（
昭
和
12
）年
７
月
25
日
、
北
京（
当
時
は
北
平
）近
郊
の
廊
坊

駅
で
起
き
た
日
本
軍
と
国
民
党
軍
の
武
力
衝
突
。

134	

広こ
う

安あ
ん

門も
ん

事
件
＝
１
９
３
７（
昭
和
12
）年
７
月
26
日
、
日
本
軍
部
隊
が
北
京（
当
時
は
北

平
）の
居
留
民
保
護
の
た
め
市
内
の
広
安
門
を
通
過
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
国
民
党
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軍
部
隊
の
襲
撃
を
受
け
た
事
件
。

135	

大
山
事
件
＝
１
９
３
７（
昭
和
12
）年
８
月
９
日
、
日
本
海
軍
陸
戦
隊
の
大
山
勇
夫

中
尉
ら
が
上
海
で
射
殺
さ
れ
た
事
件
。
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
情
勢
は
緊
迫
、

日
中
両
軍
が
再
び
武
力
衝
突
し
た（
第
２
次
上
海
事
変
）。

136	

大
世
界
＝
上
海
の
旧
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
１
９
１
７
年
オ
ー
プ
ン
し
た
娯
楽
施
設
。

２
０
１
７
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。

137	

ヒ
ュ
ー
ゲ
ッ
セ
ン
事
件
＝
１
９
３
７（
昭
和
12
）年
８
月
26
日
、
南
京
駐
在
の
ヒ
ュ
ー

ゲ
ッ
セ
ン
英
大
使（Hughe M

ontgom
ery Knatchbull-Hugessen

）が
車
で
上
海
に

向
か
う
途
中
、
日
本
海
軍
機
の
機
銃
掃
射
を
浴
び
重
傷
を
負
っ
た
事
件
。

138	

綏す
い
遠え
ん
事
件
＝
１
９
３
６（
昭
和
11
）年
、
中
国
綏
遠
省（
現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
フ
フ

ホ
ト
市
な
ど
）で
起
き
た
内
モ
ン
ゴ
ル
軍
と
国
民
党
政
府
軍
の
武
力
衝
突
。
関
東
軍

の
支
援
を
受
け
て
い
た
内
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
国
民
党
政
府
軍
に
撃
退
さ
れ
た
。

139	

北
海
事
件
＝
１
９
３
６（
昭
和
11
）年
９
月
３
日
、
広
東
省
北
海（
現
在
広
西
チ
ワ
ン
族

自
治
区
）で
日
本
人
が
中
国
人
に
殺
害
さ
れ
た
事
件
。

140	

冀き

東と
う

政
権
／
冀
東
防
共
自
治
政
府
＝
１
９
３
５（
昭
和
10
）年
、
中
国
河
北
省
に
樹

立
さ
れ
た
日
本
の
傀
儡
政
権
。
35
年
11
月
に
成
立
し
た
冀
東
防
共
自
治
委
員
会
が

翌
月
、
冀
東
防
共
自
治
政
府
と
改
称
さ
れ
た
。
38
年
に
解
消
。

141	

豊
台
＝
１
９
３
７（
昭
和
12
）年
７
月
、
盧
溝
橋
事
件
が
起
き
た
当
時
、
日
本
軍
が

駐
屯
し
て
い
た
地
区
。
現
在
は
北
京
市
。

142	

塘タ
ン

沽ク
ー

停
戦
協
定
＝
１
９
３
３（
昭
和
８
）年
５
月
31
日
、
日
本
軍
と
国
民
党
政
府
軍

が
河
北
省
塘
沽
で
締
結
し
た
停
戦
協
定
。
満
州
事
変
が
事
実
上
終
結
し
た
。

143	

華
北
の
臨
時
政
府
＝
１
９
３
７（
昭
和
12
）年
12
月
、
日
本
の
傀か
い

儡ら
い

政
権
と
し
て
北

平（
現
北
京
）に
樹
立
さ
れ
た
中
華
民
国
臨
時
政
府
。
日
本
占
領
下
の
華
北
が
統
治

範
囲
で
、
行
政
委
員
長
は
王
克
敏
。
40
年
、
汪
兆
銘
政
権
に
統
合
さ
れ
た
。

144	

中
華
総
社
＝
同
盟
は
１
９
４
４（
昭
和
19
）年
１
月
、
在
中
総
支
局
を
一
元
的
に
統

括
す
る
目
的
で
南
京
に
中
華
総
社
を
設
置
し
、
北
支
、
中
支
、
南
支
各
総
局
を
そ

れ
ぞ
れ
華
北
、
華
中
、
華
南
総
局
と
改
称
し
た
。

145	

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
＝
１
９
１
０（
明
治
43
）年
、
日
本
蓄
音
機
商
会
と
し
て
発
足
し
た
。

146	

東
京
日
日
＝
１
８
７
２（
明
治
５
）年
に
創
刊
さ
れ
た
東
京
で
初
め
て
の
本
格
的
な

日
刊
紙
。
毎
日
新
聞
の
前
身
。

147	

徐
州
作
戦
＝
１
９
３
８（
昭
和
13
）年
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
中
国
江
蘇
省
徐
州

付
近
で
中
国
軍
の
壊
滅
を
目
指
し
た
日
本
軍
の
作
戦
。

148	

古
野
伊
之
助
さ
ん
の
一
行
＝
古
野
は
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
10
月
、
前
線
基
地
に

勤
務
す
る
職
員
慰
問
と
激
励
の
た
め
南
方
の
支
社
局
を
歴
訪
し
た
。

149	

情
報
局
＝
１
９
４
０（
昭
和
15
）年
12
月
、
内
閣
情
報
部
を
拡
大
、
権
限
を
強
化
し

た
情
報
統
制
機
関
。
世
論
操
作
、
マ
ス
コ
ミ
統
制
、
宣
伝
を
行
っ
た
。

150	

「
腹
切
り
」
問
答
＝
１
９
３
７（
昭
和
12
）年
１
月
21
日
、
浜
田
国
松
議
員
が
衆
院
本

会
議
の
演
説
で
軍
部
を
批
判
。
寺
内
寿
一
陸
相
が
「
軍
に
対
す
る
侮
辱
」
と
反
論

す
る
と
浜
田
議
員
も
や
り
返
し
た
。
や
り
と
り
の
中
で
「
割
腹
」
と
い
う
言
葉
も

出
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
広
田
弘
毅
内
閣
は
総
辞
職
し
た
。

151	

旗き

亭て
い

＝
飲
み
屋
や
旅
館
の
こ
と
。
中
国
で
酒
楼
が
「
酒
旗
」
を
立
て
て
い
た
こ
と

に
由
来
す
る
。

152	

五ご

鬼き

上じ
ょ
う
法
律
事
務
所
＝
五
鬼
上
堅か
き
わ磐
氏（
１
８
９
７
～
１
９
７
１
）の
事
務
所
。
同
氏

は
古
野
伊
之
助
と
同
郷
の
三
重
県
出
身
で
、
同
盟
の
顧
問
弁
護
士
。
１
９
６
１（
昭

和
36
）年
か
ら
66
年
ま
で
最
高
裁
判
事
を
務
め
た
。

153	

企
画
院
事
件
＝
１
９
３
９（
昭
和
14
）年
か
ら
41
年
に
か
け
て
多
く
の
企
画
院
職
員

ら
が
治
安
維
持
法
違
反
の
疑
い
で
摘
発
さ
れ
た
事
件
。

154	

九
・
一
八
価
格
停
止
令
＝
１
９
３
９（
昭
和
14
）年
10
月
、
国
家
総
動
員
法
に
基
づ
き

施
行
さ
れ
た
価
格
等
統
制
令
の
こ
と
。
政
府
は
さ
ま
ざ
ま
な
物
の
価
格
や
料
金
を

同
年
９
月
18
日
の
水
準
に
据
え
置
く
よ
う
指
示
し
た
。

155	

新
潟
大
火
＝
１
９
５
５（
昭
和
30
）年
10
月
１
日
未
明
、
新
潟
市
内
で
出
火
。
強
風

に
あ
お
ら
れ
て
燃
え
広
が
り
約
８
９
０
棟
が
焼
失
し
た
。
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156	
松し
ょ
う

陽よ
う

新
報
＝
１
９
０
１（
明
治
34
）年
、
島
根
県
で
創
立
。
42（
昭
和
17
）年
山
陰
新

聞
と
合
併
し
島
根
新
聞
に
な
り
、
73
年
山
陰
中
央
新
報
に
改
題
。

157	

プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ（Prince of W

ales

）＝
英
戦
艦
。
太
平
洋
戦
争
開

戦
直
後
の
１
９
４
１（
昭
和
16
）年
12
月
10
日
、
マ
レ
ー
沖
海
戦
で
日
本
海
軍
機
に

撃
沈
さ
れ
た
。

158	

坐ざ

漁ぎ
ょ

荘そ
う

＝
１
９
２
０（
大
正
９
）年
、
静
岡
県
興
津
町（
現
静
岡
市
清
水
区
）に
建
て
ら
れ

た
西
園
寺
公
望
の
別
邸
。
70（
昭
和
45
）年
愛
知
県
犬
山
市
の
明
治
村
に
移
築
さ
れ

た
が
、
２
０
０
４（
平
成
16
）年
、
興
津
に
復
元
さ
れ
た
。

159	

婦
人
嬌
風
会
＝
キ
リ
ス
ト
教
の
女
性
団
体
。
１
８
８
６（
明
治
19
）年
創
設
。
未
成

年
者
の
禁
酒
禁
煙
、
女
性
参
政
権
運
動
な
ど
に
取
り
組
む
。
現
在
の
名
称
は
公
益

財
団
法
人
日
本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
。

160	

汪
兆
銘
工
作
＝
日
中
戦
争
の
さ
な
か
中
国
国
民
党
の
重
鎮
、
汪
兆
銘
に
親
日
政
権

を
樹
立
さ
せ
、
日
中
和
平
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
秘
密
工
作
。

161	

大
屋
の
著
書
＝
大
屋
久
寿
雄
は
１
９
４
１（
昭
和
16
）年『
バ
ル
カ
ン
近
東
の
戦
時
外

交
』、
42
年『
ト
ル
コ
・
政
治
風
土
記
』を
出
版
し
て
い
る
。

162	

八
紘
一
宇
＝
「
世
界
を
一
つ
の
家
に
」
と
い
う
意
味
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
太
平
洋
戦

争
中
、
日
本
の
海
外
侵
略
を
正
当
化
す
る
た
め
に
編
み
出
さ
れ
た
。

163	

日
露
協
会
＝
日
本
と
ロ
シ
ア
の
親
善
促
進
を
目
的
に
１
９
０
６（
明
治
39
）年
に
設

立
。
20
年
、
中
国
東
北
部
の
ハ
ル
ビ
ン
で
語
学
学
校
「
日
露
協
会
学
校
」
の
運
営

を
開
始
し
た
。

164	

ハ
ノ
イ
進
駐
＝
１
９
４
０（
昭
和
15
）年
９
月
、
日
本
軍
は
北
部
仏
印（
仏
領
イ
ン
ド
シ

ナ
）へ
の
進
駐
を
開
始
、
ハ
ノ
イ
な
ど
を
占
領
し
た
。

165	

藍ら
ん
衣い

社し
ゃ
＝
１
９
３
０
年
代
初
頭
に
結
成
さ
れ
た
国
民
党
政
権
の
情
報
・
工
作
機
関
。

166	

日
本
新
聞
連
盟
＝
１
９
４
１（
昭
和
16
）年
５
月
に
設
立
さ
れ
た
新
聞
業
界
の
自
主

統
制
団
体
。
新
聞
用
紙
の
配
給
調
整
や
共
同
販
売
制
度
な
ど
の
実
施
に
当
た
っ
た
。

167	

日
本
新
聞
会
＝
１
９
４
１（
昭
和
16
）年
12
月
に
公
布
さ
れ
た
新
聞
事
業
令
に
基
づ

き
、
42
年
２
月
11
日
に
設
置
さ
れ
た
統
制
団
体
。

168	

新
聞
事
業
令
＝
１
９
４
１（
昭
和
16
）年
12
月
13
日
公
布
。
新
聞
統
制
が
一
層
強
化

さ
れ
た
。

169	

バ
イ
ア
ス
湾
上
陸
作
戦
＝
１
９
３
８（
昭
和
13
）年
10
月
、
中
国
広
東
省
の
バ
イ
ア

ス
湾（
現
大
亜
湾
）で
日
本
軍
が
実
施
し
た
上
陸
作
戦
。

170	

パ
ネ
ー（Panay

）＝
米
砲
艦
。
１
９
３
７（
昭
和
12
）年
12
月
12
日
、
揚
子
江
で
日
本

の
海
軍
機
に
撃
沈
さ
れ
た
。
日
本
が
米
国
に
謝
罪
、
補
償
す
る
な
ど
し
て
外
交
的

に
解
決
し
た
。

171	

レ
デ
ィ
ー
バ
ー
ド（Ladybird

）＝
英
砲
艦
。
１
９
３
７（
昭
和
12
）年
12
月
12
日
、
揚

子
江
で
日
本
軍
の
砲
撃
を
受
け
た
。
日
本
は
中
国
船
と
誤
認
し
た
と
し
て
英
国
に

陳
謝
し
た
。

172	

輜し
ち
ょ
う重
兵
＝
日
本
軍
の
兵
科
の
一
つ
で
、
前
線
へ
の
軍
需
物
資
輸
送
を
任
務
と
し
た
。

173	

漢
口
攻
略
戦
＝
１
９
３
８（
昭
和
13
）年
６
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
日
本
軍
が
漢
口

（
現
在
は
湖
北
省
武
漢
市
の
一
部
）で
実
施
し
た
作
戦
。
武
漢
攻
略
作
戦
と
も
呼
ば
れ
る
。

174	

法
幣
＝
国
民
政
府
が
１
９
３
５（
昭
和
10
）年
、
銀
貨
の
代
わ
り
に
大
量
に
発
行
し

た
法
定
紙
幣
。
そ
の
後
の
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
の
原
因
と
な
っ
た
。

175	

南
部
仏
印
進
駐
＝
１
９
４
1（
昭
和
16
）年
7
月
、
日
本
軍
が
南
方
進
出
準
備
の
た
め
、

仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
南
部
で
実
施
し
た
進
駐
作
戦
。

176	

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
包
囲
陣（
網
）＝
１
９
３
０
年
代
後
半
に
米
、
英
、
中
、
オ
ラ
ン
ダ
が
実

施
し
た
対
日
経
済
制
裁
を
日
本
の
軍
部
は
４
カ
国
の
頭
文
字
を
と
っ
て
こ
う
呼
び
、

国
民
の
危
機
意
識
を
あ
お
っ
た
。

177	
東
亜
同
文
書
院
＝
一
般
財
団
法
人
霞
山
会
の
前
身
の
東
亜
同
文
会
が
１
９
０
１（
明

治
34
）年
、
上
海
に
設
立
し
た
教
育
機
関
。
前
身
は
南
京
の
同
文
書
院
。
日
中
交
流

に
携
わ
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
、
39（
昭
和
14
）年
に
は
大
学
に
認
定
。

178	

第
２
次
世
界
大
戦
の
火
ぶ
た
＝
１
９
３
９（
昭
和
14
）年
９
月
１
日
の
ド
イ
ツ
軍
に

よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
略
に
対
し
、
英
仏
は
９
月
３
日
、
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
し
、
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第
２
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た
。

179	

バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
作
戦
＝
１
９
４
１（
昭
和
16
）年
６
月
、
ド
イ
ツ
軍
が
開
始
し
た
対

ソ
侵
攻
作
戦
。

180	
ス
テ
フ
ァ
ニ
通
信
社
＝
１
８
５
３
年
創
設
の
イ
タ
リ
ア
の
通
信
社
。
１
９
４
０
年

代
前
半
、
ム
ソ
リ
ー
ニ
政
権
の
没
落
と
と
も
に
解
散
。

181	

仏
印（
イ
ン
ド
シ
ナ
）に
進
攻
＝
日
本
軍
の
仏
印
進
駐
は
１
９
４
１（
昭
和
16
）年
７
月

に
終
わ
り
、
日
米
開
戦
と
同
時
に
「
マ
レ
ー
作
戦
」
を
実
行
し
て
い
る
。
当
日
は

海
外
放
送
傍
受
の
業
務
に
い
つ
も
よ
り
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
陸
軍

が
口
実
と
し
て
当
た
り
障
り
の
な
い
仏
印
進
攻
の
話
を
持
ち
出
し
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。

182	

お
別
れ
の
電
報
＝
１
９
４
１（
昭
和
16
）年
12
月
10
日
付
「
同
盟
通
信
報
」（
社
報
）第

51
号
は
、
開
戦
に
伴
い
任
地
を
後
に
す
る
欧
米
各
地
の
特
派
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
掲
載
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
局
員
か
ら
の「
お
別
れ
電
報
」

の
訳
文
が
あ
る（
原
文
は
旧
字
体
、
旧
仮
名
遣
い
）。

	
	
�「

古
野
社
長
へ　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
局　
稲
本
、
安
保
、
寺
西
、
木
下
、
山
崎
、

平
島（
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
経
由
）12
月
８
日
着　
わ
れ
ら
最
後
の
日
の
仕
事
は
終

わ
っ
た
。
今
後
い
か
な
る
事
態
に
立
ち
至
ろ
う
と
も
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
に

処
す
る
用
意
を
整
え
て
い
る
。
今
ま
で
の
と
こ
ろ
全
部
員
身
辺
無
事
に
し
て

健
康
な
り
。
貴
下
の
健
康
を
祈
り
し
ば
し
の
別
れ
を
告
げ
ん
」

183	

特
別
情
報
／
特
殊
情
報
＝
同
盟
が
傍
受
し
た
海
外
情
報
の
う
ち
、
国
民
に
は
知
ら

せ
ず
機
密
扱
い
と
し
、
政
府
首
脳
に
だ
け
伝
え
て
い
た
も
の
を
指
す
。「
敵
性
情
報
」

と
も
呼
ば
れ
た
。

184	

ビ
リ
ビ
ッ
ド
＝
19
世
紀
、
マ
ニ
ラ
市
内
に
開
設
さ
れ
た
刑
務
所
。
１
９
４
０（
昭
和

15
）年
、
マ
ニ
ラ
郊
外
モ
ン
テ
ン
ル
パ
に
ニ
ュ
ー
ビ
リ
ビ
ッ
ド
刑
務
所
が
作
ら
れ
た
。

新
旧
刑
務
所
は
太
平
洋
戦
争
中
、
捕
虜
収
容
所
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

185	

戦
争
情
報
局（O

ffice of W
ar Inform

ation

）＝
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
６
月
、
米
政

府
が
諜
報
や
戦
争
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
目
的
に
設
立
し
た
機
関
。

186	

東
京
ロ
ー
ズ
＝
太
平
洋
戦
争
中
に
対
米
宣
伝
放
送
に
従
事
し
た
日
系
二
世
の
女
性

た
ち
の
総
称
。

187	

２
６
０
２（
年
）＝
神
武
天
皇
即
位
年（
西
暦
紀
元
前
６
６
０
年
）を
元
年
と
す
る「
皇
紀
」

の
表
記
。
２
６
０
２
年
は
西
暦
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
。

188	

室
蘭
日
報
＝
１
９
４
１（
昭
和
16
）年
６
月
、
室
蘭
毎
日
新
聞
と
室
蘭
タ
イ
ム
ス
が

合
併
し
て
発
足
。
42
年
の
新
聞
統
合
で
北
海
道
新
聞
と
な
る
。

189	

鳥
取
大
地
震
＝
１
９
４
３（
昭
和
18
）年
９
月
10
日
、
鳥
取
県
で
起
き
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド（
Ｍ
）７
・
２
の
地
震
。
鳥
取
市
の
震
度
は
６
。

190	

海
南
新
聞
＝
１
８
７
７（
明
治
10
）年
、
愛
媛
新
聞（
当
時
）が
改
題
し
て
海
南
新
聞
に

な
る
。
正
岡
子
規
の
俳
句
誌「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」を
印
刷
し
た
。

191	

伊
予
新
報
＝
１
９
２
３（
大
正
12
）年
創
刊
。

192	

南
予
時
事（
新
聞
）＝
１
９
０
２（
明
治
35
）年
創
刊
。

193	

愛
媛
合
同
新
聞
＝
１
９
４
１（
昭
和
16
）年
に
海
南
新
聞
、
伊
予
新
報
、
南
予
時
事

の
県
内
３
紙
が
統
合
し
て
発
足
。
44
年
愛
媛
新
聞
に
改
題
。

194	

九
州
日
日
新
聞
＝
１
８
８
２（
明
治
15
）年
、
熊
本
市
で
紫し

溟め
い

新
報
と
し
て
創
刊
。

１
８
８
８
年
九
州
日
日
新
聞
に
改
題
。

195	

九
州
新
聞
＝
１
９
０
６（
明
治
39
）年
、
熊
本
市
で
九
州
実
業
新
聞
と
し
て
創
刊
。

１
９
１
０
年
九
州
新
聞
に
改
題
。

196	

熊
本
日
日
新
聞
＝
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
、
九
州
日
日
新
聞
と
九
州
新
聞
が
統
合

し
て
発
足
。

197	

豊ほ
う

州し
ゅ
う

新
報
＝
１
８
８
６（
明
治
19
）年
大
分
市
で
創
刊
。
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
大

分
新
聞
と
合
併
し
て
大
分
合
同
新
聞
に
。

198	
レ
キ
シ
ン
ト
ン（Lexington

）＝
米
空
母
。
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
５
月
、
珊さ
ん

瑚ご

海か
い

海
戦
で
史
上
初
の
空
母
同
士
の
戦
闘
に
参
加
。
日
本
側
の
攻
撃
で
損
傷
し
、
自
国

駆
逐
艦
に
魚
雷
で
沈
め
ら
れ
た
。
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199	
運
輸
通
信
省
＝
１
９
４
３（
昭
和
18
）年
11
月
、
逓
信
省
と
鉄
道
省
を
統
合
し
て
発
足
。

45
年
５
月
、
外
局
の
通
信
院
を
分
離
し
、
運
輸
省
に
改
組
さ
れ
た
。

200	

ジ
ッ
ト
ラ
ラ
イ
ン
＝
英
軍
が
マ
レ
ー
半
島
北
部
ジ
ッ
ト
ラ
に
築
い
た
防
衛
線
。
イ

ン
ド
人
部
隊
が
警
備
し
た
が
、
１
９
４
１（
昭
和
16
）年
12
月
、
マ
レ
ー
作
戦
で
日

本
軍
に
破
ら
れ
た
。

201	

ブ
キ
テ
ィ
マ
＝
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
島
の
中
心
部
に
あ
る
丘
陵
。
日
本
軍
占
領
時
代
に

は
神
社
が
建
て
ら
れ
た
。

202	

同
盟
職
員
の
死
亡
＝
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
２
月
11
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
島
ブ
キ

テ
ィ
マ
の
戦
い
で
鯉
江
正
木
連
絡
員
が
殉
職
し
た
。

203	

レ
パ
ル
ス（Repulse

）＝
英
戦
艦
。
太
平
洋
戦
争
開
戦
直
後
の
１
９
４
１（
昭
和
16
）

年
12
月
10
日
、
マ
レ
ー
沖
で
日
本
軍
機
に
撃
沈
さ
れ
た
。

204	

ク
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
＝
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
パ
ン
パ
ン
ガ
州（
ル
ソ
ン
島
）に
あ
っ
た
米

軍
飛
行
場
。
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
初
め
に
日
本
軍
が
占
領
し
た
が
、
45
年
１
月

米
軍
が
奪
回
し
た
。
現
在
は
ク
ラ
ー
ク
国
際
空
港
。

205	

赤
ト
ン
ボ
＝
日
本
軍
が
練
習
用
に
使
っ
た
複
葉
の
航
空
機
。
目
立
つ
よ
う
赤
く
塗

ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た
。

206	

曲
げ
る
＝
質
に
入
れ
る
こ
と
。

207	

鳥
目
＝
金
銭
の
こ
と
。

208	

太
陽
安
打
＝
太
陽
光
線
が
目
に
入
り
、
フ
ラ
イ
を
捕
球
で
き
ず
に
許
し
た
安
打
の

こ
と
。

209	

報
道
挺て
い
身し
ん
隊
の
歌
＝
西さ
い

条じ
ょ
う
八や

十そ

作
詞
、
古こ

関せ
き
裕ゆ
う
而じ

作
曲
。
１
９
３
９（
昭
和
14
）年

６
月
、
同
盟
が
ニ
ュ
ー
ス
映
画
開
始
１
周
年
を
記
念
し
て
前
線
の
兵
士
を
特
集
し

た
際
の
主
題
歌
。

210	

教
育
召
集
＝
補
充
兵
の
教
育
目
的
で
行
う
召
集
の
こ
と
。

211	

Ｌ
Ｓ
Ｔ（Landing Ship, Tank

）＝
戦
車
揚
陸
艦
。
戦
後
の
日
本
人
引
き
揚
げ
の
た

め
米
軍
か
ら
約
１
０
０
隻
が
貸
与
さ
れ
た
。

212	

洛ら
く
陽よ
う
の
紙し

価か

＝
本
の
売
れ
行
き
が
好
調
な
こ
と
の
例
え
と
し
て
「
洛
陽
の
紙
価
を

高
め
る
」と
い
う
言
い
方
が
あ
る
。

213	

ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン（Jardine M

atheson

）＝
香
港
に
拠
点
を
置
く
英
国
系

複
合
企
業
。
19
世
紀
に
貿
易
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、
現
在
は
金
融
か
ら
小

売
業
ま
で
幅
広
い
分
野
の
企
業
を
傘
下
に
持
つ
。

214	

白パ
イ
カ
ル

乾
児
＝
コ
ー
リ
ャ
ン
を
主
原
料
と
し
た
中
国
の
蒸
留
酒
。

215	

ダ
ビ
ッ
ト（davit

）＝
船
の
甲
板
に
設
置
さ
れ
た
小
型
ク
レ
ー
ン
。
救
命
ボ
ー
ト
の

上
げ
下
ろ
し
に
使
う
。

216	

援
蔣
ル
ー
ト
＝
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
か
け
て
、
米
英
ソ
な
ど
が
仏
印（
仏

領
イ
ン
ド
シ
ナ
）や
英
領
イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
を
経
由
し
て
蔣
介
石
の
国
民
政
府
に
支

援
物
資
を
送
り
届
け
た
ル
ー
ト
の
こ
と
。

217	

Ｐ
Ｋ
部
隊
＝
Ｐ
Ｋ（Propagandakom

panie

）は
ド
イ
ツ
語
で「
宣
伝
中
隊
」の
こ
と
。

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
国
防
軍
な
ど
に
設
置
さ
れ
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
主
要
任
務
と

し
て
い
た
。

218	

中
野
の
学
校（
中
野
学
校
）＝
将
兵
に
諜
報
、
宣
伝
工
作
な
ど
の
教
育
、
訓
練
を
行
っ

た
陸
軍
中
野
学
校
の
こ
と
。

219	

新
体
制
運
動
＝
１
９
４
０（
昭
和
15
）年
か
ら
41
年
に
か
け
て
、
近
衛
文
麿
首
相
を

中
心
に
進
め
ら
れ
た
政
治
運
動
。
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ス
や
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
シ
ス
ト

党
の
よ
う
な
一
党
独
裁
を
目
指
し
、
大
政
翼
賛
会
の
成
立
に
つ
な
が
っ
た
。

220	

広
西
作
戦
＝
１
９
３
９（
昭
和
14
）年
11
～
12
月
、
援
蔣
ル
ー
ト
遮
断
を
目
指
す
日

本
軍
が
、
中
国
広
西
省
南
寧
で
展
開
し
た
作
戦
。
一
般
的
に
は
「
南
寧
作
戦
」
で

知
ら
れ
る
。

221	
北
部
仏
印
進
駐
＝
１
９
４
０（
昭
和
15
）年
９
月
、
日
本
に
よ
る
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ

北
部（
北
部
仏
印
）へ
の
進
駐
。「
援
蔣
ル
ー
ト
」の
切
断
が
目
的
で
、
41
年
７
月
に
は

南
部
仏
印
に
も
進
駐
。

222	

居き
ょ

中ち
ゅ
う

調
停
＝
国
際
紛
争
の
解
決
を
目
指
し
、
当
事
国
以
外
の
第
三
国
が
調
停
仲
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介
を
す
る
こ
と
。

223	

ジ
ャ
ワ
作
戦
＝
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
３
月
、
日
本
軍
が
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド

（
現
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）ジ
ャ
ワ
島
で
実
施
し
た
上
陸
作
戦
。
連
合
国
軍
は
同
月
９
日
に

降
伏
。

224	

仏
印
処
理
＝
１
９
４
５（
昭
和
20
）年
３
月
９
日
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ（
仏
印
）で
日
本

軍
が
フ
ラ
ン
ス
軍
に
対
し
て
実
施
し
た
作
戦
。
明め

い
号ご
う

作
戦
と
も
呼
ば
れ
る
。

225	

昭
南
新
聞
会
＝
１
９
４
３（
昭
和
18
）年
１
月
、
陸
軍
省
報
道
部
の
通
達
に
基
づ
き
、

マ
レ
ー
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
北
ボ
ル
ネ
オ
、
ス
マ
ト
ラ
で
邦
字
紙
を
発
行
す
る
た

め
同
盟
通
信
と
地
方
紙
な
ど
13
社
で
結
成
さ
れ
た
組
織
。
本
部
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

東
京
に
支
部
。

226	

阿
波
丸
＝
日
本
の
貨
客
船
。
１
９
４
５（
昭
和
20
）年
４
月
１
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

か
ら
日
本
に
向
け
て
台
湾
海
峡
を
航
行
中
、
米
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
て
沈

没
、
２
千
人
余
り
の
乗
客
乗
員
が
死
亡
し
た
。
連
合
国
捕
虜
に
物
資
を
届
け
た
後

の
帰
国
途
中
で
、
米
軍
か
ら
は
安
全
航
行
を
保
証
さ
れ
て
い
た
。

227	

モ
ロ
タ
イ
失し
っ

陥か
ん

＝
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
モ
ロ
タ
イ
島
を
日
本
軍
は

１
９
４
２（
昭
和
17
）年
に
占
領
し
た
が
、
44
年
９
月
、
連
合
軍
に
奪
い
返
さ
れ
た
。

228	

リ
バ
テ
ィ
ー（
船
）＝
第
２
次
世
界
大
戦
中
、
米
国
で
大
量
に
建
造
さ
れ
た
輸
送
船
。

戦
後
、
日
本
人
引
き
揚
げ
の
た
め
に
約
１
０
０
隻
が
米
国
か
ら
貸
与
さ
れ
た
。

229	

特
警（
特
別
警
察
隊
）＝
太
平
洋
戦
争
中
に
日
本
海
軍
が
設
置
し
た
憲
兵
隊
。
任
務
は

占
領
地
で
の
警
察
活
動
。

230	

民
政
部
＝
日
本
海
軍
が
占
領
地
運
営
の
た
め
各
地
に
置
い
た
行
政
機
関
。
１
９
４

２（
昭
和
17
）年
３
月
、
セ
レ
ベ
ス（
ス
ラ
ウ
ェ
シ
）、
ボ
ル
ネ
オ
、
セ
ラ
ム
の
各
島
に

置
か
れ
た
。

231	

海
軍
落
下
傘
部
隊
＝
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
１
月
の
メ
ナ
ド
進
攻
作
戦
で
日
本
海

軍
空
て
い
部
隊
の
落
下
傘
兵
３
０
０
人
余
り
が
ラ
ン
ゴ
ア
ン
飛
行
場
に
降
下
し
た
。

232	

レ
イ
テ
戦
＝
１
９
４
４（
昭
和
19
）年
10
月
か
ら
終
戦
ま
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
レ
イ

テ
島
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
日
米
の
戦
い
。
米
軍
は
同
島
に
上
陸
。
沖
合
の
海
戦
で

は
、
日
本
の
連
合
艦
隊
が
戦
艦「
武
蔵
」な
ど
の
主
力
艦
を
失
っ
た
。

233	

ヒ
ト
ラ
ー
独
総
統
戦
死
＝
ヒ
ト
ラ
ー
は
１
９
４
５（
昭
和
20
）年
４
月
30
日
に
ベ
ル

リ
ン
で
自
殺
。
56
歳
だ
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
５
月
７
日
に
無
条
件
降
伏
。

234	

内
南
洋
＝
第
１
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
が
国
際
連
盟
に
託
さ
れ
て
委
任
統
治
し
た

赤
道
以
北
の
旧
ド
イ
ツ
領
南
洋
諸
島
の
こ
と
。

235	

表
南
洋
＝
内
南
洋
に
対
し
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ス
マ
ト
ラ
、
ボ
ル
ネ
オ
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
な
ど
の
地
域
を
指
す
言
葉
。

236	

南
拓
＝
南
洋
拓
殖
株
式
会
社
の
通
称
。
１
９
３
６（
昭
和
11
）年
に
設
立
さ
れ
た
南

洋
開
発
の
た
め
の
国
策
特
殊
会
社
で
、
コ
ロ
ー
ル
島
に
本
社
が
あ
っ
た
。

237	

嚮き
ょ
う

導ど
う

艦
＝
艦
隊
の
先
頭
で
案
内
役
と
な
る
軍
艦
の
こ
と
。

238	

Ｄ
Ｎ
Ｂ
＝
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
時
代
の
国
営
通
信
社
。
ド
イ
ツ
敗
戦
後
、
解
体
さ
れ
た
。

239	

ク
イ
ブ
イ
シ
ェ
フ
＝
ロ
シ
ア
西
部
の
ボ
ル
ガ
川
流
域
に
あ
る
都
市
サ
マ
ラ
の
旧
称
。

ソ
連
時
代
の
１
９
３
５
年
か
ら
90
年
ま
で
こ
う
呼
ば
れ
た
。
ク
イ
ブ
イ
シ
ェ
フ
は

ロ
シ
ア
の
革
命
家
の
名
前
か
ら
と
っ
た
。

240	

武
漢
三
鎮
＝
武
昌
、
漢
口
、
漢
陽
３
市
の
総
称
。
鎮
と
は
中
心
都
市
を
意
味
す
る
。

241	

一
億
総
決
戦（
起
）＝
太
平
洋
戦
争
末
期
、
戦
局
が
不
利
に
な
る
と
、
日
本
政
府
は

全
国
民
に
本
土
決
戦
の
覚
悟
を
迫
っ
た
。
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
一
億
玉
砕
」「
一

億
特
攻
」な
ど
。

242	

大
東
亜
会
議
＝
１
９
４
３（
昭
和
18
）年
11
月
、
東
条
英
機
首
相
が
日
本
の
勢
力
圏

に
あ
る
ア
ジ
ア
各
国
首
脳
を
東
京
に
集
め
て
開
い
た
会
議
。
大
東
亜
の
建
設
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
共
同
宣
言
を
採
択
し
た
。

243	
蓼
科
湖
＝
長
野
県
茅
野
市
に
あ
る
人
造
湖
。
１
９
５
２（
昭
和
27
）年
完
成
。

244	
例
の
ニ
ュ
ー
ス
＝
１
９
４
５（
昭
和
20
）年
８
月
９
日
深
夜
か
ら
10
日
未
明
に
か
け

て
開
か
れ
た
御
前
会
議
は
天
皇
制
存
続
を
条
件
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
を
決
め

た
。
同
盟
は
10
日
午
後
８
時
か
ら
の
米
州
向
け
ニ
ュ
ー
ス
に
こ
の
決
定
を
入
れ
た
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と
こ
ろ
、
Ａ
Ｐ
通
信
な
ど
が
伝
え
、
全
世
界
に
流
れ
た
。

245	
挙
国
一
致
内
閣
＝
１
９
３
２（
昭
和
７
）年
の
五
・
一
五
事
件
の
後
、
元
老
西
園
寺
公

望
は
政
党
内
閣
の
継
続
を
断
念
し
、
海
軍
大
将
斎
藤
実
を
次
期
首
相
に
推
薦
。
５

月
26
日
斎
藤
を
首
班
と
す
る
挙
国
一
致
内
閣
が
発
足
し
た
。

246	

飛
び
石
作
戦
＝
太
平
洋
戦
争
で
日
本
攻
略
を
目
指
す
連
合
国
軍
が
展
開
し
た
島
伝

い
の
進
攻
作
戦
。

247	

ピ
ア
ス
ト
ル
＝
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
で
使
わ
れ
た
通
貨
の
単
位
。

248	

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
敗
走
＝
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
米
極
東
陸
軍
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
官

は
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
３
月
、
日
本
軍
の
攻
撃
を
受
け
、
マ
ニ
ラ
湾
の
コ
レ
ヒ

ド
ー
ル
島
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
脱
出
。「
ア
イ
・
シ
ャ
ル
・
リ
タ
ー
ン（
私
は
必

ず
戻
る
）」と
宣
言
し
た
。

249	

バ
タ
ー
ン
死
の
行
進
＝
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
４
月
９
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン

島
の
バ
タ
ー
ン
半
島
で
、
日
本
軍
に
降
伏
し
た
米
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
兵
士
が
炎
天
下

を
１
０
０
㌔
以
上
離
れ
た
収
容
所
ま
で
歩
か
さ
れ
、
多
数
が
死
亡
し
た
。

250	

フ
ィ
リ
ピ
ン
独
立
＝
日
本
の
軍
政
下
に
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
１
９
４
３（
昭
和
18
）

年
10
月
14
日
、
親
日
家
の
ホ
セ
・
ラ
ウ
レ
ル
を
大
統
領
と
す
る
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
共

和
国
」
が
発
足
。
同
年
11
月
に
は
独
立
国
家
と
し
て
、
東
京
で
開
か
れ
た
大
東
亜

会
議
に
参
加
。「
フ
ィ
リ
ピ
ン
第
２
共
和
国
」と
も
呼
ば
れ
る
が
、
日
本
の
敗
戦
と

と
も
に
消
滅
し
た
。

251	

バ
レ
テ
峠
＝
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
中
部
の
山
間
部
に
あ
る
標
高
約
１
０
０
０

㍍
の
峠
。
ル
ソ
ン
島
を
め
ぐ
る
攻
防
で
日
米
の
部
隊
が
激
戦
を
展
開
し
た
。

252	

東
方
電
機
＝
同
盟
の
技
術
研
究
所
は
戦
後
、
同
盟
電
機
製
作
所
と
し
て
独
立
。
そ

の
後
、
社
名
を
東
方
電
機
に
改
称
。
同
社
は
そ
の
後
、
フ
ァ
ク
ス
メ
ー
カ
ー
と
し

て
松
下
電
器
産
業（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）の
傘
下
に
入
っ
た
。

253	

キ
ア
ン
ガ
ン
＝
フ
ィ
リ
ピ
ン
北
部
イ
フ
ガ
オ
州
の
町
。
終
戦
後
の
１
９
４
５（
昭
和

20
）年
９
月
１
日
、
山
中
か
ら
出
て
き
た
山
下
奉
文
フ
ィ
リ
ピ
ン
方
面
軍
司
令
官
が

降
伏
し
た
場
所
。

254	

Ｃ
Ｉ
Ｃ（Counter intelligence Corps

）＝
米
軍
の
防
諜
部
隊
。
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
第
４
４

１
支
隊
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
日
米
の
戦
い
に
参
加
し
た
。

255	

引
用
さ
れ
て
い
る
一
節
は
実
際
に
は
次
の
通
り
＝（From

 the m
om
ent of 

surrender

） the authority of the Em
peror and the Japanese 

G
overnm

ent to rule the state shall be subject to the Suprem
e 

Com
m
ander of the Allied Pow

ers w
ho w

ill take such steps as 
he deem

s proper to effectuate the surrender term
s.

256	

『
あ
の
日
の
ナ
ガ
サ
キ
│
40
年
目
の
証
言
』＝
１
９
８
５（
昭
和
60
）年
に
出
版
。

257	

百
目
ろ
う
そ
く
＝
重
さ
１
０
０
匁も
ん
め（

約
３
７
５
㌘
）の
大
型
ろ
う
そ
く
。

258	

ベ
ト
ミ
ン
＝
ベ
ト
ナ
ム
の
独
立
運
動
組
織
。
指
導
者
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
は
１
９
４

５（
昭
和
20
）年
８
月
の
戦
争
終
結
を
受
け
、
９
月
、
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国（
北
ベ

ト
ナ
ム
）樹
立
を
宣
言
。

259	

兵
補
＝
太
平
洋
戦
争
中
、
日
本
軍
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
で
採
用
し
た
現
地
人
の

補
助
兵
。

260	

南
方
派
遣（
南
遣
）艦
隊
＝
日
本
海
軍
の
部
隊
。
第
１
南
遣
艦
隊
か
ら
第
４
南
遣
艦

隊
ま
で
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
海
域
の
警
備
を
任
務
と
し
た
。

261	

「
堅
」
集
団
＝
日
本
陸
軍
の
第
19
軍
。
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
に
編
成
さ
れ
、
43
年

か
ら
は
ア
ン
ボ
ン
の
守
備
に
当
た
っ
た
。

262	

「
南
の
風
、
晴
れ
」
＝
外
務
省
は
１
９
４
１（
昭
和
16
）年
11
月
、
在
外
公
館
に
対
し

開
戦
が
不
可
避
の
情
勢
に
な
っ
た
ら
、
日
本
語
放
送
の
中
で
天
気
予
報
と
し
て
伝

え
る
の
で
、
聞
い
た
ら
暗
号
書
を
処
分
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
外
交
文
書
な
ど
に

は「
東
の
風　
雨
」、「
北
の
風　
曇
り
」、「
西
の
風　
晴
れ
」の
表
現
は
記
録
さ
れ

て
い
る
が
、「
南
の
風
」は
見
当
た
ら
な
い
。

263	

Ｓ
Ｓ
＝
ナ
チ
ス
親
衛
隊（Schutzstaffel

）の
略
称
。
１
９
２
５
年
に
創
設
さ
れ
た
。

264	

関
東
州
＝
中
国
の
遼
東
半
島
南
西
部
に
あ
っ
た
日
本
の
租
借
地
。
日
露
戦
争
後
の
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１
９
０
５（
明
治
38
）年
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
で
日
本
に
租
借
権
が
移
り
、
45（
昭
和

20
）年
８
月
の
敗
戦
ま
で
日
本
の
統
治
が
続
い
た
。

265	
天
津
事
変
＝
１
９
３
１（
昭
和
６
）年
11
月
、
天
津
で
日
中
両
軍
が
衝
突
し
た
事
件
。

266	
京
包
線
＝
中
国
の
北
京
と
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
包
頭
市
を
結
ぶ
鉄
道
路
線
。

267	

湘
桂
線
＝
中
国
湖
南
省
衡
陽
市
と
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
憑
祥
市
を
結
ぶ
鉄
道
路

線
。

268	

デ
リ
ン
ジ
ャ
ー
現
象
＝
電
離
層
に
生
じ
た
異
常
に
よ
っ
て
短
波
通
信
が
妨
げ
ら
れ

る
現
象
。

269	

無
線
時
事
＝
無
線
時
事
通
信
社
。
１
９
２
９（
昭
和
４
）年
、
船
舶
に
ニ
ュ
ー
ス
を

送
る
事
業
の
た
め
設
立
さ
れ
た
。
37
年
、
同
盟
が
買
収
。
社
長
の
伊
藤
正
徳
氏
は

同
盟
参
与
に
。

270	

錦
州
攻
略（
作
戦
）＝
関
東
軍
は
１
９
３
１（
昭
和
６
）年
12
月
か
ら
遼
寧
省
錦
州
へ
の

攻
撃
を
開
始
、
張
学
良
軍
を
後
退
さ
せ
、
32
年
１
月
に
錦
州
を
占
領
し
た
。

271	

和
登
商
行
＝
１
９
２
９（
昭
和
４
）年
、
奉
天
に
設
立
さ
れ
た
無
線
や
電
気
製
品
の

輸
入
販
売
商
社
。

272	

探
訪
力
＝
取
材
力
の
こ
と
。

273	

天
皇
の
人
間
宣
言
＝
１
９
４
６（
昭
和
21
）年
１
月
１
日
に
発
布
さ
れ
た
昭
和
天
皇

の
詔
書
。
天
皇
の
神
格
を
否
定
。
新
聞
各
紙
は
１
日
付
朝
刊
で
報
じ
た
。

274	

横
浜
事
件（
泊
と
ま
り

事
件
）＝
１
９
４
２（
昭
和
17
）年
に
起
き
た
神
奈
川
県
特
高
警
察
に
よ

る
言
論
弾
圧
事
件
。
富
山
県
泊と

ま
り

町ま
ち（

現
朝あ
さ

日ひ

町ま
ち

）で
行
わ
れ
た
出
版
記
念
行
事
を
共

産
党
再
結
成
の
準
備
会
合
と
み
な
し
た
こ
と
か
ら
、
泊
事
件
と
も
言
わ
れ
る
。

275	

警
察
予
備
隊
＝
１
９
５
０（
昭
和
25
）年
８
月
の
警
察
予
備
隊
令
で
発
足
。
52
年
、

保
安
隊
に
改
編
さ
れ
、
54
年
の
自
衛
隊
発
足
に
道
を
付
け
た
。

276	

戦
犯
容
疑
者
逮
捕
指
令
＝
１
９
４
５（
昭
和
20
）年
９
月
11
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
東
条
英
機
、

東
郷
茂
徳
ら
戦
争
犯
罪
容
疑
者
39
人
の
逮
捕
命
令
を
出
し
た
。
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編
集
者
注

略
歴
の
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
８
０
８
～
８
０
９

㌻
に
掲
げ
た
書
籍
な
ど
を
参
照
し
た
。
大
半
を
占

め
る
同
盟
通
信
社
の
在
籍
経
験
者
に
つ
い
て
は
、

新
聞
通
信
調
査
会
が
保
存
し
て
い
る
資
料
な
ど
で

職
歴
そ
の
他
を
確
認
し
た
。
対
象
者
の
著
作
の
奥

付
な
ど
も
参
考
に
し
た
。
氏
名
の
読
み
方
が
資
料

で
裏
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
編
集
者
の
責

任
で
適
当
と
思
わ
れ
る
読
み
を
記
し
、
そ
の
末
尾

に
＊
印
を
付
け
た
。
西
暦
は
原
則
、
初
出
を
４
桁
、

そ
の
後
は
下
２
桁
で
記
載
し
、
適
宜
和
暦
を
補
っ

た
。

通
信
社
名
は
以
下
の
略
称
で
記
載
し
た
。

帝
国
通
信
社
＝
帝
通

国
際
通
信
社
＝
国
際

東
方
通
信
社
＝
東
方

日
本
新
聞
聯
合
社
、
新
聞
聯
合
社
＝
聯
合

日
本
電
報
通
信
社
、
大
阪
電
報
通
信
社
、
戦
後
の

電
通
＝
電
通

満
州
国
通
信
社
＝
国
通

日
本
商
業
通
信
社
＝
商
通

共
同
通
信
社
＝
共
同

時
事
通
信
社
＝
時
事

メ
デ
ィ
ア
関
係
者（
五
十
音
順
）

【
あ
行
】

相
島
勘
次
郎（
あ
い
じ
ま
・
か
ん
じ
ろ
う
）＝
１
８
６
８
～

１
９
３
５　
茨
城
県
出
身
。
政
治
家
、
俳
人
。
東
京
日

日
新
聞
副
主
幹
を
経
て
政
界
に
転
じ
、
12（
明
治
45
）年
、

立
憲
国
民
党
の
衆
院
議
員
。

秋
山
静
子（
あ
き
や
ま
・
し
ず
こ
、
旧
姓
中
村
）＝
１
９
１
８

～
96　
奈
良
県
出
身
。
高
女
卒
。
37（
昭
和
12
）年
か
ら

40
年
、
同
盟
で
庶
務
部
、
人
事
部
。
時
事
で
大
阪
支
社
、

出
版
局
販
売
部
。

秋
山
操（
あ
き
や
ま
・
み
さ
お
）＝
１
９
０
１
～
92　
大
阪

出
身
。
20（
大
正
９
）年
大
阪
英
語
学
校
卒
。
国
際
で
ロ

ン
ド
ン
特
派
員
。
聯
合
を
経
て
同
盟
で
ラ
ン
グ
ー
ン

（
現
ヤ
ン
ゴ
ン
）支
社
長
、
サ
イ
ゴ
ン（
現
ホ
ー
チ
ミ
ン
）支

社
長
。
時
事
で
外
信
部
長
、
編
集
局
長
、
監
査
役
。

秋
山
如
水（
あ
き
や
ま
・
よ
し
み
）＝
１
９
１
２
～
72　
東

京
出
身
。
文
化
学
院
卒
。
聯
合
に
入
社
。
同
盟
で
編
集

局
体
育
部
長
、
ア
ン
ボ
ン
支
局
長
、
メ
ダ
ン
支
局
長
。

共
同
で
運
動
部
長
、
解
説
委
員
。
メ
ル
ボ
ル
ン
五
輪
首

席
特
派
員
、
東
京
五
輪
組
織
委
総
務
委
幹
事
と
し
て
五

輪
報
道
に
関
与
。
退
社
後
の
70（
昭
和
45
）年
、
札
幌
五

輪
冬
季
大
会
組
織
委
の
広
報
部
外
国
報
道
参
事
に
就
い

た
が
開
会
直
前
に
死
去
。

阿
久
津
カ
ウ（
あ
く
つ
・
こ
う
）＝
１
９
２
０
～
２
０
０
３　

埼
玉
県
出
身
。
高
女
卒
。
43（
昭
和
18
）年
同
盟
入
社
。

整
理
部
、
人
事
部
。
時
事
で
総
務
部
、
人
事
部
。

朝
井
春
子（
あ
さ
い
・
は
る
こ 

＊
、
旧
姓
小
林
）＝
聯
合
、
同

盟
の
顧
問
弁
護
士
を
務
め
た
五ご

鬼き

上じ
ょ
う

堅か
き

磐わ

氏
の
事
務

所
に
勤
務
。
１
９
３
７（
昭
和
12
）年
同
盟
入
社
。
総
務

局
庶
務
部
タ
イ
プ
係
。

浅
野
豊（
あ
さ
の
・
ゆ
た
か
）＝
１
８
９
５
～
１
９
７
５　

茨
城
県
出
身
。
早
稲
田
大
専
門
部
中
退
。
国
民
新
聞
、

や
ま
と
新
聞
な
ど
を
経
て
28（
昭
和
３
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
京
城（
現
ソ
ウ
ル
）支
社
長
、
地
方
部
長
、
人
事

部
長
、
庶
務
部
長
、
総
務
局
次
長
、
社
長
秘
書
。
時
事

で
取
締
役
総
務
局
長
、
監
査
役
。

芦
川
選
太
郎（
あ
し
か
わ
・
せ
ん
た
ろ
う 

＊
）＝
１
９
０
６
～

88　
静
岡
県
出
身
。
東
京
逓
信
講
習
所
高
等
科
卒
。
29

（
昭
和
４
）年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
経
理
部
、
電
務
部
。

共
同
で
外
電
部
次
長
、
野
田
受
信
所
長
。

我
妻
繁
夫（
あ
づ
ま
・
し
げ
お
）＝
１
９
０
８
～
89　
九
州
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大
法
卒
。
高
橋
亀
吉
主
宰
の
高
橋
経
済
研
究
所
を
経
て

35（
昭
和
10
）年
同
盟
創
立
事
務
所
入
所
。
同
盟
で
タ
イ

ピ
ン
支
社
長
、
昭
南
新
聞
会
マ
レ
ー
総
局
次
長
。
時
事

で
地
方
部
長
、
札
幌
支
社
長
、
地
方
行
財
政
調
査
会
事

務
局
長
。

阿
部
孫
一（
あ
べ
・
ま
ご
い
ち 

＊
）＝
１
９
０
７
～
75　
宮

城
県
出
身
。
無
線
電
信
講
習
所
卒
。
船
舶
の
無
電
技
士

を
経
て
31（
昭
和
６
）年
聯
合
入
社
、
天
津
、
北
京
。
同

盟
で
北
支
総
局
連
絡
部
次
長
、
同
通
信
部
長
、
中
華
総

社
通
信
部
長
。
戦
後
は
67
年
創
刊
の
「
月
刊
新
聞
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
」で
編
集
・
発
行
人
。

阿
部
行
雄（
あ
べ
・
ゆ
き
お
）＝
１
９
２
５
～
２
０
１
１　

宮
城
県
出
身
。
同
盟
講
習
所
卒
。
42（
昭
和
17
）年
同
盟

入
社
。
電
務
部
、
ボ
ル
ネ
オ
支
局
、
シ
ン
ガ
ラ
ジ
ャ
支

局
。
共
同
で
山
形
支
局
長
、
福
島
支
局
長
。

荒
井
勝
三
郎（
あ
ら
い
・
し
ょ
う
ざ
ぶ
ろ
う 

＊
）＝
１
９
０
４

～
77　
長
野
県
出
身
。
私
塾
卒
後
、
電
通
長
野
支
局
、

北
越
新
報
、
大
阪
時
事
新
報
な
ど
で
速
記
者
。
電
通
に

戻
り
長
野
支
局
、
本
社
、
甲
府
支
局
。
同
盟
で
甲
府
支

局
長
、
平
壌
支
局
長
。
45（
昭
和
20
）年
応
召
。
共
同
で

甲
府
支
局
長
。

新
井
正
義（
あ
ら
い
・
ま
さ
よ
し
）＝
１
９
０
５
～
２
０
０

２　
埼
玉
県
出
身
。
東
京
大
文
卒
。
33（
昭
和
８
）年
聯

合
入
社
。
同
盟
で
政
経
部
長
。
共
同
で
政
治
部
長
、
編

集
局
長
、
常
務
理
事
。
そ
の
後
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
、
電

通
取
締
役
な
ど
を
務
め
た
。

荒
尾
達
雄（
あ
ら
お
・
た
つ
お
）＝
１
９
１
６
～
２
０
０
１　

富
山
県
出
身
。慶
応
大
文
卒
。39（
昭
和
14
）年
同
盟
入
社
、

社
会
部
。
44
年
応
召
。
共
同
で
社
会
部
長
、
福
岡
支
社

長
、
編
集
副
主
幹
、
常
務
理
事
。

荒
尾
弘（
あ
ら
お
・
ひ
ろ
し 

＊
）＝
１
９
０
６
～
95　
石
川

県
出
身
。
工
業
学
校
中
退
。
富
山
日
報
、
帝
通
を
経
て

28（
昭
和
３
）年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
青
森
支
局
、
地
方

部
な
ど
を
経
て
豊
原（
現
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
）支
局
長
。

共
同
で
青
森
支
局
長
。

安
藤
利
男（
あ
ん
ど
う
・
と
し
お
）＝
１
９
０
５
～
91　
新

潟
県
出
身
。
東
京
商
大
商
専
卒
。
31（
昭
和
６
）年
電
通

入
社
、
北
平（
現
北
京
）支
局
。
同
盟
に
移
り
北
平
支
局
、

バ
タ
ビ
ヤ（
現
ジ
ャ
カ
ル
タ
）支
局
長
、
東
亜
部
次
長
。

戦
後
は
産
経
新
聞
論
説
委
員
。

池
上
幹
徳（
い
け
が
み
・
も
と
の
り
）＝
１
９
０
９
～
２
０

０
４　
徳
島
県
出
身
。
京
都
大
経
卒
。
聯
合
を
経
て
同

盟
で
上
海
支
社
、
亜
経
部
。
40（
昭
和
15
）年
ベ
ル
リ
ン

支
局
。
ド
イ
ツ
敗
戦
で
チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
移
り
48
年
帰
国
。

共
同
で
外
信
部
。

石
川
宏（
い
し
か
わ
・
ひ
ろ
し 

＊
）＝
１
９
１
８
～
95　
北

海
道
出
身
。
無
線
電
信
講
習
所
卒
。
38（
昭
和
13
）年
同

盟
入
社
。
北
支
総
局
、
中
南
支
総
局
、
昭
南（
現
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
）支
局
。
共
同
で
科
学
部
長
、
京
都
支
局
長
。

石
津
英
司（
い
し
づ
・
え
い
じ 

＊
）＝
１
９
２
９（
昭
和
４
）年

創
立
の
広
告
聯
合
社
に
関
与
。
同
社
の
聯
合
へ
の
吸
収

合
併
に
伴
い
聯
合
の
業
務
局
広
告
部
助
役
。

石
部
幸
弌（
い
し
べ
・
こ
う
い
ち 

＊
）＝
１
８
９
５
～
１
９

５
６　
東
京
出
身
。
早
稲
田
大
商
卒
。
20（
大
正
９
）年

国
際
入
社
。
聯
合
で
会
計
部
長
、
同
盟
で
経
理
部
長
、

総
務
局
次
長
、
経
済
局
長
。
関
東
印
刷
社
長
。
戦
後
は

電
通
映
画
社
監
査
役
、
電
通
監
査
役
。

石
光
真
人（
い
し
み
つ
・
ま
ひ
と
）＝
１
９
０
４
～
75　
東

京
出
身
。
早
稲
田
大
文
卒
。
31（
昭
和
６
）年
東
京
日
日

新
聞
入
社
。
日
本
新
聞
会
、
日
本
新
聞
連
盟
な
ど
に
勤

務
。
戦
後
は
日
本
新
聞
協
会
を
経
て
日
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
協
会

事
務
局
長
、
専
務
理
事
。

石
山
重
雄（
い
し
や
ま
・
し
げ
お
）＝
１
９
２
５
年
生
ま
れ　

新
潟
県
出
身
。
高
小
卒
。
40（
昭
和
15
）年
同
盟
入
社
。

新
潟
支
局
。
45
年
入
営
、
同
年
解
除
。
共
同
で
新
潟
支
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局
、
小
倉
支
局
。
48
年
退
社
。

井
関
納（
い
せ
き
・
お
さ
む
）＝
１
９
１
１
～
84　
京
都
府

出
身
。
関
西
大
専
門
部
卒
。
28（
昭
和
３
）年
電
通
入
社
。

同
盟
に
移
り
北
支
総
局
、
大
阪
支
社
発
送
部
長
、
舞
鶴

支
局
長
。
共
同
で
岡
山
支
社
編
集
部
長
、
松
山
支
局
長
。

板
垣
武
男（
い
た
が
き
・
た
け
お
）＝
１
９
０
３
～
72　
秋

田
県
出
身
。小
樽
高
商
中
退
。31（
昭
和
６
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
内
経
部
長
、
経
済
局
次
長
、
経
済
局
長
。
時
事

発
足
時
に
取
締
役
。
太
平
印
刷
社
社
長
、
日
比
谷
会
館

取
締
役
。

井
出
新
六（
い
で
・
し
ん
ろ
く
）＝
１
９
１
８
～
97　
長
野

県
出
身
。
旧
制
中
卒
。
39（
昭
和
14
）年
同
盟
入
社
。
漢

口
支
局
、
中
支
総
局
、
亜
経
部
。
43
年
応
召
。
復
員
後
、

北
海
日
日
新
聞
。
48
年
共
同
入
社
、
校
閲
部
、
社
会
部
。

伊
藤
勝
司（
い
と
う
・
し
ょ
う
じ
）＝
１
９
０
２
～
88　
横

浜
市
出
身
。
中
央
大
専
門
部
卒
。
16（
大
正
５
）年
国
際

入
社
。
聯
合
を
経
て
同
盟
で
横
浜
支
局
長
、
文
書
部
長
。

44（
昭
和
19
）年
昭
南
新
聞
会
へ
転
出
。
戦
後
は
時
事
で

人
事
部
長
。

伊
藤
正
徳（
い
と
う
・
ま
さ
の
り
）＝
１
８
８
９
～
１
９
６

２　
茨
城
県
出
身
。
慶
応
大
卒
。
時
事
新
報
に
入
り
28

（
昭
和
３
）年
編
集
局
長
。
37
年
同
盟
参
与
、
42
年
中
部

日
本
新
聞
主
筆
。
共
同
発
足
時
の
理
事
長
、
日
本
新
聞

協
会
の
初
代
理
事
長
も
務
め
た
。
軍
事
評
論
家
と
し
て

多
く
の
著
作
を
残
し
た
。

稲
葉
重
太
郎（
い
な
ば
・
し
げ
た
ろ
う 

＊
）＝
１
９
１
４
年
生

ま
れ　
静
岡
県
出
身
。
旧
制
中
卒
。
日
本
郵
船
な
ど
を

経
て
41（
昭
和
16
）年
同
盟
入
社
、
中
支
総
局
。
43
年
退

社
し
、
上
海
日
本
領
事
館
勤
務
。
44
年
同
盟
に
戻
り
中

華
総
局
総
務
部
。

稲
本
国
雄（
い
な
も
と
・
く
に
お
）＝
１
９
０
１
～
96　
兵

庫
県
出
身
。
関
西
学
院
高
商
卒
。
23（
大
正
12
）年
国
際

入
社
。
聯
合
を
経
て
同
盟
で
外
経
部
長
、
中
南
支
総
局

経
済
部
長
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
局
長
、
経
済
局
次
長
、

大
阪
支
社
長
。
共
同
で
大
阪
支
社
長
、
論
説
委
員
。

井
上
勇（
い
の
う
え
・
い
さ
む
）＝
１
９
０
１
～
85　
広
島

県
出
身
。
東
京
外
語
卒
。
桑
港
日
米
新
聞
、
羅
府
日
米

新
聞
、
外
務
省
嘱
託
を
経
て
36（
昭
和
11
）年
同
盟
入
社
。

パ
リ
支
局
長
、
サ
イ
ゴ
ン（
現
ホ
ー
チ
ミ
ン
）支
局
情
報

主
任
、
欧
米
部
長
、
社
会
部
長
。
時
事
発
足
時
の
取
締

役
。
編
集
局
長
、
出
版
局
長
、
監
査
役
を
歴
任
。
エ
ー

リ
ヒ
・
レ
マ
ル
ク
の『
凱
旋
門
』を
翻
訳
。

井
上
肇（
い
の
う
え
・
は
じ
め
）＝
１
９
１
２
～
94　
岡
山

県
出
身
。実
業
専
修
学
校
卒
。28（
昭
和
３
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
岡
山
支
局
、
松
江
通
信
部
。
共
同
で
高
松
支
局

通
信
主
任
、
岡
山
支
社
総
務
主
任
、
高
松
支
局
長
。

猪
股
芳
雄（
い
の
ま
た
・
よ
し
お 

＊
）＝
１
９
０
７
～
73　

新
潟
県
出
身
。
無
線
電
信
講
習
所
卒
。
26（
大
正
15
）年

聯
合
入
社
。
同
盟
で
天
津
支
局
通
信
部
長
、
北
支
総
局

華
文
部
長
、
華
北
総
局
総
務
部
長
、
天
津
支
局
長
。
時

事
で
新
潟
支
局
長
、
校
閲
部
長
。

伊
庭
英
雄（
い
ば
・
ひ
で
お
、
旧
姓
紀
川
＝
き
が
わ
）＝
１
９

１
０
年
生
ま
れ　
京
都
府
出
身
。
旧
制
中
卒
。
宮
崎
新

聞
、
台
湾
日
報
な
ど
を
経
て
40（
昭
和
15
）年
同
盟
入
社
、

台
南
支
局
。
44
年
応
召
。
共
同
で
京
都
支
局
通
信
主
任
、

大
津
支
局
長
。

猪
伏
清（
い
ぶ
し
・
き
よ
し
）＝
１
９
０
４
～
63　
大
阪
出

身
。
早
稲
田
大
専
門
部
卒
。
京
華
日
報
を
経
て
29（
昭

和
４
）年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
政
経
部
次
長
、
マ
カ
ッ

サ
ル
支
社
長
。
共
同
で
文
化
部
長
、
企
画
部
長
、
有
限

会
社
共
同
通
信
社
出
版
部
代
表
取
締
役
。

入
江
啓
四
郎（
い
り
え
・
け
い
し
ろ
う
）＝
１
９
０
３
～
78　

鳥
取
県
出
身
。
早
稲
田
大
卒
。
同
盟
パ
リ
、
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
両
支
局
長
。
戦
後
は
時
事
の
外
信
部
長
、
時
事
研
究

所
長
。
国
際
法
学
者
と
し
て
愛
知
大
、
成
蹊
大
、
早
稲
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田
大
、
創
価
大
で
教
え
る
。

岩
永
信
吉（
い
わ
な
が
・
し
ん
き
ち
）＝
１
９
１
１
～
82　

岩
永
裕
吉
・
初
代
同
盟
社
長
の
長
男
。
東
京
大
法
卒
。

37（
昭
和
12
）年
同
盟
入
社
。
社
会
部
、
南
方
総
社
昭
南

（
現
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）支
社
編
集
部
長
。
共
同
で
外
信
部
長
、

編
集
局
次
長
、
総
務
局
長
、
常
務
理
事
。
ア
ジ
ア
通
信

社
連
盟（
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ａ
）事
務
局
長
、
電
通
取
締
役
も
務
め

た
。

岩
永
裕
吉（
い
わ
な
が
・
ゆ
う
き
ち
）＝
１
８
８
３
～
１
９

３
９　
東
京
出
身
。
医
師
で
初
代
の
内
務
省
衛
生
局
長

な
ど
を
務
め
た
長
与
専
斎
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、
日

本
郵
船
専
務
取
締
役
岩
永
省
一
の
養
子
に
な
る
。
京
都

大
卒
。
南
満
州
鉄
道
、
鉄
道
院
を
経
て
欧
米
に
遊
学
後

「
岩
永
通
信
」
を
発
行
。
21（
大
正
10
）年
国
際
取
締
役
。

同
社
専
務
を
経
て
聯
合
専
務
理
事
。
同
盟
初
代
社
長
。

貴
族
院
議
員
。

岩
本
清（
い
わ
も
と
・
き
よ
し
）＝
１
９
０
４
～
76　
兵
庫

県
出
身
。
26（
大
正
15
）年
東
京
大
法
卒
、
国
際
入
社
。

聯
合
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
局
長
、
同
盟
で
外
信
部
長
、

中
支
総
局
長
、
マ
ニ
ラ
支
社
長
。
共
同
で
編
集
局
総
務
、

渉
外
部
長
、
編
集
局
長
、
常
務
理
事
、
専
務
理
事
。

上
田
碩
三（
う
え
だ
・
せ
き
ぞ
う
）＝
１
８
８
６
～
１
９
４

９　
熊
本
県
出
身
。
東
京
高
商
卒
。
電
通
入
社
、
27（
昭

和
２
）年
常
務
。
同
盟
に
移
り
常
務
理
事
、
編
集
局
長
。

45
年
７
月
、
電
通
に
復
帰
し
社
長
。
47
年
公
職
追
放
。

49
年
１
月
、
Ｕ
Ｐ
通
信
副
社
長
兼
極
東
総
支
配
人
マ
イ

ル
ズ
・
ボ
ー
ン
と
東
京
湾
で
カ
モ
猟
中
に
遭
難
死
。

上
野
伊
三
郎（
う
え
の
・
い
さ
ぶ
ろ
う
）＝
１
８
９
９
～
１

９
９
５　
大
阪
出
身
。
通
信
生
養
成
所
卒
。
海
運
会
社

を
経
て
27（
昭
和
２
）年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
大
阪
支
社

連
絡
部
次
長
、
通
信
局
技
術
研
究
所
、
連
絡
局
電
務
第

２
部
長
。
共
同
発
足
時
の
外
電
部
長
。

宇
佐
美
猪
之
松（
う
さ
み
・
い
の
ま
つ
）＝
１
９
２
４
～
２

０
０
７　
東
京
出
身
。
同
盟
講
習
所
卒
。
42（
昭
和
17
）

年
同
盟
入
社
。
電
務
部
、
マ
ニ
ラ
支
社
。
共
同
で
経
済

部
次
長
、
大
阪
支
社
経
済
部
長
、
業
務
局
次
長
。

潮
田
三
代
治（
う
し
お
だ
・
み
よ
じ
）＝
１
９
１
７
年
生
ま

れ　
東
京
出
身
。
旧
制
中
卒
後
、
映
音
研
究
所
で
撮
影

を
学
び
38（
昭
和
13
）年
同
盟
入
社
。
各
地
の
戦
線
を
取

材
。
戦
後
は
日
本
映
画
社
で
帝
銀
事
件
、
松
川
事
件
、

京
都
大
学
学
士
山
岳
会
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
、
東
京
五
輪
、

札
幌
冬
季
五
輪
を
撮
影
。

内
田
啓
明（
う
ち
だ
・
け
い
め
い
）＝
１
９
２
２
～
２
０
１

２　
東
京
出
身
。
日
本
大
専
門
部
卒
。
43（
昭
和
18
）年

同
盟
入
社
。
東
亜
部
、
マ
カ
ッ
サ
ル
支
社
、
バ
リ
ッ
ク

パ
パ
ン
支
局
。
共
同
で
経
済
部
次
長
、
解
説
部
次
長
、

出
版
局
次
長
。

内
海
裕
土
士（
う
つ
み
・
ひ
ろ
と
し
）＝
１
９
１
６
～
２
０

０
５　
広
島
県
出
身
。
日
本
大
卒
。
38（
昭
和
13
）年
同

盟
入
社
。
大
阪
支
社
、
南
方
総
局
、
ク
チ
ン
支
局
。
共

同
で
商
況
部
長
、
編
集
局
次
長
。
共
同
文
化
事
業
社
代

表
取
締
役
。

海
路
昌
臣（
う
み
じ
・
ま
さ
お
み 

＊
）＝
１
９
７
５
年
死
去　

聯
合
、
同
盟
で
ハ
ル
ビ
ン
支
局
長
、
国
通
で
政
経
部
長
、

昭
南
新
聞
会
で
新
聞
局
長
。

浦
岡
偉
太
郎（
う
ら
お
か
・
い
た
ろ
う
）＝
１
９
０
９
～
96　

東
京
出
身
。
早
稲
田
大
卒
。
41（
昭
和
16
）年
同
盟
入
社
。

体
育
部
、
内
信
部
、
中
支
総
局
、
社
会
部
。
共
同
で
運

動
部
。
退
社
後
再
入
社
し
運
動
部
。
同
部
次
長
、
同
部

長
。

江
尻
進（
え
じ
り
・
す
す
む
）＝
１
９
０
８
～
96　
福
島
県

出
身
。
東
京
大
法
卒
。
32（
昭
和
７
）年
電
通
入
社
。
同

盟
に
移
り
39
年
か
ら
ド
イ
ツ
敗
戦
ま
で
ベ
ル
リ
ン
支
局

長
。
共
同
で
論
説
委
員
。
日
本
新
聞
協
会
に
出
向
し
編

集
部
長
、
事
務
局
次
長
、
事
務
局
長
、
専
務
理
事
。
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榎
本
ふ
く（
え
の
も
と
・
ふ
く 

＊
、
旧
姓
沢
口
）　
同
盟
の
総

務
局
庶
務
部
勤
務
。

大
鋸
時
生（
お
お
が
・
と
き
お
）＝
１
９
０
５
～
84　
大
阪

出
身
。
関
西
学
院
高
商
卒
。
神
戸
新
聞
、
神
戸
又
新
日

報
を
経
て
33（
昭
和
８
）年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
大
阪
支

社
、
国
通
出
向
を
経
て
華
北
総
局
編
集
部
長
。
共
同
で

大
阪
支
社
編
集
部
長
、
名
古
屋
支
社
長
、
大
阪
支
社
長
。

退
社
後
、
電
通
大
阪
支
社
開
発
局
次
長
。

大
川
幸
之
助（
お
お
か
わ
・
こ
う
の
す
け
）＝
１
８
９
８
～

１
９
７
５　
東
京
出
身
。
慶
応
大
中
退
。
21（
大
正
10
）

年
東
方
入
社
。
聯
合
を
経
て
同
盟
で
庶
務
部
長
、
北
支

総
局
長
の
後
、
東
亜
新
報
、
華
北
新
報
に
出
向
。
戦
後

は
電
通
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
局
次
長
、
神
戸
放
送
副
社
長
、

太
平
印
刷
社
社
長
。

大
沢
正
作（
お
お
さ
わ
・
し
ょ
う
さ
く
）＝
１
９
１
７
～
２

０
０
９　
埼
玉
県
出
身
。
高
小
卒
。
43（
昭
和
18
）年
同

盟
入
社
、
航
空
部
。
共
同
で
編
集
庶
務
主
任
、
編
集
庶

務
部
長
。

大
高
義
孝（
お
お
た
か
・
よ
し
た
か
）＝
１
９
２
４
年
生
ま

れ　
北
海
道
出
身
。
同
盟
講
習
所
卒
。
41（
昭
和
16
）年

同
盟
入
社
。
中
支
総
局
、
札
幌
支
社
。
共
同
で
札
幌
支

社
、
釧
路
支
局
、
同
支
局
長
、
㈱
共
同
通
信
社
札
幌
駐

在
業
務
部
長
。

大
西
秀
治（
お
お
に
し
・
し
ゅ
う
じ 

＊
）＝
１
９
０
１~

74

年 

24（
大
正
13
）年
電
通
入
社
。
北
京
支
局
、
満
州
里

特
派
員
の
後
、
国
通
に
転
じ
る
。
戦
後
は
抑
留
を
経
て

電
通
大
阪
支
社
国
際
広
告
局
ア
ジ
ア
部
。

大
沼
太（
お
お
ぬ
ま
・
ふ
と
し
）＝
１
９
１
９
～
２
０
０
０　

山
口
県
出
身
。
34（
昭
和
９
）年
電
通
入
社
。
同
盟
に
移

り
石
門
支
局
、
天
津
支
局
。
時
事
で
北
九
州
支
局
長
。

大
橋
博（
お
お
は
し
・
ひ
ろ
し
）＝
１
９
１
４
～
２
０
１
０　

愛
知
県
出
身
。
関
西
大
専
門
部
卒
。
35（
昭
和
10
）年
聯

合
入
社
。
同
盟
で
大
阪
支
社
、
本
社
外
経
部
、
大
阪
支

社
外
経
主
任
。
43
年
応
召
。
終
戦
ま
で
ダ
バ
オ
で
陸
軍

報
道
班
員
。
戦
後
は
大
阪
で
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
系

列
の
販
売
会
社
社
長
を
務
め
た
。

大
平
安
孝（
お
お
ひ
ら
・
や
す
た
か
）＝
１
８
９
４
～
１
９

７
９　
福
島
県
出
身
。
日
本
大
法
卒
。
27（
昭
和
２
）年

聯
合
入
社
。
政
治
部
長
を
経
て
同
盟
で
北
支
総
局
通
信

部
長
、
南
京
支
局
長
、
編
集
局
長
。
戦
後
は
52
年
か
ら

４
年
間
、
伊
勢
新
聞
社
長
。
岸
信
介
内
閣
の
広
報
参
与
。

大
星
石
松（
お
お
ぼ
し
・
い
し
ま
つ
）＝
１
９
０
７
～
96　

新
潟
県
出
身
。東
京
外
語
卒
。31（
昭
和
６
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
東
亜
部
、
杭
州
支
局
長
。
南
京
支
局
、
華
文
部

長
。
共
同
で
庶
務
部
長
、
人
事
部
長
、
福
岡
支
社
長
、

人
事
局
長
。
退
社
後
、
太
平
印
刷
社
社
長
。

大
森
吉
五
郎（
お
お
も
り
・
き
ち
ご
ろ
う
）＝
１
９
０
４
～

88　
東
京
出
身
。
早
稲
田
大
政
経
卒
。
27（
昭
和
２
）年

聯
合
入
社
、
外
信
局
、
経
済
部
。
同
盟
で
経
済
部
長
、

政
経
部
長
、
編
集
局
次
長
、
企
画
局
次
長
。
戦
後
は
62

年
東
方
電
機（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）会
長
、
松
下
電
送（
同
）

会
長
。

大
屋
久
寿
雄（
お
お
や
・
く
す
お
）＝
１
９
０
９
～
51　
福

岡
県
出
身
。
30（
昭
和
５
）年
旧
制
成
城
高
卒
、
仏
リ
ヨ

ン
大
留
学
。
33
年
帰
国
し
聯
合
入
社
。
同
盟
で
社
会
部
、

北
支
総
局
、
ハ
ノ
イ
特
派
員
、
パ
リ
支
局
、
ウ
ィ
ー
ン

特
派
員
、
社
会
部
次
長
、
日
本
放
送
協
会
出
向
な
ど
。

時
事
で
内
信
部
長
、
事
業
局
長
。

大
宅
壮
一（
お
お
や
・
そ
う
い
ち
）＝
１
９
０
０
～
70　
大

阪
出
身
。
東
京
大
中
退
。
評
論
家
。
没
年
に
設
け
ら
れ

た「
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
」は
、ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
の
登
竜
門
。

岡
崎
亀
市（
お
か
ざ
き
・
き
い
ち 

＊
）＝
１
９
１
０
～
98　

島
根
県
出
身
。
高
小
卒
。
因
伯
時
報
社
を
経
て
33（
昭

和
８
）年
電
通
入
社
。
同
盟
に
移
り
整
理
部
、
社
会
部
、
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南
方
総
局
、
タ
ラ
カ
ン
支
局
長
。
戦
後
は
日
本
海
新
聞
。

岡
田
政
史（
お
か
だ
・
ま
さ
し
）＝
１
９
２
４
～
２
０
０
４　

岡
山
県
出
身
。
高
小
卒
。
38（
昭
和
13
）年
同
盟
入
社
、

岡
山
支
社
。
44
年
入
営
。
共
同
で
神
戸
支
局
、
大
阪
支

社
通
信
部
、
同
経
済
部
。

緒
方
竹
虎（
お
が
た
・
た
け
と
ら
）＝
１
８
８
８
～
１
９
５

６　
山
形
県
出
身
。
早
稲
田
大
専
門
部
卒
。
朝
日
新
聞

主
筆
、
副
社
長
を
経
て
44（
昭
和
19
）年
、
小
磯
国
昭
内

閣
の
国
務
相
兼
情
報
局
総
裁
。
戦
後
は
第
４
次
吉
田
茂

内
閣
の
副
総
理
兼
官
房
長
官
、
自
由
党
総
裁
な
ど
歴
任
。

岡
野
忠
一（
お
か
の
・
た
だ
か
ず
）＝
１
９
１
９
～
97　
奈

良
県
出
身
。
日
本
大
専
門
学
校
卒
。
34（
昭
和
９
）年
電

通
入
社
。
同
盟
に
移
り
大
阪
支
社
。
43
年
応
召
。
共
同

で
大
阪
支
社
経
済
部
次
長
、
名
古
屋
支
社
経
済
部
長
。

岡
村
二
一（
お
か
む
ら
・
に
い
ち
）＝
１
９
０
１
～
78　
長

野
県
出
身
。
東
洋
大
卒
。
万
朝
報
を
経
て
28（
昭
和
３
）

年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
社
会
部
長
、
学
芸
部
長
、
編
集

局
次
長
。
日
本
新
聞
会
理
事
、
日
本
新
聞
公
社
専
務
理

事
も
務
め
た
。
41
年
松
岡
外
相
の
独
伊
訪
問
に
同
行
。

帰
途
、
モ
ス
ク
ワ
で
日
ソ
不
可
侵
条
約
締
結
を
ス
ク
ー

プ
。
戦
後
、
東
京
タ
イ
ム
ズ
社
を
設
立
し
て
社
長
、
会

長
。
日
本
教
育
テ
レ
ビ（
現
テ
レ
ビ
朝
日
）副
社
長
、
東

洋
大
理
事
長
な
ど
を
歴
任
。
詩
人
と
し
て
詩
集
『
人
間

経
』『
告
別
』な
ど
の
作
品
が
あ
る
。

岡
本
輝
磨（
お
か
も
と
・
て
る
ま
）＝
１
９
１
３
～
２
０
０

８　
広
島
県
出
身
。
商
業
専
修
学
校
卒
。
商
通
な
ど
を

経
て
40（
昭
和
15
）年
同
盟
入
社
。
南
方
総
局
、
ハ
ノ
イ

支
局
。
共
同
で
関
門
支
局
長
、
福
岡
支
社
総
務
部
長
。

小
川
隆
康（
お
が
わ
・
た
か
や
す
）＝
１
９
１
７
～
２
０
０

４　
兵
庫
県
出
身
。
旧
制
中
中
退
。
33（
昭
和
８
）年
聯

合
入
社
。
同
盟
で
経
済
局
、
神
戸
支
局
。
時
事
で
神
戸

支
局
。

小
川
優（
お
が
わ
・
ま
さ
る
）＝
１
９
１
５
～
90　
米
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
生
ま
れ
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
院
修
了
、
東
京
大

院
修
了
。
41（
昭
和
16
）年
同
盟
入
社
。
外
信
部
、
海
外
部
、

マ
ニ
ラ
支
局
。
戦
後
は
共
同
を
経
て
48
年
ジ
ャ
パ
ン
タ

イ
ム
ズ
に
入
社
し
編
集
局
長
、
論
説
委
員
長
、
主
幹
。

86
年
度
ボ
ー
ン
・
上
田
記
念
国
際
記
者
賞
受
賞
。

小
椋
留
吉（
お
ぐ
ら
・
と
め
き
ち
）＝
１
９
０
３
～
79　
愛

媛
県
出
身
。
高
小
卒
。
報
知
新
聞
写
真
班
を
経
て
24（
大

正
13
）年
電
通
入
社
。
同
盟
に
移
り
北
支
総
局
写
真
部
長
、

サ
イ
ゴ
ン（
現
ホ
ー
チ
ミ
ン
）支
社
総
務
部
長
。
時
事
で

写
真
部
長
。

小
栗
周
三
郎（
お
ぐ
り
・
し
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う 

＊
）＝
１
９
０
６

～
86　
新
潟
県
出
身
。
中
央
大
専
門
部
卒
。
や
ま
と
新

聞
を
経
て
29（
昭
和
４
）年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
政
治
部
、

甲
府
支
局
長
、
メ
ナ
ド
支
局
長
。

尾
崎
秀
実（
お
ざ
き
・
ほ
つ
み
）＝
１
９
０
１
～
44　
東
京

出
身
。
東
京
大
法
卒
。
26（
大
正
15
）年
、
朝
日
新
聞
入
社
。

上
海
支
局
を
経
て
38（
昭
和
13
）年
退
社
、
第
１
次
近
衛

文
麿
内
閣
嘱
託
。
41
年
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ゾ
ル
ゲ
と
と
も

に
治
安
維
持
法
違
反
な
ど
で
逮
捕
さ
れ
、
44
年
処
刑
。

小
沢
俊
則（
お
ざ
わ
・
と
し
の
り
）=

１
９
１
３
～
97　
山

梨
県
出
身
。
旧
制
中
中
退
。
山
梨
民
報
、
全
国
神
職
会

な
ど
を
経
て
39（
昭
和
14
）年
同
盟
入
社
、
仙
台
支
局
。

共
同
で
仙
台
支
社
総
務
主
任
。

鴛
尾
武
治（
お
し
お
・
た
け
は
る
）＝
１
９
２
６
～
95　
東

京
出
身
。
旧
制
中
卒
。
39（
昭
和
14
）年
同
盟
入
社
、
運

動
部
。
共
同
で
富
山
支
局
長
、
整
理
部
長
、
編
集
庶
務

部
長
。

小
田
善
一（
お
だ
・
ぜ
ん
い
ち
）＝
１
９
１
３
～
76　
東
京

出
身
。
早
稲
田
大
文
卒
。
35（
昭
和
10
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
社
会
部
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
支
局
長
。
同
盟
解

散
後
、
共
同
に
入
社
し
社
会
部
次
長
を
務
め
た
が
、
退

社
し
東
京
タ
イ
ム
ズ
入
社
。
編
集
局
長
、
社
長
。



【winCC2020】証言・通信社史〈931007〉／ name

772メディア関係者

小
野
敏
夫（
お
の
・
と
し
お
）＝
１
８
９
３
～
１
９
７
２　

石
川
県
出
身
。
慶
応
大
卒
。
報
知
新
聞
、
朝
日
新
聞
を

経
て
時
事
新
報
政
治
部
時
代
に
大
正
天
皇
死
去
の
際
、

新
元
号
「
昭
和
」
を
ス
ク
ー
プ
。
国
通
編
集
局
長
、
昭

南
新
聞
会
理
事
長
。
共
同
で
総
務
局
長
。

折
橋
慶
治（
お
り
は
し
・
け
い
じ
）＝
１
８
８
６
～
１
９
６

４　
富
山
県
出
身
。
中
央
大
中
退
。
東
方
ハ
ル
ビ
ン
支

社
長
な
ど
を
経
て
26（
大
正
15
）年
聯
合
入
社
、
営
業
課

長
。
い
っ
た
ん
退
社
し
31（
昭
和
６
）年
再
入
社
。
同
盟

で
事
業
部
長
、
業
務
部
長
。

【
か
行
】

皆
藤
幸
蔵（
か
い
ど
う
・
こ
う
ぞ
う
）＝
１
９
０
４
～
83　

東
京
出
身
。
東
京
外
語
卒
。
30（
昭
和
５
）年
電
通
入
社
。

同
盟
に
移
り
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
局
長
、
ロ
ン
ド
ン

支
局
長
、
マ
ニ
ラ
支
社
長
。
時
事
で
外
信
部
長
。
52
年
、

『
光
ほ
の
か
に
│
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
の
日
記
』を
翻
訳

出
版
。

梶
川
昭（
か
じ
か
わ
・
あ
き
ら
）＝
１
９
２
０
～
２
０
０
５　

広
島
県
出
身
。青
年
学
校
卒
。34（
昭
和
９
）年
聯
合
入
社
、

広
島
支
局
。
同
盟
で
同
支
局
、
関
門
支
社
、
通
信
局
地

方
部
。
42
年
応
召
。
46
年
共
同
入
社
、
広
島
支
局
。
同

年
退
社
。

片
岡
誠
一（
か
た
お
か
・
せ
い
い
ち
）＝
１
９
０
７
～
２
０

０
０　
京
都
府
出
身
。
慶
応
大
経
卒
。
36（
昭
和
11
）年

電
通
入
社
。
同
盟
に
移
り
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
支
局
長
、

パ
レ
ン
バ
ン
支
局
長
。
時
事
で
京
都
支
局
長
、
大
阪
支

社
総
務
部
長
、
広
島
支
社
長
。

加
藤
静
絵（
か
と
う
・
し
ず
え 

＊
、
旧
姓
名
・
三
輪
と
め
）＝
１

９
０
９
年
生
ま
れ　
愛
知
県
出
身
。
高
女
卒
。
27（
昭

和
２
）年
タ
イ
ピ
ス
ト
と
し
て
聯
合
入
社
、
タ
イ
プ
部
。

同
盟
で
同
部
主
任
。
43
年
退
社
。

加
藤
万
寿
男（
か
と
う
・
ま
す
お
）＝
１
８
９
８
～
１
９
８

６　
愛
知
県
出
身
。
米
シ
カ
ゴ
大
卒
。
国
際
を
経
て
聯

合
で
上
海
支
局
長
。
同
盟
で
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
。
45

（
同
20
）年
９
月
、
米
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
上
の
降
伏
文
書
調

印
を
取
材
。
共
同
で
外
信
局
長
、
常
務
理
事
。
そ
の
後
、

共
同
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
ニ
ュ
ー
ス
常
務
、
名
古
屋
放
送
常

務
。

加
藤
松（
か
と
う
・
ま
つ
）＝
１
９
０
８
～
88　
愛
知
県
出

身
。
九
州
大
卒
。
35（
昭
和
10
）年
聯
合
入
社
。
同
盟
で

マ
ニ
ラ
支
局
、
ダ
バ
オ
支
局
長
。
共
同
で
校
閲
部
長
、

秋
田
支
局
長
、
記
事
審
査
室
委
員
。

樺
山
愛
輔（
か
ば
や
ま
・
あ
い
す
け
）＝
１
８
６
５
～
１
９

５
３　
鹿
児
島
県
出
身
。
米
ア
ム
ハ
ー
ス
ト
大
卒
。
独

ボ
ン
大
留
学
。
14（
大
正
３
）年
創
設
の
国
際
の
代
表
社

員
、
社
長
。
日
本
製
鋼
所
会
長
、
日
米
協
会
会
長
、
国

際
文
化
会
館
初
代
理
事
長
な
ど
を
務
め
た
。

神
坂
鶴
太（
か
み
さ
か
・
つ
る
た
）＝
１
９
０
４
～
95　
岡

山
県
出
身
。
九
州
大
卒
。
神
戸
新
聞
を
経
て
32（
昭
和
７
）

年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
内
経
部
海
運
主
任
、
中
支
総
局

経
済
部
長
、
漢
口
支
局
長
。
戦
後
は
51
年
、
海
運
タ
イ

ム
ス
社
社
主
。

上
村
藤
吉（
か
み
む
ら
・
と
う
き
ち
）＝
１
９
０
８
～
２
０

０
０　
国
際
、
聯
合
を
経
て
同
盟
で
経
理
部
会
計
主
任
、

同
次
長
、
同
部
長
。
時
事
で
取
締
役
総
務
局
長
。

亀
谷
利
一（
か
め
た
に
・
り
い
ち 

＊
）＝
１
９
０
０
～
66　

岐
阜
県
出
身
。20（
大
正
９
）年
国
際
入
社
。聯
合
で
天
津
、

南
京
、
北
平（
現
北
京
）各
支
局
長
。
満
州
映
画
協
会
を

経
て
39（
昭
和
14
）年
、
華
北
で
の
対
中
宣
伝
工
作
を

担
っ
た
武
徳
報
社
長
。

川
上
十
郎（
か
わ
か
み
・
じ
ゅ
う
ろ
う
）＝
１
９
１
３
～
86　

東
京
出
身
。
明
治
学
院
高
商
部
卒
。
42（
昭
和
17
）年
同

盟
入
社
、
地
方
部
、
整
理
部
。
共
同
で
ラ
ジ
オ
・
テ
レ

ビ
局
報
道
部
次
長
。

川
崎
正
雄（
か
わ
さ
き
・
ま
さ
お 

＊
）＝
１
９
０
８
～
99　
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広
島
県
出
身
。天
理
外
語
卒
。31（
昭
和
６
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
中
支
総
局
華
文
部
長
、
海
外
局
華
文
部
長
、
東

亜
部
次
長
。
共
同
で
バ
ン
コ
ク
支
局
長
、
人
事
部
長
、

名
古
屋
支
社
長
。

川
島
信
太
郎（
か
わ
し
ま
・
し
ん
た
ろ
う 

＊
）＝
１
８
９
５
～

１
９
７
９　
大
阪
出
身
。
逓
信
官
吏
練
習
所
卒
。
22（
大

正
11
）年
国
際
入
社
。
聯
合
を
経
て
同
盟
で
天
津
支
局
長
、

神
戸
支
局
長
、
庶
務
部
長
、
総
務
局
次
長
。
戦
後
は
松

下
電
送（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）で
外
国
部
長
。

菊
江
栄
一（
き
く
え
・
え
い
い
ち
）＝
１
９
１
０
～
93　
東

京
出
身
。
九
州
大
卒
。
34（
昭
和
９
）年
電
通
入
社
。
同

盟
に
移
り
広
東
支
局
、
中
支
総
局
。
45
年
国
通
に
出
向
。

戦
後
は
中
日
新
聞
論
説
委
員
、
中
部
日
本
放
送
論
説
委

員
。

菊
地
久
太
郎（
き
く
ち
・
き
ゅ
う
た
ろ
う
）＝
１
９
０
９
～

91　
宮
城
県
出
身
。
無
線
電
信
講
習
所
卒
。
28（
昭
和
３
）

年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
中
南
支
総
局
通
信
部
次
長
、
連

絡
局
電
務
第
１
部
次
長
。
共
同
で
技
術
部
長
、
秋
田
支

局
長
。

菊
地
四
郎（
き
く
ち
・
し
ろ
う 

＊
）＝
１
９
１
７
～
２
０
０

０　
山
形
県
出
身
。
東
京
第
一
高
等
無
線
工
科
学
校
卒
。

41（
昭
和
16
）年
同
盟
入
社
、
北
支
総
局
、
中
華
総
社
。

時
事
で
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
特
派
員
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
特
派

員
、
社
会
部
長
。

岸
田
繁（
き
し
だ
・
し
げ
る
）＝
１
９
２
２
～
２
０
０
２　

千
葉
県
出
身
。
同
盟
講
習
所
卒
。
43（
昭
和
18
）年
同
盟

に
入
社
し
、
電
務
部
、
マ
カ
ッ
サ
ル
支
社
、
バ
ン
ジ
ェ

ル
マ
シ
ン
支
局
。
共
同
で
名
古
屋
支
社
通
信
部
次
長
、

連
絡
局
通
信
部
次
長
。

木
島
重
治（
き
じ
ま
・
し
げ
は
る 

＊
）＝
国
通
入
社
。
編
集
局
。

ハ
ル
ビ
ン
支
局
。
戦
後
は
埼
玉
県
で
高
校
教
諭
。

喜
多
原
星
朗（
き
た
は
ら
・
ほ
し
ろ
う
）＝
１
９
１
９
～
95　

東
京
出
身
。
33（
昭
和
８
）年
電
通
入
社
、
写
真
部
。
同

盟
に
移
り
写
真
部
。
40
年
応
召
、
43
年
召
集
解
除
。
戦

後
は
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
写
真
部
長
、
大
阪
日
刊
ス
ポ
ー
ツ

編
集
局
長
。

木
原
喜
一（
き
は
ら
・
き
い
ち
）＝
１
９
１
３
年
生
ま
れ　

新
潟
県
出
身
。
高
小
卒
。
特
務
機
関
員
な
ど
を
経
て
41

（
昭
和
16
）年
国
通
入
社
。
43
年
同
盟
に
出
向
し
技
術
研

究
所
。
同
年
応
召
。
47
年
復
員
し
て
共
同
外
電
部
。
49

年
退
社
し
日
本
電
送
機
、
東
方
電
機（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

の
取
締
役
を
務
め
た
。

木
村
哲
造（
き
む
ら
・
て
つ
ぞ
う 

＊
）＝
１
９
６
８
年
死
去　

秋
田
県
出
身
。
32（
昭
和
７
）年
聯
合
入
社
、
そ
の
後
電

通
に
移
る
。
戦
後
は
電
通
監
査
役
、
取
締
役
。

木
村
嘉
宏（
き
む
ら
・
よ
し
ひ
ろ 

＊
）＝
１
９
０
２
～
95　

滋
賀
県
出
身
。
旧
制
中
卒
。
24（
大
正
13
）年
帝
通
入
社
。

聯
合
を
経
て
同
盟
で
保
定
支
局
長
、
徐
州
支
局
長
。
共

同
で
鳥
取
支
局
長
、
整
理
部
次
長
。
定
年
退
社
後
は
印

刷
業
の
共
同
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
。

木
村
良
一（
き
む
ら
・
り
ょ
う
い
ち 

＊
）＝
１
９
０
７
年
生
ま

れ　
北
海
道
出
身
。
中
央
大
卒
。
日
刊
工
業
新
聞
な
ど

を
経
て
43（
昭
和
18
）年
同
盟
入
社
。
経
済
局
内
経
部
な

ど
を
経
て
応
召
。
時
事
の
経
済
部
に
短
期
間
在
籍
。
週

刊
経
済
紙
を
発
行
す
る
経
済
時
事
新
聞
社
で
編
集
長
。

清
河
政
雄（
き
よ
か
わ
・
ま
さ
お 

＊
）＝
１
９
０
９
年
生
ま

れ　
長
崎
県
出
身
。
明
治
大
政
経
卒
。
読
売
新
聞
、
大

新
京
日
報
、
国
民
新
聞
、
都
新
聞
を
経
て
39（
昭
和
14
）

年
同
盟
入
社
。
政
治
部
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
社
編
集
主
任
。

共
同
で
政
経
部
。
48
年
退
社
。

久
我
豊
雄（
く
が
・
と
よ
お
）＝
１
９
０
９
～
92　
東
京
出

身
。
東
京
商
大
卒
。
31（
昭
和
６
）年
聯
合
入
社
。
同
盟

で
モ
ス
ク
ワ
支
局
長
、
南
方
総
社
海
外
部
長
。
共
同
で

外
信
部
長
、
編
集
局
長
、
大
阪
支
社
長
。
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葛
生
林
之
助（
く
ず
お
・
り
ん
の
す
け
）＝
１
９
１
９
～
２

０
１
６　
栃
木
県
出
身
。
商
業
学
校
卒
。
40（
昭
和
15
）

年
同
盟
入
社
。
地
方
部
、
高
知
支
局
。
共
同
で
高
知
支

局
通
信
主
任
。

葛
野
信
太
郎（
く
ず
の
・
し
ん
た
ろ
う
）＝
１
９
０
９
～
92　

神
奈
川
県
出
身
。
日
本
大
法
卒
。
国
民
新
聞
を
経
て
37

（
昭
和
12
）年
同
盟
入
社
。
社
会
部
、
横
浜
支
局
、
マ
カ
ッ

サ
ル
支
社
。
時
事
で
横
浜
支
局
、
地
方
部
。

葛
山
照
夫（
く
ず
や
ま
・
て
る
お 

＊
）＝
１
９
９
６
年
死
去　

同
盟
で
ニ
ュ
ー
ス
映
画
要
員
と
し
て
中
国
各
戦
線
に
従

軍
。
時
事
で
富
山
支
局
長
、
長
野
支
局
長
、
松
山
支
社

長
。

久
保
田
久
男（
く
ぼ
た
・
ひ
さ
お
）＝
１
９
１
８
～
２
０
０

１　
東
京
出
身
。
旧
制
中
中
退
。
35（
昭
和
10
）年
聯
合

入
社
。
同
盟
で
発
送
部
。
共
同
で
発
送
部
次
長
、
同
部

長
、
厚
生
部
長
。

熊
谷
正
男（
く
ま
が
や
・
ま
さ
お
）＝
１
９
０
８
～
76　
北

海
道
出
身
。
旧
制
中
中
退
。
旭
川
新
聞
、
小
樽
新
聞
を

経
て
29（
昭
和
４
）年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
名
古
屋
支
社
、

青
森
支
局
、
連
絡
局
通
信
部
。
44
年
応
召
。
時
事
で
青

森
支
局
長
。

栗
林
農
夫（
く
り
ば
や
し
・
た
み
お
）＝
１
８
９
４
～
１
９

６
１　
長
野
県
出
身
。
高
小
卒
。
少
年
時
代
か
ら
俳
句

に
親
し
む
。
俳
号
は
一い
っ

石せ
き

路ろ

。
27（
昭
和
２
）年
、
聯
合

入
社
。
同
盟
で
社
会
部
長
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
俳
句
運
動

に
も
力
を
入
れ
る
。
41
年
２
月
、
治
安
維
持
法
違
反
容

疑
で
逮
捕
さ
れ
43
年
保
釈
。
終
戦
時
は
同
盟
蓼
科
農
場

責
任
者
。

黒
沢
英
二（
く
ろ
さ
わ
・
え
い
じ
）＝
１
９
０
８
～
93　
東

京
出
身
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
卒
。

42（
昭
和
17
）年
同
盟
入
社
、
通
信
局
海
外
部
、
華
中
総

局
英
文
部
。
時
事
で
英
文
部
次
長
。

黒
沢
俊
雄（
く
ろ
さ
わ
・
と
し
お 

＊
）＝
１
９
１
１
～
45　

東
京
出
身
。
旧
制
東
京
高
中
退
。
同
盟
入
社
。
社
会
部
、

南
方
総
社
、
マ
ニ
ラ
支
社
。
マ
ニ
ラ
支
社
編
集
部
次
長

の
と
き
、
米
軍
の
ル
ソ
ン
島
攻
略
に
よ
る
日
本
軍
敗
走

を
受
け
て
支
社
を
撤
収
、
45（
昭
和
20
）年
６
月
、
マ
ニ

ラ
東
方
山
中
で
自
決
。

結
束
武
二
郎（
け
っ
そ
く
・
た
け
じ
ろ
う 

＊
）＝
１
８
９
０
～

１
９
５
６　
逓
信
官
吏
練
習
所
卒
。
16（
大
正
５
）年
国

際
大
阪
支
社
入
社
。
聯
合
を
経
て
同
盟
で
人
事
部
長
、

企
画
局
長
。
戦
後
は
東
方
電
機（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）監
査

役
。

ジ
ョ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
・
ケ
ネ
デ
ィ（John Russel Ken-

nedy

）＝
１
８
６
１
～
１
９
２
８　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生

ま
れ
。
米
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
を
経
て
、
01（
明
治

34
）年
Ａ
Ｐ
入
社
。
07
年
Ａ
Ｐ
東
京
支
局
長
。
国
際
の

創
立
に
参
画
し
、
総
支
配
人
を
務
め
た
。

マ
ル
コ
ム
・
ダ
ン
カ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ（M

alcolm
 D

un-

can Kennedy

）＝
１
８
９
５
～
１
９
８
４　
英
軍
人
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
。
17（
大

正
６
）年
か
ら
20
年
ま
で
英
軍
の
日
本
語
研
修
生
と
し

て
東
京
に
滞
在
。
25
年
か
ら
34（
昭
和
９
）年
ま
で
ロ
イ

タ
ー
東
京
特
派
員
。

源
関
正
寿（
げ
ん
せ
き
・
ま
さ
と
し
）＝
１
９
１
５
～
93　

長
野
県
出
身
。
旧
制
中
中
退
。
写
真
店
勤
務
を
経
て
40

（
昭
和
15
）年
同
盟
入
社
。
写
真
部
、
中
支
総
局
。
共
同

で
写
真
部
長
、
編
集
委
員
。

小
泉
辰
雄（
こ
い
ず
み
・
た
つ
お 

＊
）＝
１
９
１
６
～
２
０

０
４　
東
京
出
身
。
東
京
商
大
卒
。
40（
昭
和
15
）年
同

盟
入
社
、
名
古
屋
支
社
。
41
年
入
営
。
46
年
復
員
し
、

西
日
本
新
聞
東
京
支
社
で
編
集
委
員
。

小
糸
忠
吾（
こ
い
と
・
ち
ゅ
う
ご
）＝
１
９
１
１
～
２
０
０

１　
東
京
出
身
。
旧
制
中
卒
後
、
渡
米
。
ワ
シ
ン
ト
ン

州
立
大
卒
。
ミ
ネ
ソ
タ
州
立
大
院
修
了
。
米
国
で
記
者
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と
な
り
、
39（
昭
和
14
）年
同
盟
入
社
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

支
局
、
海
外
部
。
42
年
応
召
。
共
同
で
海
外
部
長
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
局
長
、
国
際
局
次
長
。
66
年
の
退
職

後
上
智
大
教
授
、
同
大
学
院
教
授
、
新
聞
学
科
長
。

洪
孔
煒（
こ
う
・
こ
う
い
）＝
１
９
２
３
年
生
ま
れ　
台
南

市
出
身
。
台
南
中
卒
。
42（
昭
和
17
）年
同
盟
入
社
。
台

南
支
局
。

小
寺
巌（
こ
で
ら
・
い
わ
お
）＝
１
９
０
５
～
87　
兵
庫
県

出
身
。
神
戸
高
商
卒
。
27（
昭
和
２
）年
聯
合
入
社
。
同

盟
で
ロ
ン
ド
ン
支
局
、
外
経
部
長
、
神
戸
支
局
長
。
共

同
の
神
戸
支
局
長
を
経
て
神
港
新
聞
編
集
局
長
兼
主
筆
、

神
戸
商
工
会
議
所
専
務
理
事
、
神
戸
国
際
会
館
常
務
。

小
林
修
三（
こ
ば
や
し
・
し
ゅ
う
ぞ
う
）＝
１
９
１
２
～
２

０
０
６　
東
京
出
身
。
工
芸
学
校
卒
。
報
知
新
聞
写
真

部
を
経
て
38（
昭
和
13
）年
同
盟
入
社
。
写
真
部
、
マ
ニ

ラ
支
社
、
南
方
総
社
、
サ
イ
ゴ
ン（
現
ホ
ー
チ
ミ
ン
）支
社
。

共
同
で
写
真
部
長
、
共
同
通
信
フ
ォ
ト
サ
ー
ビ
ス
取
締

役
。

小
林
隆
資（
こ
ば
や
し
・
た
か
し
）＝
１
９
１
６
～
88　
兵

庫
県
出
身
。
中
野
無
線
卒
。
40（
昭
和
15
）年
同
盟
入
社
。

南
京
支
局
、
電
務
第
１
部
。
時
事
で
政
治
部
、
特
信
部
、

岐
阜
支
局
長
。

小
林
徳
宝（
こ
ば
や
し
・
よ
し
と
み
）＝
１
８
９
８
～
１
９

４
５　
山
梨
県
出
身
。
通
信
伝
習
生
養
成
所
卒
。
国
際

大
阪
支
社
、
同
本
社
を
経
て
26（
大
正
15
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
大
阪
支
社
、
国
通
大
阪
支
社
出
向
を
経
て
43

（
昭
和
18
）年
広
島
支
局
長
。
45
年
、
組
織
改
正
で
広
島

支
社
長
。
同
年
８
月
６
日
の
原
爆
投
下
に
よ
り
死
去
。

小
山
武
夫（
こ
や
ま
・
た
け
お
）＝
１
９
０
９
～
２
０
０
３　

長
野
県
出
身
。法
政
大
経
卒
。33（
昭
和
８
）年
国
通
入
社
、

東
京
支
社
。
同
盟
に
出
向
、
転
籍
し
て
中
南
支
、
北
支
、

中
支
各
総
局
、
政
経
部
次
長
。
44
年
応
召
。
戦
後
は
中

日
新
聞
で
論
説
委
員
長
、
中
日
球
団
オ
ー
ナ
ー
。
52
年

度
の
ボ
ー
ン
国
際
記
者
賞（
現
ボ
ー
ン
・
上
田
記
念
国
際
記

者
賞
）受
賞
。

小
山
正
美（
こ
や
ま
・
ま
さ
み
）＝
１
９
１
３
～
２
０
１
０　

長
野
県
出
身
。
明
治
大
専
門
部
卒
。
電
話
局
を
経
て
43

（
昭
和
18
）年
同
盟
入
社
。
南
方
総
社
、
ラ
ン
グ
ー
ン（
現

ヤ
ン
ゴ
ン
）支
社
。
共
同
で
文
化
部
、
外
国
特
信
部
。

胡
霖（
こ
・
り
ん
）＝
１
８
８
３
～
１
９
４
９　
中
国
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
四
川
省
出
身
。「
大
公
報
」
記
者
。

21（
大
正
10
）年
に
国
聞
通
訊
社
を
創
設
。

【
さ
行
】

斉
藤
桂
助（
さ
い
と
う
・
け
い
す
け
）＝
１
９
４
９
年
死
去　

早
稲
田
大
卒
。
電
通
入
社
。
同
盟
に
移
り
社
会
部
。
セ

ブ
支
局
長
在
任
時
に
報
道
班
員
と
し
て
レ
イ
テ
島
の
戦

闘
に
従
軍
。
著
書
に『
最
後
の
報
道
班
員
』。

斎
藤
龍
雄（
さ
い
と
う
・
た
つ
お
）＝
１
９
１
０
～
87　
福

島
県
出
身
。
日
本
医
大
中
退
。
新
愛
知
新
聞
な
ど
を
経

て
44（
昭
和
19
）年
同
盟
入
社
、
総
務
局
、
経
済
局
。
時

事
で
千
葉
支
局
長
、
札
幌
支
社
業
務
部
長
。

斎
藤
正
躬（
さ
い
と
う
・
ま
さ
み
）＝
１
９
１
１
～
67　
千

葉
県
出
身
。
旧
制
水
戸
高
中
退
。
34（
昭
和
９
）年
聯
合

入
社
。
同
盟
で
ロ
ン
ド
ン
支
局
、
ベ
ル
リ
ン
支
局
、
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
支
局
長
。
共
同
で
社
会
部
長
、
ワ
ル

シ
ャ
ワ
支
局
長
、
編
集
局
次
長
、
特
信
局
総
務
。

坂
下
健
一（
さ
か
し
た
・
け
ん
い
ち
）＝
１
９
０
９
～
98　

大
阪
出
身
。
日
本
大
専
門
学
校
卒
。
32（
昭
和
７
）年
国

通
入
社
。
ハ
ル
ビ
ン
支
社
次
長
兼
編
集
部
長
、
チ
チ
ハ

ル
支
社
長
。
終
戦
後
、
一
時
現
地
新
聞
社
に
勤
務
後
、

共
同
で
大
阪
支
社
、
整
理
部
、
政
治
部
。

坂
田
寛
蔵（
さ
か
た
・
か
ん
ぞ
う 

＊
）＝
１
９
０
１
～
90　

福
岡
県
出
身
。
東
洋
大
卒
。
上
海
毎
日
新
聞
社
会
部
長
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な
ど
を
経
て
33（
昭
和
８
）年
電
通
入
社
。
同
盟
に
移
り

漢
口
支
局
長
、
南
支
総
局
編
集
部
長
。
上
海
で
陸
軍
報

道
班
。
時
事
で
熊
本
支
局
長
。

坂
田
二
郎（
さ
か
た
・
じ
ろ
う
）＝
１
９
０
９
～
91　
米
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
生
ま
れ
。
７
歳
で
両
親
の
郷
里
青
森

県
に
。
東
京
大
文
卒
。
33（
昭
和
８
）年
聯
合
入
社
。
同

盟
で
政
治
部
、
上
海
支
社
、
南
京
支
社
、
モ
ス
ク
ワ
支

局
長
。
共
同
で
社
会
部
長
、
欧
州
移
動
特
派
員
、
編
集

局
次
長
、
連
絡
局
長
、
特
信
局
長
。
52
年
、
戦
後
ソ
連

（
現
ロ
シ
ア
）に
日
本
人
記
者
と
し
て
一
番
乗
り
を
果
た

し
た
。
共
同
在
職
時
よ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
を
務
め
た
。

坂
田
東
助（
さ
か
た
・
と
う
す
け 

＊
）＝
１
９
０
６
～
96　

岩
手
県
出
身
。
旧
制
中
卒
。
京
城（
現
ソ
ウ
ル
）で
商
社

勤
務
の
後
、
31（
昭
和
６
）年
電
通
入
社
、
京
城
支
局
。

同
盟
に
移
り
京
城
支
社
通
信
部
長
。
45
年
全
州
支
局
長
、

応
召
。
同
盟
解
散
で
退
社
。
戦
後
は
鹿
児
島
市
議
会
事

務
局
勤
務
。

崎
谷
三
郎（
さ
き
た
に
・
さ
ぶ
ろ
う 

＊
）　
関
西
大
卒
。
国
通

入
社
。
応
召
。
召
集
解
除
後
は
、
整
理
部
を
経
て
終
戦

時
は
ハ
イ
ラ
ル
支
局
。
戦
後
は
電
信
電
話
タ
イ
ム
ス
。

桜
田
ユ
キ（
さ
く
ら
だ
・
ゆ
き 

＊
、
旧
姓
名
は
高
尾
ユ
キ
子
）＝

１
９
１
９
年
生
ま
れ　
東
京
出
身
。
職
業
女
学
校
卒
。

37（
昭
和
12
）年
同
盟
に
入
社
し
総
務
局
。
41
年
退
社
。

佐
々
木
健
児（
さ
さ
き
・
け
ん
じ
）＝
１
９
０
４
～
78　
兵

庫
県
出
身
。
東
亜
同
文
書
院
中
退
。
東
方
を
経
て
26（
大

正
15
）年
聯
合
入
社
。
南
京
支
局
長
、
奉
天（
現
瀋
陽
）支

局
長
。
32（
昭
和
７
）年
国
通
・
通
信
部
長
。
37
年
同
盟

北
平（
現
北
京
）支
局
長
、
中
華
総
社
長
。
戦
後
は
商
通

社
長
、
防
長
新
聞
社
長
。

佐
々
木
凛
一（
さ
さ
き
・
り
ん
い
ち
）＝
１
９
１
１
～
96　

大
阪
出
身
。
東
京
大
文
卒
。
33（
昭
和
８
）年
電
通
入
社
。

同
盟
に
移
り
上
海
支
社
、
香
港
支
局
、
外
信
部
、
ロ
ー

マ
支
局
、
ロ
ン
ド
ン
支
局
、
ベ
ル
リ
ン
支
局
。
戦
後
は

産
経
新
聞
で
外
信
部
長
、
編
集
局
次
長
、
中
部
日
本
放

送
で
論
説
委
員
長
、
常
務
。

笹
森
三
郎（
さ
さ
も
り
・
さ
ぶ
ろ
う
）＝
１
９
１
８
～
98　

宮
城
県
出
身
。
法
政
大
専
門
部
卒
。
39（
昭
和
14
）年
同

盟
入
社
、
中
南
支
総
局
、
香
港
支
局
。
共
同
で
室
蘭
支

局
長
、
函
館
支
局
長
。

佐
藤
一
郎（
さ
と
う
・
い
ち
ろ
う
）＝
１
９
１
２
～
96　
福

島
県
出
身
。
商
業
学
校
卒
。
損
保
会
社
な
ど
を
経
て
43

（
昭
和
18
）年
同
盟
入
社
、
経
済
局
。
時
事
で
福
島
支
局
長
、

仙
台
支
社
長
。

佐
藤
啓
之（
さ
と
う
・
け
い
し
）＝
１
９
１
６
～
２
０
０
６　

岩
手
県
出
身
。
中
央
大
卒
。
39（
昭
和
14
）年
同
盟
入
社
、

連
絡
部
、
内
信
部
。
共
同
で
整
理
部
長
、
地
方
部
長
、

編
集
総
局
総
務
、
社
長
室
幹
事
。
退
社
後
味
の
素
広
報

室
。

佐
藤
俊
司（
さ
と
う
・
し
ゅ
ん
じ
）＝
１
９
２
１
～
90　
新

潟
県
出
身
。
北
京
興
亜
学
院
卒
。
42（
昭
和
17
）年
同
盟

入
社
。
華
北
総
局
、
保
定
支
局
。
時
事
で
新
潟
支
局
、

経
済
部
、
校
閲
部
。

佐
藤
長
蔵（
さ
と
う
・
ち
ょ
う
ぞ
う 

＊
）＝
１
９
１
２
年
生
ま

れ　
青
森
県
出
身
。
農
学
校
中
退
。
２
度
の
応
召
の
後
、

43（
昭
和
18
）年
同
盟
に
入
社
し
終
戦
ま
で
マ
カ
ッ
サ
ル

支
社
。

佐
藤
文
三
郎（
さ
と
う
・
ふ
み
さ
ぶ
ろ
う 

＊
）＝
１
９
０
７
～

93　
新
潟
県
出
身
。
旧
制
中
中
退
。
34（
昭
和
９
）年
電

通
入
社
。
同
盟
に
移
り
、
室
蘭
支
局
長
、
札
幌
支
社
編

集
主
任
。
共
同
で
編
集
庶
務
部
長
、
富
山
支
局
長
。

佐
藤
顕
理（
さ
と
う
・
へ
ん
り
）＝
１
８
５
９
～
１
９
２
５　

江
戸
の
生
ま
れ
。
本
名
は
重し
げ

道み
ち

。
外
国
人
教
師
か
ら
英

語
を
学
び
、
東
洋
英
和
学
校
、
学
習
院
で
教
師
を
し
た

後
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
転
じ
東
京
日
日
新
聞
記
者
や

ロ
イ
タ
ー
東
京
支
局
長
。
14（
大
正
３
）年
、
国
際
創
立
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と
同
時
に
入
社
、
編
集
長
。
自
伝
な
ど
英
文
の
著
書
多

数
。

里
見
甫（
さ
と
み
・
は
じ
め
）＝
１
８
９
６
～
１
９
６
５　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
福
岡
県
出
身
。
東
亜
同
文
書
院
を

卒
業
後
、
記
者
を
経
て
28（
昭
和
３
）年
、
南
満
州
鉄
道

の
嘱
託
に
な
る
。
32
年
、
新
京（
現
長
春
）に
設
立
さ
れ

た
国
通
の
初
代
主
幹（
事
実
上
の
ト
ッ
プ
）に
就
任
。

座
間
勝
平（
ざ
ま
・
し
ょ
う
へ
い
）＝
１
８
８
４
～
１
９
７

３　
千
葉
県
出
身
。
報
知
新
聞
調
査
部
長
な
ど
を
経
て

20（
大
正
９
）年
東
方
入
社
、
通
信
部
長
、
主
幹
。
聯
合

で
総
務
局
長
。
聯
合
退
社
後
、
国
民
新
聞
編
集
局
長
。

戦
後
は
報
知
新
聞
社
長
。

鮫
島
志
芽
太（
さ
め
じ
ま
・
し
め
た
）＝
１
９
１
４
～
２
０

０
７　
鹿
児
島
県
出
身
。
早
稲
田
大
政
経
卒
。
国
通
入

社
。
本
社
取
材
部
。
51（
昭
和
26
）年
南
日
本
新
聞
入
社
、

編
集
局
長
、
論
説
委
員
長
、
専
務
。

三
仙
交
二（
さ
ん
ぜ
ん
・
こ
う
じ
）＝
１
９
０
０
～
99　
福

井
県
出
身
。
実
業
補
習
学
校
卒
。
銀
行
な
ど
を
経
て
34

（
昭
和
９
）年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
一
時
商
通
に
転
籍
後
、

同
盟
に
戻
り
福
井
支
局
、
内
経
部
、
大
阪
支
社
編
集
部

次
長
。
時
事
で
大
阪
支
局
報
道
部
長
。

椎
野
豊（
し
い
の
・
ゆ
た
か
）＝
１
８
９
４
年
生
ま
れ　
徳

島
県
出
身
。
旧
制
中
卒
後
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
り
36（
昭
和

11
）年
同
盟
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
通
信
員
。
42
年
帰
国
、

戦
時
調
査
室
、
調
査
局
資
料
部
。
共
同
で
調
査
部
に
嘱

託
と
し
て
勤
務
し
た
が
46
年
退
社
。
ブ
ラ
ジ
ル
新
聞
の

編
集
・
発
行
人
を
務
め
た
。

篠
原
滋（
し
の
は
ら
・
し
げ
る 

＊
）＝
１
９
０
９
～
79　
山

口
県
出
身
。
旧
制
姫
路
高
中
退
。
九
州
日
報
、
防
長
新

聞
な
ど
を
経
て
35（
昭
和
10
）年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
中

南
支
総
局
、
サ
イ
ゴ
ン（
現
ホ
ー
チ
ミ
ン
）支
局
、
静
岡

支
局
長
。
共
同
で
記
事
審
査
室
長
、
編
集
局
総
務
。

柴
山
正
男（
し
ば
や
ま
・
ま
さ
お 

＊
）＝
１
９
１
４
～
89　

34（
昭
和
９
）年
聯
合
入
社
、
大
阪
支
社
。
同
盟
か
ら
39

（
同
14
）年
国
通
に
出
向
。
45
年
応
召
、
47
年
引
き
揚
げ
。

島
田
君
子（
し
ま
だ
・
き
み
こ 

＊
、
旧
姓
熊
沢
）　
１
９
２
５

（
大
正
14
）年
国
際
入
社
。
タ
イ
ピ
ス
ト
と
し
て
聯
合
で

も
勤
務
。

下
村
宏（
し
も
む
ら
・
ひ
ろ
し
）＝
１
８
７
５
～
１
９
５
７　

和
歌
山
県
出
身
。
東
京
大
法
卒
。
逓
信
省
郵
便
貯
金
局

長
な
ど
を
経
て
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
。
43（
昭
和
18
）

年
、
日
本
放
送
協
会
会
長
。
45
年
鈴
木
貫
太
郎
内
閣
の

国
務
相
・
情
報
局
総
裁
。

小
路
春
美（
し
ょ
う
じ
・
は
る
み
）＝
１
９
１
４
～
２
０
１

３　
広
島
県
出
身
。
実
業
補
習
学
校
中
退
。
日
刊
工
業

新
聞
を
経
て
40（
昭
和
15
）年
同
盟
入
社
。
南
支
総
局
、

昭
南（
現
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）支
局
。
共
同
で
大
阪
支
社
、
写

真
部
次
長
、
共
同
通
信
フ
ォ
ト
サ
ー
ビ
ス
大
阪
出
張
所

次
長
。

正
力
松
太
郎（
し
ょ
う
り
き
・
ま
つ
た
ろ
う
）＝
１
８
８
５

～
１
９
６
９　
富
山
県
出
身
。
東
京
大
法
卒
。
内
務
官

僚
か
ら
読
売
新
聞
経
営
に
転
じ
、
54（
昭
和
29
）年
社
主
。

日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
社
長
も
務
め
た
。

白
尾
干
城（
し
ら
お
・
か
ん
じ
ょ
う 

＊
）＝
１
９
８
６
年
死
去　

26（
大
正
15
）年
国
際
入
社
。聯
合
で
外
信
部
、上
海
支
局
。

同
盟
で
南
京
支
局
長
。

白
仁
進（
し
ら
に
・
す
す
む
）＝
１
９
０
１
～
91　
東
京
出

身
。
早
稲
田
大
中
退
。
月
刊
誌
編
集
、
兵
役
、
九
州
日

報
専
務
な
ど
を
経
て
41（
昭
和
16
）年
同
盟
入
社
。
社
長

秘
書
。
45（
同
20
）年
応
召
。
戦
後
は
松
下
電
送（
現
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
）取
締
役
、
太
平
印
刷
社
監
査
役
。
長
く
同
盟

学
寮
の
寮
長
を
務
め
た
。

進
藤
陽
吉
郎（
し
ん
ど
う
・
よ
う
き
ち
ろ
う 

＊
）＝
１
９
０
８

～
89　
東
京
出
身
。
大
倉
高
商
専
修
科
卒
。
国
際
を
経

て
聯
合
へ
。
い
っ
た
ん
退
社
後
30（
昭
和
５
）年
再
入
社
。
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同
盟
で
経
理
部
用
度
主
任
、
事
業
部
発
送
主
任
。
同
盟

解
散
後
は
た
ば
こ
、
燃
料
な
ど
の
小
売
店
を
経
営
。

Ｗ
・
Ｅ
・
Ｌ
・
ス
ウ
ィ
ー
ト（W

. E. L. Sw
eet

）　
英
国

人
。
１
９
０
１（
明
治
34
）年
に
来
日
。
21（
大
正
10
）年

ま
で
熊
本
や
東
京
で
英
語
教
師
を
務
め
た
後
、
国
際
に

入
社
、
総
監
督
。

杉
田
栄
三（
す
ぎ
た
・
え
い
ぞ
う
）＝
１
９
１
２
～
90　
東

京
出
身
。
横
浜
高
商
卒
。
34（
昭
和
９
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
外
経
部
、
北
支
総
局
、
華
北
総
局
経
済
部
長
。

共
同
で
外
信
部
長
、
経
理
局
長
、
モ
ス
ク
ワ
支
局
長
、

共
同
経
済
通
信
社
専
務
。

杉
田
才
一（
す
ぎ
た
・
さ
い
い
ち 

＊
）＝
１
８
９
４
～
１
９

７
０　
神
奈
川
県
出
身
。
高
小
卒
。
15（
大
正
４
）年
国

際
入
社
、
横
浜
支
局
長
。
聯
合
を
経
て
同
盟
で
庶
務
部

長
、
浦
和
支
局
長
。

メ
ル
ビ
ル
・
ス
ト
ー
ン（M

elville E. Stone

）＝
１
８
４

８
～
１
９
２
９　
米
イ
リ
ノ
イ
州
出
身
。
１
８
７
６

（
明
治
９
）年
、
シ
カ
ゴ
・
デ
ー
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
を
創
刊
。

93
年
Ａ
Ｐ
総
支
配
人
。
１
９
１
１
年
に
夫
人
と
と
も
に

来
日
。

住
谷
金
吉（
す
み
や
・
き
ん
き
ち
）＝
１
８
９
７
～
１
９
６

８　
東
京
出
身
。
中
央
大
卒
。
国
際
を
経
て
26（
大
正

15
）年
聯
合
入
社
、
内
信
局
で
陸
軍
省
を
担
当
。
同
盟

で
航
空
部
長
、
中
華
総
社
次
長
。
時
事
で
横
浜
支
局
長
。

住
谷
晋
一
郎（
す
み
や
・
し
ん
い
ち
ろ
う
）＝
１
９
１
４
～

２
０
０
４　
群
馬
県
出
身
。
旧
制
中
卒
。
聯
合
、
商
通

を
経
て
40（
昭
和
15
）年
同
盟
入
社
。
釜
山
支
局
、
天
津

支
局
な
ど
の
後
応
召
。
時
事
で
札
幌
支
社
長
、
資
材
部

長
。

関
口
寿
一（
せ
き
ぐ
ち
・
ひ
さ
か
ず
）＝
１
９
０
９
～
92　

東
京
出
身
。
明
治
学
院
高
商
部
卒
。
時
事
新
報
を
経
て

34（
昭
和
９
）年
国
通
入
社
、
政
経
部
長
、
取
材
部
長
。

49
年
共
同
入
社
。
翌
年
退
社
。
そ
の
後
、
神
戸
新
聞
編

集
局
長
。

勢
多
左
武
郎（
せ
た
・
さ
ぶ
ろ
う
）＝
１
８
８
８
～
１
９
８

１　
福
島
県
出
身
。
東
北
学
院
卒
。
や
ま
と
新
聞
な
ど

を
経
て
18（
大
正
７
）年
国
際
入
社
。
外
信
局
の
後
、
上

海
の
ロ
イ
タ
ー
に
出
向
。
国
際
に
戻
り
聯
合
を
経
て
同

盟
で
国
際
写
真
新
聞
編
集
主
任
、
出
版
部
編
集
主
任
。

44（
昭
和
19
）年
退
社
。

瀬
谷
崎
孝（
せ
や
ざ
き
・
た
か
し
）＝
１
９
１
３
～
95　
大

阪
出
身
。
実
業
学
校
卒
。
31（
昭
和
６
）年
聯
合
入
社
。

い
っ
た
ん
退
社
し
43
年
同
盟
入
社
、
広
島
支
社
通
信
主

任
。
共
同
で
広
島
支
局
、
徳
島
支
局
長
。

【
た
行
】

高
石
真
五
郎（
た
か
い
し
・
し
ん
ご
ろ
う
）＝
１
８
７
８
～

１
９
６
７　
千
葉
県
出
身
。
慶
応
大
法
卒
。
45（
昭
和

20
）年
、
毎
日
新
聞
社
長
。
公
職
追
放
の
後
、
61
年
最

高
顧
問
に
復
帰
。

高
雄
辰
馬（
た
か
お
・
た
つ
ま
）＝
１
９
０
４
～
80　
長
崎

県
出
身
。
中
日
懇
親
学
堂
卒
。
京
城
日
報
な
ど
を
経
て

33（
昭
和
８
）年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
社
会
部
次
長
、
ラ

ン
グ
ー
ン（
現
ヤ
ン
ゴ
ン
）支
局
長
、
漢
口
支
局
長
。
戦

後
は
東
京
タ
イ
ム
ズ
専
務
。

高
木
益
三
郎（
た
か
ぎ
・
ま
す
さ
ぶ
ろ
う
）＝
１
９
１
１
～

93　
東
京
出
身
。
電
信
協
会
無
線
講
習
所
卒
。
32（
昭

和
７
）年
聯
合
入
社
。
国
通
、
満
州
電
信
電
話
を
経
て

49
年
共
同
入
社
。
技
術
研
究
室
長
、
技
術
主
査
。

高
倉
正
夫（
た
か
く
ら
・
ま
さ
お
）＝
１
９
１
４
～
２
０
０

１　
兵
庫
県
出
身
。
大
阪
外
語
卒
。
35（
昭
和
10
）年
聯

合
入
社
。
同
盟
で
外
経
部
、
バ
ン
コ
ク
支
局
、
ブ
キ
チ

ン
ギ
支
局
編
集
主
任
。
時
事
で
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
派
員
、

大
阪
支
社
編
集
部
長
、
京
都
支
局
長
。
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高
田
秀
二（
た
か
だ
・
ひ
で
じ
）＝
１
９
１
３
～
92　
福
島

県
出
身
。
東
京
大
文
卒
。
38（
昭
和
13
）年
同
盟
入
社
、

ハ
ノ
イ
支
局
、
サ
イ
ゴ
ン（
現
ホ
ー
チ
ミ
ン
）支
社
取
材

主
任
。
共
同
で
社
会
部
長
、
パ
リ
支
局
長
、
編
集
局
長
、

常
務
理
事
。
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
理
事
長
。

高
野
太
一
郎（
た
か
の
・
た
い
ち
ろ
う 
＊
）＝
１
９
０
１
～
85　

石
川
県
出
身
。
衆
院
速
記
練
習
所
卒
。
時
事
新
報
を
経

て
34（
昭
和
９
）年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
通
信
局
地
方
部
、

連
絡
局
通
信
部
、
南
方
総
社
通
信
主
任
。

高
橋
勇（
た
か
は
し
・
い
さ
む
）＝
１
８
９
２
～
１
９
７
９　

大
阪
出
身
。
大
阪
外
語
別
科
卒
。
18（
大
正
７
）年
国
際

入
社
、
大
阪
支
社
。
聯
合
で
連
絡
局
連
絡
部
長
、
同
盟

で
神
戸
支
局
長
。
時
事
で
取
締
役
大
阪
支
社
長
。

鷹
嘴
寿（
た
か
は
し
・
ひ
さ
し
）＝
１
８
９
０
～
１
９
６
２　

逓
信
省
通
信
生
養
成
所
卒
。
大
阪
中
央
電
信
局
を
経
て

19（
大
正
８
）年
国
際
入
社
。
聯
合
で
連
絡
局
長
、
同
盟

で
通
信
局
長
兼
技
術
研
究
所
長
、
常
務
理
事
。
同
盟
解

散
後
は
同
盟
電
機
製
作
所（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）代
表
取
締

役
、
東
方
電
機（
同
）社
長
。

高
橋
秀
男（
た
か
は
し
・
ひ
で
お 

＊
）＝
１
９
９
８
年
死
去　

タ
ク
シ
ー
会
社
か
ら
同
盟
編
集
局
編
集
庶
務
運
転
手
と

し
て
入
社
。

高
橋
義
樹（
た
か
は
し
・
よ
し
き
）＝
１
９
１
７
～
79　
島

根
県
出
身
。
日
本
大
専
門
部
卒
。
台
湾
総
督
府
を
経
て

39（
昭
和
14
）年
同
盟
入
社
、
社
会
部
。
44（
同
19
）年
、

海
軍
報
道
班
員
と
し
て
赴
い
た
グ
ア
ム
で
米
軍
捕
虜
と

な
る
。
帰
還
後
46
年
共
同
入
社
、
解
説
部
次
長
、
企
画

委
員
。

高
柳
淳
雄（
た
か
や
な
ぎ
・
あ
つ
お
）＝
１
９
２
３
～
93　

石
川
県
出
身
。
同
盟
講
習
所
卒
。
42（
昭
和
17
）年
同
盟

入
社
。
電
務
部
、
華
南
総
局
、
香
港
支
局
。
共
同
を
経

て
時
事
で
秋
田
、
金
沢
、
奈
良
各
支
局
長
。

滝
口
義
敏（
た
き
ぐ
ち
・
よ
し
と
し
）＝
１
９
０
４
～
92　

香
川
県
出
身
。京
都
大
経
卒
。29（
昭
和
４
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
亜
経
部
長
、
東
亜
部
長
、
調
査
部
長
。
共
同
で

連
絡
局
長
、
常
務
理
事
。

竹
中
三
郎（
た
け
な
か
・
さ
ぶ
ろ
う 

＊
）＝
１
９
０
１
～
74　

東
京
出
身
。
目
黒
無
線
電
信
講
習
所
卒
。
電
信
局
な
ど

を
経
て
26（
大
正
15
）年
電
通
入
社
。
青
島
支
局
。
同
盟

に
移
り
技
術
部
次
長
、
電
務
部
長
。
共
同
で
広
島
支
局

長
、
放
送
部
長
。

田
崎
与
喜
衛（
た
さ
き
・
よ
き
え
）＝
１
９
０
９
～
97　
新

潟
県
出
身
。
東
京
大
経
卒
。
34（
昭
和
９
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
週
報
部
、
経
済
部
、
富
山
支
局
長
。
共
同
で
富

山
支
局
長
。
厚
生
資
材
部
長
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
局
次

長
。

多
田
貞
三
郎（
た
だ
・
て
い
さ
ぶ
ろ
う
）＝
１
９
０
７
～
88　

長
野
県
出
身
。
実
業
補
習
学
校
卒
。
北
越
新
報
を
経
て

35（
昭
和
10
）年
電
通
入
社
。
同
盟
に
移
り
長
野
支
局
、

連
絡
局
通
信
部
、
パ
ラ
オ
支
局
長
。
共
同
で
通
信
部
長
、

連
絡
局
次
長
、
岡
山
支
社
長
。

伊
達
源
一
郎（
だ
て
・
げ
ん
い
ち
ろ
う
）＝
１
８
７
４
～
１

９
６
１　
島
根
県
出
身
。
同
志
社
卒
。
国
民
新
聞
編
集

局
長
、
国
際
の
報
道
部
長
、
読
売
新
聞
主
幹
。
20（
大

正
９
）年
東
方
主
幹
。
聯
合
の
理
事
兼
顧
問
。
戦
後
は

島
根
新
聞
社
長
、
参
院
議
員
。

田
中
理（
た
な
か
・
お
さ
む
）＝
１
９
３
０
～
２
０
０
７　

京
都
府
出
身
。
京
都
大
法
卒
。
52（
同
27
）年
共
同
入
社
。

政
治
部
次
長
、
内
政
部
長
、
論
説
副
委
員
長
。

田
中
一
雄（
た
な
か
・
か
ず
お
）＝
１
９
１
７
～
99　
千
葉

県
出
身
。
早
稲
田
大
専
門
部
中
退
。
32（
昭
和
７
）年
聯

合
入
社
。
同
盟
で
北
支
総
局
。
時
事
で
経
済
部
次
長
、

商
況
部
長
。

田
中
正
太
郎（
た
な
か
・
し
ょ
う
た
ろ
う
）＝
１
９
０
０
～

90　
長
野
県
出
身
。
旧
制
中
卒
。
万
朝
報
を
経
て
27（
昭
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和
２
）年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
編
集
局
次
長
、
連
絡
局
長
。

共
同
で
連
絡
局
長
、
常
務
理
事
。
太
平
印
刷
社
社
長
。

田
中
都
吉（
た
な
か
・
と
き
ち
）＝
１
８
７
７
～
１
９
６
１　

京
都
府
出
身
。
東
京
高
商
卒
。
外
務
省
通
商
局
長
、
情

報
部
次
長
、
外
務
次
官
。
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ス
社
長
を

経
て
初
代
駐
ソ
大
使
。
中
外
商
業
新
報
社
長
も
務
め
、

同
盟
の
設
立
に
尽
力
。

田
中
盛
文（
た
な
か
・
も
り
ふ
み 

＊
）＝
１
９
１
３
年
生
ま

れ　
青
森
県
出
身
。
目
黒
無
線
電
信
講
習
所
卒
。
参
謀

本
部
、
在
上
海
日
本
大
使
館
を
経
て
37（
昭
和
12
）年
同

盟
入
社
。
技
術
部
、
電
務
部
、
マ
カ
ッ
サ
ル
支
社
電
務

部
長
。
戦
後
は
同
盟
電
機
製
作
所（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）を

経
て
青
森
県
で
中
学
教
師
。

頼
母
木
桂
吉（
た
の
も
ぎ
・
け
い
き
ち
）＝
１
８
６
７
～
１

９
４
０　
政
治
家
、
実
業
家
。
広
島
県
出
身
。
旧
制
一

高
卒
。
帝
通
社
長
か
ら
政
治
家
に
転
身
。
広
田
弘
毅
内

閣
の
逓
信
相
を
務
め
る
。
38（
昭
和
13
）年
、
報
知
新
聞

社
長
、
翌
年
、
東
京
市
長
に
な
る
が
在
職
中
に
死
亡
。

田
村
源
治（
た
む
ら
・
げ
ん
じ
）＝
１
８
９
５
～
１
９
８
８　

福
岡
県
出
身
。
早
稲
田
大
卒
。
万
朝
報
、
東
京
日
日
新

聞
な
ど
を
経
て
25（
大
正
14
）年
電
通
入
社
。
同
盟
に
移

り
地
方
部
長
、
通
信
局
次
長
、
福
岡
支
社
長
。
共
同
で

内
信
局
長
、
連
絡
局
長
、
常
務
理
事
。
退
任
後
テ
レ
ビ

西
日
本
専
務
。

千
田
真
清（
ち
だ
・
ま
す
み
）＝
１
９
１
５
年
生
ま
れ　
岩

手
県
出
身
。
早
稲
田
大
専
門
学
校
卒
。
中
外
商
業
新
報

を
経
て
39（
昭
和
14
）年
同
盟
入
社
、
政
経
部
、
マ
カ
ッ

サ
ル
支
社
、
バ
ン
ジ
ェ
ル
マ
シ
ン
支
局
。
共
同
で
経
済

部
。

千
葉
亀
雄（
ち
ば
・
か
め
お
）＝
１
８
７
８
～
１
９
３
５　

山
形
県
出
身
。
早
稲
田
大
高
等
師
範
部
中
退
。
時
事
新

報
、
読
売
新
聞
、
東
京
日
日
新
聞
な
ど
で
社
会
部
長
、

学
芸
部
長
、
編
集
局
長
を
歴
任
。
文
芸
評
論
家
と
し
て

も
知
ら
れ
る
。

塚
原
俊
郎（
つ
か
は
ら
・
と
し
お
）＝
１
９
１
０
～
75　
茨

城
県
出
身
。
東
京
大
卒
。
35（
昭
和
10
）年
聯
合
入
社
。

入
営
・
除
隊
後
、
同
盟
に
復
職
、
政
治
部
、
政
経
部
。

戦
後
は
内
閣
世
論
調
査
課
長
を
経
て
49
年
衆
院
議
員
。

総
理
府
総
務
長
官
、
労
相（
現
厚
労
相
）。

塚
本
義
隆（
つ
か
も
と
・
ぎ
り
ゅ
う
）＝
１
８
９
４
～
１
９

８
１　
大
阪
府
出
身
。
逓
信
官
吏
練
習
所
卒
。
電
信
局

を
経
て
20（
大
正
９
）年
国
際
入
社
。
聯
合
で
上
海
支
局
、

ベ
ル
リ
ン
支
局
、
大
阪
支
社
長
。
同
盟
で
経
済
局
長
、

総
務
局
長
。
45（
昭
和
20
）年
国
通
理
事
長
、
ソ
連（
現
ロ

シ
ア
）に
抑
留
。
引
き
揚
げ
後
、
共
同
嘱
託
を
経
て
電

通
監
査
役
。

津
田
章（
つ
だ
・
あ
き
ら
）＝
１
９
１
９
～
２
０
０
９　
熊

本
県
出
身
。
東
京
第
一
高
等
無
線
工
科
学
校
卒
。
37（
昭

和
12
）年
同
盟
入
社
、
技
術
部
、
北
支
総
局
。
時
事
で

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
特
派
員
、
京
都
支
局
長
、
横
浜
支

局
長
。

津
田
正
夫（
つ
だ
・
ま
さ
お
）＝
１
８
９
７
～
１
９
８
８　

東
京
出
身
。
京
都
大
経
卒
。
在
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
労
働

機
関（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）日
本
政
府
事
務
所
書
記
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
職
員

を
経
て
39（
昭
和
14
）年
同
盟
入
社
。
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
支
局
長
。
戦
後
は
駐
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
大
使
、
国
家
公

安
委
員
。

角
田
匡（
つ
の
だ
・
た
だ
し
）＝
１
９
１
６
～
97　
鳥
取
県

出
身
。
東
京
写
真
専
門
学
校
卒
。
42（
昭
和
17
）年
同
盟

入
社
。
写
真
部
、
昭
南（
現
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）支
局
、
サ
イ

ゴ
ン（
現
ホ
ー
チ
ミ
ン
）支
社
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
社
。
共

同
で
写
真
部
次
長
、
写
真
サ
ー
ビ
ス
部
長
。

円
谷
文
夫（
つ
ぶ
ら
や
・
ふ
み
お
）＝
１
９
２
１
～
２
０
０

２　
東
京
出
身
。
東
京
大
文
卒
。
43（
昭
和
18
）年
同
盟

入
社
、
外
信
部
、
華
中
総
局
。
時
事
で
外
信
部
長
、
ワ

シ
ン
ト
ン
支
局
長
。



【winCC2020】証言・通信社史〈931007〉／ ono

781 人物紹介

寺
西
五
郎（
て
ら
に
し
・
ご
ろ
う
）＝
１
９
１
０
～
81　
兵

庫
県
出
身
。
大
阪
外
語
卒
。
31（
昭
和
６
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
外
経
部
長
、
外
信
部
長
。
共
同
で
ロ
ン
ド
ン
支

局
長
、
編
集
局
長
、
常
務
理
事
。
50
年
、
ボ
ー
ン
国
際

記
者
賞（
現
ボ
ー
ン
・
上
田
記
念
国
際
記
者
賞
）の
第
１
回
受

賞
者
。

土
肥
常
温（
ど
い
・
つ
ね
あ
つ 

＊
）＝
１
８
８
６
年
生
ま
れ　

東
京
出
身
。
１
９
０
６（
明
治
39
）年
、
ロ
イ
タ
ー
お
よ

び
Ａ
Ｐ
東
京
支
局
員
、
14（
大
正
３
）年
、
国
際
創
立
と

と
も
に
入
社
。

土
肥
良
造（
ど
い
・
り
ょ
う
ぞ
う
）＝
１
９
１
７
～
87　
和

歌
山
県
出
身
。慶
応
大
文
卒
。41（
昭
和
16
）年
同
盟
入
社
、

翌
年
応
召
。
共
同
で
ソ
ウ
ル
特
派
員
、
整
理
部
次
長
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
局
長
。

東
谷
潤
吉（
と
う
た
に
・
じ
ゅ
ん
き
ち 

＊
）　
１
９
４
４（
昭
和

19
）年
同
盟
入
社
。
編
集
局
地
方
部
、
海
外
局
企
画
部

を
経
て
南
方
総
社
、
サ
イ
ゴ
ン（
現
ホ
ー
チ
ミ
ン
）支
社
。

戦
後
は
伊
勢
新
聞
。

戸
国
清
太（
と
ぐ
に
・
き
よ
た
）＝
１
９
１
６
年
生
ま
れ　

岡
山
県
出
身
。
法
政
大
高
等
師
範
部
中
退
。
39（
昭
和

14
）年
同
盟
入
社
。
広
東
支
局
、
東
亜
部
、
大
陸
部
。

共
同
で
政
経
部
。
48
年
退
社
し
印
刷
業
を
営
む
。

得
能
益
忠（
と
く
の
う
・
ま
す
た
だ
）＝
１
９
０
８
～
99　

愛
媛
県
出
身
。
旧
制
中
卒
。
衆
院
速
記
者
を
経
て
41（
昭

和
16
）年
同
盟
入
社
、
松
山
支
局
。
共
同
で
同
支
局
通

信
主
任
。

徳
光
衣
城（
と
く
み
つ
・
い
じ
ょ
う
）＝
１
８
８
４
～
１
９

５
３　
早
稲
田
大
卒
。
報
知
新
聞
、
大
正
日
日
を
経
て

東
京
毎
夕
編
集
局
長
。
東
方
北
京
支
社
長
を
経
て
聯
合

内
信
局
長
。
聯
合
か
ら
大
阪
毎
日
に
移
り
社
会
部
長
を

務
め
る
。

殿
木
圭
一（
と
の
き
・
け
い
い
ち
）＝
１
９
０
９
～
94　
東

京
出
身
。
東
京
大
院
修
了
。
34（
昭
和
９
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
東
亜
部
次
長
、
南
方
総
社
編
集
部
長
。
共
同
で

大
阪
支
社
次
長
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
局
長
。
60
年
退
社

し
東
京
大
教
授
。
同
新
聞
研
究
所（
当
時
）所
長
。
日
本

大
、
文
教
大
な
ど
で
も
教
鞭
を
執
り
、
日
本
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
・
ク
ラ
ブ
会
長
も
務
め
た
。

友
松
敏
夫（
と
も
ま
つ
・
と
し
お
）＝
１
９
１
０
～
２
０
０

１　
福
岡
県
出
身
。
青
山
学
院
高
等
学
部
卒
。
32（
昭

和
７
）年
国
通
入
社
、
本
社
編
集
局
取
材
部
。
37
年
同

盟
に
移
り
天
津
支
局
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
局
、
華

中
総
局
編
集
部
長
。
戦
後
は
「
月
刊
新
聞
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
」
創
刊
に
加
わ
り
発
行
元
の
主
幹
、
代
表
取
締
役
を

務
め
た
。

豊
田
治
助（
と
よ
だ
・
じ
す
け
）＝
１
９
０
５
～
94　
大
阪

出
身
。
京
都
大
経
卒
。
31（
昭
和
６
）年
聯
合
入
社
、
大

阪
支
社
庶
務
会
計
部
。
同
盟
で
シ
ド
ニ
ー
支
局
長
、
中

南
支
総
局
業
務
部
長
、
中
支
総
局
総
務
部
長
を
経
て
43

年
上
海
で
海
軍
に
出
向
。
共
同
で
大
阪
支
社
次
長
、
岡

山
支
社
長
。
共
同
退
社
後
は
国
際
文
化
会
館
常
務
理
事
。

【
な
行
】

中
川
正
和（
な
か
が
わ
・
ま
さ
か
ず
）＝
１
９
１
８
～
２
０

０
１　
京
都
府
出
身
。
ロ
シ
ア
語
専
修
学
院
卒
。
電
通
、

同
盟
を
経
て
38（
昭
和
13
）年
国
通
入
社
。
ハ
ル
ビ
ン
支

社
、
奉
天（
現
・
瀋
陽
）支
社
。
45
年
応
召
。
戦
後
は
共

同
で
熊
本
支
局
長
。

長
沢
千
代
造（
な
が
さ
わ
・
ち
よ
ぞ
う
）＝
１
８
９
３
～
１

９
７
２　
中
国
・
大
連
市
の
遼
東
新
報
を
経
て
30（
昭
和

５
）年
聯
合
入
社
。
台
北
支
局
長
、
京
城（
現
ソ
ウ
ル
）支

局
長
。
同
盟
で
横
浜
支
局
長
。
37（
同
12
）年
国
通
に
出

向
し
総
務
局
長
、
大
連
支
社
長
。
42
年
中
部
日
本
新
聞

に
出
向
し
、
取
締
役
業
務
局
長
。
戦
後
は
日
本
広
告
会

（
現
東
京
広
告
協
会
）事
務
局
長
、
全
日
本
広
告
連
盟
業
務

理
事
。

長
島
又
男（
な
が
し
ま
・
ま
た
お
）＝
１
９
０
４
～
92　
埼

玉
県
出
身
。早
稲
田
大
中
退
。29（
昭
和
４
）年
聯
合
入
社
、
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政
治
部
。
同
盟
で
政
治
部
長
、
論
説
委
員
。
戦
後
、
民

報
創
刊
に
参
画
し
主
筆
。
同
紙
廃
刊
後
は
政
治
評
論
家
。

中
田
義
次（
な
か
だ
・
よ
し
つ
ぐ
）＝
１
９
０
８
～
95　
山

梨
県
出
身
。
帝
通
を
経
て
31（
昭
和
６
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
写
真
部
長
。
共
同
で
写
真
部
長
、
浦
和
支
局
長
、

共
同
通
信
フ
ォ
ト
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
。

長
林
密
蔵（
な
が
ば
や
し
・
み
つ
ぞ
う 
＊
）＝
１
８
８
８
～
１

９
７
９　
新
潟
県
出
身
。
二
松
学
舎
卒
。
千
代
田
通
信

社
を
経
て
27（
昭
和
２
）年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
経
済
局

参
事
、
総
務
局
参
事
。
44
年
退
社
。
戦
後
、
引
揚
職
員

世
話
人
会
の
世
話
人
、
太
平
印
刷
社
社
長
。

中
村
敏（
な
か
む
ら
・
さ
と
し
）＝
１
９
０
８
～
81　
宮
崎

県
出
身
。日
本
大
専
門
部
卒
。32（
昭
和
７
）年
国
通
入
社
。

同
盟
に
転
籍
。
45
年
６
月
広
島
支
社
編
集
部
長
。
共
同

で
福
岡
支
社
長
、
編
集
局
総
務
、
共
同
文
化
事
業
社
代

表
取
締
役
。

中
村
俊
一（
な
か
む
ら
・
し
ゅ
ん
い
ち
）＝
１
９
１
２
～
91　

福
岡
県
出
身
。
旧
制
中
卒
。
久
留
米
市
書
記
な
ど
を
経

て
41（
昭
和
16
）年
同
盟
入
社
、
大
分
支
局
。
共
同
で
同

支
局
通
信
主
任
。

中
村
正（
な
か
む
ら
・
た
だ
し 

＊
）＝
映
画
撮
影
所
を
経
て

１
９
３
７（
昭
和
12
）年
同
盟
入
社
、
映
画
部
。

中
村
信（
な
か
む
ら
・
ま
こ
と
）＝
１
９
０
８
～
98　
東
京

出
身
。
彦
根
高
商
卒
。
29（
昭
和
４
）年
聯
合
入
社
。
30

年
入
営
の
た
め
退
社
。
32
年
聯
合
に
戻
り
同
盟
で
経
済

局
。
共
同
で
調
査
部
長
、
ラ
ジ
オ
部
長
、
ラ
ジ
オ
・
テ

レ
ビ
局
長
代
理
。

中
山
ち
ゑ（
な
か
や
ま
・
ち
え 

＊
、
旧
姓
黒
沢
）　
１
９
４
５

（
昭
和
20
）年
６
月
、
マ
ニ
ラ
東
方
の
山
中
で
自
決
し
た

同
盟
マ
ニ
ラ
支
社
編
集
部
次
長
黒
沢
俊
雄
の
妹
。

永
由
君
人（
な
が
よ
し
・
き
み
と
）＝
１
９
０
７
～
97　
長

野
県
出
身
。第
一
外
語
中
退
。33（
昭
和
８
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
南
方
総
社
編
集
部
長
、
配
給
会
、
連
絡
局
通
信

部
長
。共
同
で
仙
台
支
社
長
、連
絡
局
総
務
、ラ
ジ
オ
・

テ
レ
ビ
局
長
。

永
由
武
秋（
な
が
よ
し
・
た
け
あ
き
）＝
１
９
１
４
～
92　

長
野
県
出
身
。
大
同
義
塾
卒
。
南
信
日
日
新
聞
を
経
て

33（
昭
和
８
）年
聯
合
入
社
。同
盟
で
商
通
出
向
、経
済
局
、

神
戸
支
局
、
華
南
総
局
。
時
事
で
大
阪
支
社
次
長
兼
業

務
部
長
、
取
締
役
営
業
局
長
。

西
井
武
好（
に
し
い
・
た
け
よ
し
）＝
１
９
１
５
～
２
０
１

０　
高
知
県
出
身
。
大
阪
逓
信
局
逓
信
講
習
所
中
退
。

32（
昭
和
７
）年
電
通
入
社
。
聯
合
を
経
て
同
盟
で
編
集

局
写
真
部
、
華
北
総
局
写
真
部
。
共
同
で
写
真
部
次
長
、

千
葉
支
局
長
、
㈱
共
同
取
締
役
企
画
副
本
部
長
。

西
村
清
俊（
に
し
む
ら
・
き
よ
と
し 

＊
）＝
１
９
０
８
～
98　

島
根
県
出
身
。京
都
大
法
卒
。35（
昭
和
10
）年
国
通
入
社
。

ハ
ル
ビ
ン
支
社
、
厚
和（
現
フ
フ
ホ
ト
）支
局
長
、
編
集

局
整
理
部
長
。
42
年
満
州
国
政
府
に
出
向
し
、
報
道
班

長
。
戦
後
は
参
院
調
査
員
、
全
国
水
産
業
協
同
組
合
共

済
会
専
務
理
事
。

西
村
二
郎（
に
し
む
ら
・
じ
ろ
う
）＝
１
９
０
３
～
99　
東

京
出
身
。
東
京
商
大
卒
。
28（
昭
和
３
）年
電
通
入
社
。

同
盟
に
移
り
調
査
部
長
、
戦
時
調
査
室
内
国
部
長
。
44

年
新
潟
日
報
に
移
り
編
集
局
長
、
社
長
。

野
間
正
二（
の
ま
・
し
ょ
う
じ
）＝
１
９
１
６
～
２
０
０
０　

大
阪
出
身
。
30（
昭
和
５
）年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
大
阪

支
社
写
真
部
、
ラ
ン
グ
ー
ン（
現
ヤ
ン
ゴ
ン
）支
局
、
バ

ン
コ
ク
支
局
。
共
同
で
大
阪
支
社
写
真
部
撮
影
主
任
、

本
社
写
真
部
長
。

【
は
行
】

萩
野
伊
八（
は
ぎ
の
・
い
は
ち
）＝
１
９
０
３
～
49　
秋
田

県
出
身
。
24（
大
正
13
）年
、
ハ
ル
ビ
ン
の
日
露
協
会
学
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校
卒
。
同
年
、
国
際
入
社
。
聯
合
で
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
特
派

員
。
同
盟
で
モ
ス
ク
ワ
支
局
長
、
編
集
局
次
長
な
ど
を

経
て
45（
昭
和
20
）年
、
日
本
印
刷
産
業
総
合
統
制
組
合

に
出
向
。

萩
原
忠
三（
は
ぎ
は
ら
・
ち
ゅ
う
ぞ
う 

＊
）＝
１
９
０
１
～
85　

栃
木
県
出
身
。東
京
商
大
卒
。27（
昭
和
２
）年
電
通
入
社
。

同
盟
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
局
長
。
共
同
で
特
信
局
長
。

橋
本
正
邦（
は
し
も
と
・
ま
さ
く
に
）＝
１
９
１
５
～
２
０

０
２　
東
京
出
身
。
東
京
大
文
卒
。
40（
昭
和
15
）年
同

盟
入
社
、
社
会
部
。
同
年
入
営
。
共
同
で
外
信
部
長
、

ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
、
編
集
局
長
、
常
務
理
事
。

長
谷
川
才
次（
は
せ
が
わ
・
さ
い
じ
）＝
１
９
０
３
～
78　

青
森
県
出
身
。東
京
大
法
卒
。29（
昭
和
４
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
外
信
部
長
、
ロ
ン
ド
ン
支
局
長
、
海
外
局
長
。

報
道
局
長
。
時
事
発
足
時
に
社
長
。
71
年
７
月
会
長
、

同
年
９
月
退
任
。

長
谷
川
峻（
は
せ
が
わ
・
た
か
し
）＝
１
９
１
２
～
92　
宮

城
県
出
身
。
早
稲
田
大
専
門
部
卒
。
32（
昭
和
７
）年
聯

合
入
社
。
外
信
部
、
大
阪
支
社
、
福
岡
支
局
。
九
州
日

報
に
転
じ
編
集
局
長
。
戦
後
は
東
久
邇
内
閣
で
緒
方
竹

虎
国
務
相
の
秘
書
官
。
53
年
衆
院
議
員
に
初
当
選
。
労

相（
現
厚
労
相
）、
運
輸
相（
現
国
交
相
）な
ど
を
務
め
た
。

秦
巌
夫（
は
た
・
い
わ
お
）＝
１
９
０
９
～
84　
東
京
出
身
。

東
京
大
文
卒
。
32（
昭
和
７
）年
電
通
入
社
。
同
盟
に
移

り
政
治
部
、
中
南
支
総
局
、
外
信
部
を
経
て
40
年
退
社
、

鉱
山
統
制
会
に
。
戦
後
は
北
海
道
経
営
者
協
会
専
務
理

事
、
札
幌
テ
レ
ビ
監
査
役
、
北
海
道
空
港
社
長
。

波
多
尚（
は
た
・
ひ
さ
し
）＝
１
９
０
４
～
83　
佐
賀
県
出

身
。
東
京
大
法
卒
。
28（
昭
和
３
）年
電
通
入
社
。
同
盟

に
移
り
企
画
部
長
、
出
版
部
長
、
ハ
ノ
イ
支
局
長
、
華

北
新
報
副
社
長
。
戦
後
は
産
経
新
聞
編
集
局
長
、
論
説

委
員
長
、
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
理
事
長
、
電

通
監
査
役
。

波
多
博（
は
た
・
ひ
ろ
し
）＝
１
８
８
５
年
生
ま
れ　
大
分

県
出
身
。
東
亜
同
文
書
院
卒
。
支
那
研
究
所
を
経
て
14

（
大
正
３
）年
、
主
幹
と
し
て
東
方
入
社
。
聯
合
で
上
海

支
局
長
。
38（
昭
和
13
）年
、
大
陸
新
報
を
設
立
。
戦
後

は
東
邦
研
究
会
常
務
理
事
。

花
田
為
次
郎（
は
な
だ
・
た
め
じ
ろ
う 

＊
）＝
１
９
０
８
～
79　

福
岡
県
出
身
。
高
小
卒
。
23（
大
正
12
）年
帝
通
入
社
。

聯
合
、
九
州
日
報
、
大
阪
毎
日
新
聞
を
経
て
37（
昭
和

12
）年
同
盟
入
社
、
札
幌
支
社
通
信
主
任
。
共
同
で
札

幌
支
社
、
福
岡
支
社
通
信
部
。

馬
場
書
生（
ば
ば
・
し
ょ
せ
い 

＊
）＝
１
９
０
４
～
92　
27

（
昭
和
２
）年
聯
合
入
社
、
大
連
支
局
。
32
年
国
通
入
社
、

大
連
支
社
長
、
人
事
部
長
。
51
年
電
通
入
社
、
大
阪
支

社
。

早
川
仁
三（
は
や
か
わ
・
じ
ん
ぞ
う
）＝
１
９
１
７
～
２
０

０
４　
埼
玉
県
出
身
。
旧
制
中
卒
。
38（
昭
和
13
）年
同

盟
入
社
、
昭
南（
現
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）支
局
、
タ
イ
ピ
ン
支

局
。
時
事
で
貿
易
産
業
版
、
厚
生
環
境
版
な
ど
の
主
任
。

林
豊
八（
は
や
し
・
と
よ
は
ち
）＝
１
９
１
２
～
98　
大
阪

出
身
。
旧
制
中
卒
。
42（
昭
和
17
）年
同
盟
入
社
。
関
門

支
社
、
小
倉
支
局
。
44
年
応
召
。
共
同
で
京
都
支
局
通

信
主
任
、
連
絡
局
通
信
部
次
長
。

原
奎
一
郎（
は
ら
・
け
い
い
ち
ろ
う
、
本
名
貢
）＝
１
９
０
２

～
83　
大
阪
出
身
。
慶
応
大
予
科
中
退
。
英
国
留
学
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
評
論
活
動
の
後
40（
昭
和
15
）年
同
盟
入

社
、
特
信
部
、
地
方
部
。
戦
後
は
養
父
の
元
首
相
、
原

敬
が
残
し
た
『
原
敬
日
記
』
を
編
さ
ん
・
出
版
。『
ふ
だ

ん
着
の
原
敬
』な
ど
を
著
し
た
。

半
谷
高
雄（
は
ん
や
・
た
か
お
）＝
１
９
０
６
～
92　
福
島

県
出
身
。
東
京
大
経
卒
。
29（
昭
和
４
）年
電
通
入
社
。

同
盟
に
移
り
調
査
部
次
長
、
東
亜
部
次
長
、
戦
時
調
査

室（
上
海
駐
在
）。
戦
後
は
産
経
新
聞
論
説
委
員
。
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東
川
嘉
一（
ひ
が
し
か
わ
・
か
い
ち
）＝
１
８
８
８
～
１
９

３
１　
神
奈
川
県
出
身
。
中
央
商
業
学
校
卒
。
Ａ
Ｐ
東

京
支
局
に
英
文
速
記
者
兼
タ
イ
ピ
ス
ト
と
し
て
入
社
。

14（
大
正
３
）年
国
際
入
社
。
17
年
大
阪
支
局
を
開
設
し
、

国
際
経
済
通
信
を
始
め
た
。
聯
合
大
阪
支
社
長
時
代
に

病
死
。

東
信
夫（
ひ
が
し
・
し
の
ぶ
）＝
１
９
１
５
～
92　
鹿
児
島

県
出
身
。
幼
少
期
に
カ
ナ
ダ
に
渡
り
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
学
ぶ
。
カ
ナ
ダ

紙
を
経
て
大
連
の
マ
ン
チ
ュ
リ
ア
ン
・
デ
イ
リ
ー

ニ
ュ
ー
ス
紙
論
説
記
者
か
ら
国
通
外
信
部
へ
。
ソ
連

（
現
ロ
シ
ア
）抑
留
後
48（
昭
和
23
）年
帰
国
。
共
同
を
経
て

Ａ
Ｐ
東
京
支
局
次
長
、
Ａ
Ｐ
・
Ｄ
Ｊ
東
京
駐
在
特
別
顧

問
。

平
田
泰
吉（
ひ
ら
た
・
や
す
き
ち 

＊
）＝
１
８
８
５
～
１
９

４
９　
青
森
県
出
身
。
早
稲
田
大
文
卒
。
東
京
日
日
新

聞
を
経
て
東
方
の
北
京
支
社
か
ら
国
際
の
北
京
支
局
に

移
る
。
聯
合
外
信
部
を
経
て
36（
昭
和
11
）年
同
盟
へ
。

同
年
６
月
退
社
し
12
月
に
嘱
託
と
し
て
再
入
社
。
共
同

で
東
亜
部
。
妻
は
秀
子
。

平
野
正
一（
ひ
ら
の
・
ま
さ
か
ず
）＝
１
９
１
３
～
２
０
１

１　
兵
庫
県
出
身
。
旧
制
中
卒
。
41（
昭
和
16
）年
同
盟

入
社
、
台
南
支
局
。
44
年
応
召
。
共
同
で
連
絡
局
通
信

部
主
任
、
札
幌
支
社
通
信
部
長
。

平
野
義
信（
ひ
ら
の
・
よ
し
の
ぶ 

＊
）＝
帝
通
勤
務
後
、
独

立
し
広
告
代
理
店
「
全
国
新
聞
通
信
社
」
設
立
。
聯
合

に
入
社
し
業
務
局
助
役
。
聯
合
の
広
告
部
門
と
と
も
に

電
通
に
移
籍
。

平
柳
常
雄（
ひ
ら
や
な
ぎ
・
つ
ね
お
）＝
１
９
０
８
～
90　

東
京
出
身
。
慶
応
大
経
卒
。
32（
昭
和
７
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
中
南
支
総
局
、
南
京
支
局
編
集
主
任
。
共
同
で

福
岡
支
社
長
、
総
務
局
長
、
常
務
理
事
。

平
山
庫
四
郎（
ひ
ら
や
ま
・
こ
し
ろ
う
）＝
１
９
１
９
～
90　

山
梨
県
出
身
。実
業
学
校
卒
。43（
昭
和
18
）年
同
盟
入
社
、

経
理
部
、
バ
ン
コ
ク
支
局
。
時
事
で
業
務
局
集
計
部
長
、

経
理
局
財
務
部
長
。

福
井
輝
三（
ふ
く
い
・
て
る
ぞ
う
）＝
１
８
９
６
～
１
９
７

６　
愛
知
県
出
身
。
11（
明
治
44
）年
電
通
入
社
。
同
盟

に
移
り
京
都
支
局
長
、
連
絡
局
次
長
。
共
同
で
名
古
屋

支
社
長
。
共
同
退
社
後
、
伊
勢
新
聞
編
集
局
長
、
神
戸

放
送
報
道
部
長
。

福
岡
誠
一（
ふ
く
お
か
・
せ
い
い
ち
）＝
１
８
９
７
～
１
９

７
５　
高
知
県
出
身
。
東
京
大
法
卒
。
24（
大
正
13
）年

国
際
入
社
。
聯
合
を
経
て
同
盟
で
ロ
ン
ド
ン
支
局
長
、

大
阪
支
社
長
、
南
方
総
社
長
。
戦
後
は
リ
ー
ダ
ー
ズ
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
編
集
長
、
電
通
取
締
役
。

福
田
一（
ふ
く
だ
・
は
じ
め
）＝
１
９
０
２
～
97　
福
井
県

出
身
。
東
京
大
法
卒
。
27（
昭
和
２
）年
聯
合
入
社
。
同

盟
で
政
治
部
長
、
南
方
総
社
次
長
。
同
盟
解
散
後
は
政

界
に
転
じ
49
年
衆
院
議
員
に
初
当
選
。
通
産
相（
現
経

産
相
）、
自
治
相（
現
総
務
相
）、
衆
院
議
長
を
歴
任
。

藤
井
信
次
郎（
ふ
じ
い
・
し
ん
じ
ろ
う
）＝
１
９
０
４
～
80　

東
京
出
身
。
錦
城
予
備
校
卒
。
千
代
田
通
信
、
帝
通
を

経
て
29（
昭
和
４
）年
聯
合
入
社
、
社
会
部
。
同
盟
で
写

真
部
長
、
文
化
部
長
、
地
方
部
長
。
共
同
で
仙
台
支
社

長
、
特
信
局
次
長
。
共
同
退
社
後
、
共
同
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
ニ
ュ
ー
ス
の
映
画
部
長
、
東
方
電
機（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
）常
務
。

藤
川
佐
吉（
ふ
じ
か
わ
・
さ
き
ち
）＝
１
８
９
７
～
１
９
７

３　
徳
島
県
出
身
。
旧
制
中
卒
。
京
都
日
出
新
聞
な
ど

を
経
て
29（
昭
和
４
）年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
大
阪
支
社

社
会
部
長
、
国
通
出
向
、
華
南
総
局
長
。
時
事
で
京
都

支
局
長
、
高
松
支
社
長
、
校
閲
部
長
。
東
方
電
機（
現

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）専
務
。

藤
川
清
次（
ふ
じ
か
わ
・
せ
い
じ 

＊
）＝
１
９
１
４
～
２
０

０
４　
大
阪
出
身
。
商
業
学
校
中
退
。
43（
昭
和
18
）年
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同
盟
入
社
、
南
方
総
局
、
サ
イ
ゴ
ン（
現
ホ
ー
チ
ミ
ン
）

支
社
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
支
局
。
時
事
で
外
経
部
。

藤
田
秀
雄（
ふ
じ
た
・
ひ
で
お
）＝
１
９
０
８
年
生
ま
れ　

福
岡
県
出
身
。
法
政
大
卒
。
九
州
大
、
大
蔵
省（
現
財

務
省
）、
出
版
社
、
上
海
毎
日
新
聞
政
治
部
長
、
中
華

聯
合
通
訊
社
を
経
て
39（
昭
和
14
）年
同
盟
入
社
。
中
南

支
総
局
、
南
京
支
局
。

藤
田
芳
雄（
ふ
じ
た
・
よ
し
お 

＊
）＝
１
９
１
７
年
生
ま
れ　

愛
知
県
出
身
。
高
小
卒
。
愛
知
県
庁
を
経
て
38（
昭
和

13
）年
同
盟
入
社
、
天
津
支
局
。
太
原
支
局
。
戦
後
は

名
古
屋
市
の
会
社
勤
務
。

藤
本
松
子（
ふ
じ
も
と
・
ま
つ
こ 

＊
、
旧
姓
名
は
山
本
ま
つ
）　

タ
イ
ピ
ス
ト
と
し
て
国
際
に
入
社
。
聯
合
で
連
絡
局
タ

イ
プ
部
長
。
同
盟
に
移
る
。

不
動
健
治（
ふ
ど
う
・
け
ん
じ
）＝
１
８
９
８
～
１
９
８
５　

大
阪
出
身
。
関
西
大
商
卒
。
帝
通
を
経
て
30（
昭
和
５
）

年
聯
合
入
社
、
写
真
部
長
。
同
盟
で
写
真
部
長
、
北
支

総
局
写
真
部
長
、
資
材
部
長
。
戦
後
は
国
際
文
化
画
報

編
集
長
。

船
木
重
光（
ふ
な
き
・
し
げ
み
つ 

＊
）＝
１
９
０
３
～
92　

富
山
県
出
身
。山
口
高
商
卒
。21（
大
正
10
）年
国
際
入
社
。

聯
合
を
経
て
同
盟
で
人
事
部
長
、
経
理
部
長
、
総
務
局

長
。
同
盟
解
散
後
は
清
算
人
を
務
め
た
。
公
認
会
計
士
。

船
越
武
十（
ふ
な
こ
し
・
ぶ
じ
ゅ
う
）＝
１
９
０
７
～
92　

東
京
出
身
。
早
稲
田
第
一
高
等
学
院
中
退
。
35（
昭
和

10
）年
国
通
入
社
、
奉
天（
現
瀋
陽
）支
社
通
信
部
長
、
整

理
部
長
、
ハ
ル
ビ
ン
支
社
長
、
東
京
支
社
長
。
戦
後
は

信
濃
毎
日
新
聞
編
集
局
長
。

古
野
伊
之
助（
ふ
る
の
・
い
の
す
け
）＝
１
８
９
１
～
１
９

６
６　
三
重
県
出
身
。
早
稲
田
大
専
門
部
中
退
。
09（
明

治
42
）年
、
Ａ
Ｐ
東
京
支
局
長
ケ
ネ
デ
ィ
と
ロ
イ
タ
ー

東
京
支
局
長
佐
藤
顕
理
の
共
同
事
務
所
に
給
士
と
し
て

入
所
。病
気
療
養
後
の
14（
大
正
３
）年
国
際
入
社
、北
京
、

ロ
ン
ド
ン
各
支
局
主
任（
支
局
長
）。
帰
任
後
、
聯
合
で

総
支
配
人
、
総
務
局
長
。
同
盟
発
足
時
は
専
務
理
事
。

39（
昭
和
14
）年
岩
永
裕
吉
初
代
社
長
の
急
死
を
受
け
社

長
就
任
。
同
盟
解
散
後
の
45
年
12
月
、
Ａ
級
戦
犯
容
疑

で
巣
鴨
プ
リ
ズ
ン
に
収
容
。
46
年
８
月
出
所
、
公
職
追

放
。
追
放
解
除
後
東
京
タ
イ
ム
ズ
取
締
役
、
時
事
取
締

役
、
共
同
理
事
、
日
本
電
信
電
話
公
社（
現
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）経

営
委
員
長
、
新
聞
通
信
調
査
会
会
長
、
同
盟
育
成
会
会

長
。

古
野
改
造（
ふ
る
の
・
か
い
ぞ
う
）＝
１
９
２
１
～
92　
古

野
伊
之
助
氏
長
男
。
ホ
テ
ル
・
ビ
ラ
蓼
科
社
長
。

不
破
欣
一
郎（
ふ
わ
・
き
ん
い
ち
ろ
う 

＊
）１
９
８
４
年
死
去　

聯
合
業
務
局
か
ら
電
通
に
移
り
、
営
業
局
局
長
待
遇
。

不
破
瑳
磨
太（
ふ
わ
・
さ
ま
た
）＝
１
８
８
７
～
１
９
４
７　

佐
賀
県
出
身
。
東
京
郵
便
電
信
学
校
卒
。
ジ
ャ
パ
ン
タ

イ
ム
ス
副
社
長
。
14（
大
正
３
）年
国
際
創
立
と
と
も
に

入
社
。
東
方
で
総
務
部
長
。
広
告
聯
合
社
長
を
経
て
電

通
常
務
、
専
務
。

マ
イ
ル
ズ
・
ボ
ー
ン（M

iles W
alter V

aughn

）＝
１
８

９
２
～
１
９
４
９　
米
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
出
身
。
カ
ン
ザ

ス
大
卒
。
16
年（
大
正
５
）年
Ｕ
Ｐ
入
社
。
24
年
か
ら
33

（
昭
和
８
）年
ま
で
東
京
特
派
員
。
戦
後
、
再
び
来
日
し

副
社
長
兼
極
東
総
支
配
人
。
49
年
１
月
、
上
田
碩
三
と

東
京
湾
で
カ
モ
猟
中
に
遭
難
死
。
50
年
ボ
ー
ン
国
際
記

者
賞（
現
ボ
ー
ン
・
上
田
記
念
国
際
記
者
賞
）創
設
。

堀
内
軍
平（
ほ
り
う
ち
・
ぐ
ん
ぺ
い
）＝
１
９
１
８
～
91　

和
歌
山
県
出
身
。
彦
根
高
商
卒
。
42（
昭
和
17
）年
同
盟

入
社
。
南
方
総
局
、
バ
ン
ジ
ェ
ル
マ
シ
ン
、
タ
ラ
カ
ン
、

バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
各
支
局
。
共
同
で
整
理
部
長
、
新
潟

支
局
長
、
編
集
連
絡
部
長
。

堀
川
武
夫（
ほ
り
か
わ
・
た
け
お
）＝
１
９
１
１
～
88　
広

島
県
出
身
。
東
京
大
法
卒
。
34（
昭
和
９
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
政
治
部
、
高
知
支
局
、
整
理
部
次
長
。
共
同
で
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政
経
部
。
47
年
退
社
。
広
島
大
教
授
。

堀
口
瑞
典（
ほ
り
ぐ
ち
・
よ
し
の
り
）＝
１
９
０
９
～
91　

外
交
官
堀
口
九く

萬ま

一い
ち

と
ベ
ル
ギ
ー
人
母
の
子
と
し
て
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
出
生
。
米
ミ
ズ
ー
リ
大
院
修
了
。
33（
昭

和
８
）年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
上
海
支
社
英
文
部
長
、

ビ
シ
ー
支
局
長
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
支
局
長
。
48
年
帰
国
後

共
同
入
社
。
そ
の
後
、
米
通
信
社
Ｉ
Ｎ
Ｓ
ロ
ン
ド
ン
特

派
員
、
パ
リ
特
派
員
、
産
経
新
聞
パ
リ
支
局
長
、
日
本

Ｉ
Ｂ
Ｍ
広
報
部
長
。
詩
人
堀
口
大
学
の
異
母
弟
。

堀
義
貴（
ほ
り
・
よ
し
た
か
）＝
１
８
８
５
～
１
９
７
８　

鹿
児
島
県
出
身
。
東
京
高
商
卒
。
外
務
省
に
入
省
、
駐

メ
キ
シ
コ
公
使
。
36（
昭
和
11
）年
同
盟
常
務
理
事
。

本
間
文
吉（
ほ
ん
ま
・
ぶ
ん
き
ち
）＝
１
９
０
９
～
２
０
０

５　
新
潟
県
出
身
。
東
京
高
等
工
芸
卒
。
時
事
新
報
を

経
て
37（
昭
和
12
）年
同
盟
入
社
。出
版
部
、昭
南
新
聞
会
。

共
同
で
神
戸
支
局
長
、
総
務
局
次
長
、
岡
山
支
社
長
。

【
ま
行
】

前
川
春
吉（
ま
え
か
わ
・
は
る
き
ち
）＝
１
９
１
２
～
98　

熊
本
県
出
身
。
高
小
卒
。
27（
昭
和
２
）年
電
通
入
社
、

熊
本
支
局
。
同
盟
へ
移
る
。
共
同
で
熊
本
支
局
、
同
支

局
通
信
主
任
。

前
田
廉（
ま
え
だ
・
す
な
お
）＝
１
９
０
７
～
89　
鹿
児
島

県
出
身
。
明
治
大
法
卒
。
33（
昭
和
８
）年
電
通
入
社
。

同
盟
に
移
り
社
会
部
、
北
支
総
局
、
漢
口
支
局
長
。
時

事
で
仙
台
支
社
長
、
出
版
局
長
、
連
絡
局
長
、
監
査
役
。

前
田
盛
蔵（
ま
え
だ
・
せ
い
ぞ
う 

＊
）　
外
務
省
の
支
援
で
１

９
１
９（
大
正
８
）年
北
京
に
創
刊
さ
れ
た
日
刊
紙
、
順

天
時
報
記
者
。

前
田
雄
二（
ま
え
だ
・
ゆ
う
じ
）＝
１
９
１
１
～
84　
山
梨

県
出
身
。
東
京
大
文
卒
。
35（
昭
和
10
）年
電
通
入
社
。

同
盟
に
移
り
ハ
ノ
イ
支
局
長
。
同
盟
解
散
後
は
世
界
日

報
、
日
本
新
聞
協
会
編
集
部
長
、
同
事
務
局
次
長
、
日

本
記
者
ク
ラ
ブ
事
務
局
長
、
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
専

務
。

牧
内
正
男（
ま
き
う
ち
・
ま
さ
お
）＝
１
９
０
１
～
92　
神

奈
川
県
出
身
。
東
京
大
法
卒
。
国
際
連
盟
事
務
局
、
外

務
省
を
経
て
32（
昭
和
７
）年
聯
合
入
社
。
同
盟
に
移
り

上
海
支
社
、
英
文
部
、
マ
ニ
ラ
支
局
長
、
バ
ン
コ
ク
支

社
長
。
共
同
で
特
信
文
化
部
長
、
外
国
特
信
部
長
。

牧
島
貞
一（
ま
き
し
ま
・
て
い
い
ち
）＝
１
９
０
５
～
86　

長
野
県
出
身
。
旧
制
中
卒
。
映
画
ス
タ
ジ
オ
勤
務
の
後
、

37（
昭
和
12
）年
同
盟
入
社
。
40
年
日
本
映
画
社
に
移
り

報
道
班
員
と
し
て
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
、
ソ
ロ
モ
ン
な
ど
の

海
戦
に
従
軍
。
戦
後
は
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
制
作
会
社
勤

務
。

升
井
芳
平（
ま
す
い
・
よ
し
へ
い
）＝
１
８
８
９
～
１
９
６

３　
鳥
取
県
出
身
。
逓
信
官
吏
練
習
所
卒
。
21（
大
正

10
）年
国
際
入
社
。
聯
合
を
経
て
32（
昭
和
７
）年
国
通
。

連
絡
部
長
、
常
務
理
事
編
集
局
長
の
後
、
退
社
し
同
盟

に
移
り
技
術
研
究
所
長
兼
連
絡
局
次
長
。

松
尾
節
子（
ま
つ
お
・
せ
つ
こ 

＊
、
旧
姓
上
田
）＝
２
０
０
７

年
死
去　
聯
合
の
タ
イ
ピ
ス
ト
。
同
盟
で
庶
務
部
、
北

支
総
局
。
時
事
で
厚
生
部
。

松
方
三
郎（
ま
つ
か
た
・
さ
ぶ
ろ
う
、
本
名
は
義
三
郎
＝
よ
し

さ
ぶ
ろ
う
）＝
１
８
９
９
～
１
９
７
３　
東
京
出
身
。
京

都
大
経
卒
。
南
満
州
鉄
道
を
経
て
34（
昭
和
９
）年
聯
合

入
社
。
同
盟
に
移
り
北
支
総
局
長
、
中
南
支
総
局
長
。

国
通
理
事
長
に
転
出
し
復
帰
後
、
調
査
局
長
。
共
同
で

編
集
局
長
、
専
務
理
事
。
学
生
時
代
か
ら
ア
ル
ピ
ニ
ス

ト
と
し
て
知
ら
れ
、
戦
後
日
本
山
岳
会
会
長
を
務
め
た
。

父
は
元
首
相
松
方
正
義
。

松
崎
新
一（
ま
つ
ざ
き
・
し
ん
い
ち
）＝
１
９
１
６
年
生
ま

れ　
36（
昭
和
11
）年
映
画
会
社
Ｋ
Ｓ
ト
ー
キ
ー
入
社
。

同
盟
に
よ
る
同
社
吸
収
に
よ
り
同
盟
映
画
部
へ
。
40
年
、

日
本
ニ
ュ
ー
ス
映
画
社（
翌
年
日
本
映
画
社
と
改
称
）設
立
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に
よ
り
同
社
に
移
籍
。
報
道
班
員
と
し
て
イ
ン
パ
ー
ル

作
戦
な
ど
に
従
軍
。
戦
後
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
報
道
部
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ

映
画
社
。

松
田
悟（
ま
つ
だ
・
さ
と
る 

＊
）＝
１
９
１
０
～
83　
山
口

県
出
身
。
九
州
大
法
文
卒
。
36（
昭
和
11
）年
国
通
入
社
。

同
盟
に
出
向
し
厚
和（
現
フ
フ
ホ
ト
）支
局
長
。
39
年
、

張
家
口
に
本
社
を
置
く
蒙
彊
新
聞
社
に
出
向
し
編
集
局

長
。
44
年
国
通
に
復
帰
。
帰
国
後
は
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
。

松
永
喜
雄（
ま
つ
な
が
・
よ
し
お 

＊
）＝
松
竹
蒲
田
撮
影
所

を
経
て
１
９
３
８（
昭
和
13
）年
同
盟
入
社
、
映
画
部
。

40
年
、
報
道
各
社
の
ニ
ュ
ー
ス
映
画
部
門
統
合
に
よ
り

発
足
し
た
日
本
ニ
ュ
ー
ス
映
画
社（
翌
年
日
本
映
画
社
と

改
称
）に
移
籍
。

松
野
秀
雄（
ま
つ
の
・
ひ
で
お
）＝
１
９
１
７
～
２
０
０
０　

長
崎
県
出
身
。
41（
昭
和
16
）年
同
盟
入
社
、
南
京
支
局
、

中
華
総
社
。
長
崎
支
局
で
被
ば
く
。
共
同
で
福
岡
支
社
、

鹿
児
島
支
局
長
、
長
崎
支
局
長
。

松
本
重
治（
ま
つ
も
と
・
し
げ
は
る
）＝
１
８
９
９
～
１
９

８
９　
兵
庫
県
出
身
。
東
京
大
法
卒
。
米
エ
ー
ル
大
な

ど
に
留
学
後
、東
京
大
助
手
。32（
昭
和
７
）年
聯
合
入
社
、

上
海
支
局
長
。
同
盟
で
編
集
局
長
、
常
務
理
事
。
同
盟

解
散
後
は
45
年
創
刊
の
民
報
社
長
兼
主
筆
。
そ
の
後
国

際
文
化
会
館
の
専
務
理
事
、
理
事
長
を
務
め
文
化
交
流

に
尽
力
し
た
。

松
本
昇（
ま
つ
も
と
・
の
ぼ
る 

＊
、
旧
姓
不
動
）＝
１
９
０
８

年
生
ま
れ　
大
阪
出
身
。
東
京
大
文
卒
。
32（
昭
和
７
）

年
聯
合
入
社
、
写
真
部
。
同
盟
写
真
部
。
37
年
同
盟
を

離
れ
内
閣
情
報
部
嘱
託
、
写
真
協
会
常
務
理
事
、
日
本

写
真
公
社
常
務
理
事
を
務
め
る
。
45
年
同
盟
再
入
社
。

戦
後
は
日
本
貿
易
振
興
会（
現
日
本
貿
易
振
興
機
構
）勤
務
。

不
動
健
治
の
実
弟
。

万
喜
久
太
郎（
ま
ん
・
き
く
た
ろ
う
）＝
１
９
１
０
～
93　

京
都
府
出
身
。大
阪
外
語
卒
。33（
昭
和
８
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
外
経
部
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
社
マ
レ
ー
文
主
任
。

共
同
で
モ
ス
ク
ワ
支
局
長
、
調
査
部
長
。

水
野
政
直（
み
ず
の
・
ま
さ
な
お
）＝
１
９
０
６
～
76　
東

京
出
身
。
東
北
大
法
文
卒
。
東
亜
経
済
調
査
局
を
経
て

36（
昭
和
11
）年
同
盟
入
社
、
バ
ン
コ
ク
支
局
長
、
東
亜

部
次
長
。
共
同
で
東
亜
部
長
、
ロ
ン
ド
ン
特
派
員
、
特

信
局
長
。
退
職
後
、
共
同
国
際
映
画
社
、
高
輪
ス
タ
ジ

オ
。

溝
口
五
郎（
み
ぞ
ぐ
ち
・
ご
ろ
う 

＊
）　
国
通
記
者
。
１
９
３

８（
昭
和
13
）年
か
ら
42
年
ま
で
吉
林
支
局
長
。

御
手
洗
辰
雄（
み
た
ら
い
・
た
つ
お
）＝
１
８
９
５
～
１
９

７
５　
大
分
県
出
身
。
慶
応
大
中
退
。
報
知
新
聞
社
会

部
長
な
ど
を
経
て
42（
昭
和
17
）年
東
京
新
聞
論
説
委
員

長
。
戦
後
は
政
治
評
論
家
と
し
て
活
動
。

光
永
星
郎（
み
つ
な
が
・
ほ
し
お
）＝
１
８
６
６
～
１
９
４

５　
熊
本
県
出
身
。
大
阪
公
論
、
大
阪
朝
日
新
聞
の
記

者
を
経
て
01（
明
治
34
）年
日
本
広
告
株
式
会
社
と
電
報

通
信
社
設
立
。
06
年
日
本
電
報
通
信
社
を
設
立
し
専
務
、

23（
大
正
12
）年
社
長
。
貴
族
院
議
員
に
勅
選
。
40（
昭
和

15
）年
社
長
を
辞
任
し
顧
問
。

宮
城
春
生（
み
や
ぎ
・
は
る
お
）＝
１
９
０
８
～
88　
熊
本

県
出
身
。
青
山
学
院
高
等
学
部
卒
。
32（
昭
和
７
）年
電

通
入
社
。
同
盟
に
移
り
外
経
部
、
北
支
総
局
、
済
南
支

局
、
青
島
支
局
長
。
時
事
で
外
経
部
な
ど
に
勤
務
後
退

社
、
日
刊
海
事
通
信
社
。

三
宅
敬（
み
や
け
・
け
い
）＝
１
９
１
９
～
２
０
０
７　
東

京
出
身
。
同
盟
講
習
所
卒
。
27（
昭
和
２
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
電
務
部
、
マ
ニ
ラ
支
社
。
共
同
で
電
務
部
、
伝

送
部
、
放
送
部
次
長
。

宮
沢
貞
男（
み
や
ざ
わ
・
さ
だ
お 

＊
）＝
１
９
０
８
～
99　

長
野
県
出
身
。
無
線
電
信
講
習
所
卒
。
南
洋
庁
パ
ラ
オ

電
信
局
、
聯
合
を
経
て
32（
昭
和
７
）年
国
通
入
社
。
39
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年
か
ら
同
盟
の
技
術
部
に
出
向
、
41
年
国
通
復
帰
。
戦

後
は
松
下
電
送（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）。

三
輪
啓（
み
わ
・
あ
き
ら
）＝
１
９
２
０
～
２
０
０
２　
愛

知
県
出
身
。
旧
制
成
城
高
高
等
科
卒
。
43（
昭
和
18
）年

同
盟
入
社
、
内
経
部
。
時
事
で
出
版
局
営
業
部
次
長
、

人
事
部
次
長
。

陸
奥
陽
之
助（
む
つ
・
よ
う
の
す
け
）＝
１
９
０
７
～
２
０

０
２　
英
国
生
ま
れ
。
39（
昭
和
14
）年
同
盟
に
入
り
、

海
外
部
長
の
後
、
43
年
欧
米
部
英
文
主
任
。
戦
後
は
Ｕ

Ｐ
記
者
を
経
て
イ
ン
タ
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
映
画
社
を
創
業
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
製
作
し
た
。
元
外
相
陸
奥

宗
光
の
孫
。

宗
方
小
太
郎（
む
な
か
た
・
こ
た
ろ
う
）＝
１
８
６
４
～
１

９
２
３　
熊
本
県
出
身
。
１
８
８
４（
明
治
17
）年
、
上

海
に
渡
る
。
98
年
東
亜
同
文
会
を
創
立
。
１
９
１
１
年

支
那
研
究
所
設
立
。
14（
大
正
３
）年
東
方
を
創
立
し
社

長
に
。
貴
族
院
議
員
に
勅
選
。

宗
沢
万
寿
夫（
む
ね
さ
わ
・
ま
す
お
）＝
１
９
０
６
～
94　

岡
山
県
出
身
。
早
稲
田
大
高
等
師
範
部
卒
。
30（
昭
和
５
）

年
聯
合
入
社
、
岡
谷
支
局
長
。
同
盟
で
大
阪
支
社
業
務

部
長
。
時
事
で
総
務
局
庶
務
部
長
。

村
井
茂（
む
ら
い
・
し
げ
る 

＊
）＝
１
９
１
６
～
２
０
０
９　

東
京
出
身
。
早
稲
田
大
専
門
部
卒
。
39（
昭
和
14
）年
同

盟
入
社
、
内
経
部
。
時
事
で
水
産
部
長
、
証
券
部
長
、

ソ
ウ
ル
特
派
員
。

村
上
清
弘（
む
ら
か
み
・
き
よ
ひ
ろ
）＝
１
９
１
０
～
２
０

０
０　
大
分
県
出
身
。
旧
制
中
卒
。
大
分
新
聞
を
経
て

41（
昭
和
16
）年
同
盟
入
社
、
福
岡
支
社
、
佐
賀
支
局
。

共
同
で
佐
賀
支
局
長
、
大
分
支
局
長
。

村
川
武
躬（
む
ら
か
わ
・
た
け
み
）＝
１
９
０
７
～
74　
長

崎
県
出
身
。
陸
士
予
科
中
退
。
長
崎
日
日
新
聞
を
経
て

38（
昭
和
13
）年
同
盟
入
社
。
東
亜
部
、
南
方
総
社
、
バ

リ
ッ
ク
パ
パ
ン
支
局
長
。
共
同
で
広
島
支
局
長
、
社
会

部
長
。
退
社
後
、
長
崎
新
聞
東
京
支
社
長
。

村
田
為
五
郎（
む
ら
た
・
た
め
ご
ろ
う
）＝
１
９
０
３
～
92　

三
重
県
出
身
。東
京
大
経
卒
。29（
昭
和
４
）年
電
通
入
社
。

同
盟
に
移
り
経
済
局
解
説
部
長
、
同
週
報
部
長
。
時
事

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
、
編
集
局
長
、
主
筆
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
解
説
委
員
も
務
め
た
。
放
送
文
化
賞
受
賞
。

毛
利
八
十
太
郎（
も
う
り
・
や
そ
た
ろ
う
）＝
１
８
８
２
～

１
９
５
９　
東
京
出
身
。
17
歳
で
渡
米
、
皿
洗
い
な
ど

を
し
な
が
ら
英
語
を
学
び
、
13（
大
正
２
）年
帰
国
。
英

語
教
師
と
な
り
、
18
年
夏
目
漱
石
の
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

を
英
訳
・
出
版
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
転
じ
、
国
際
を

経
て
英
文
毎
日
編
集
長
。
戦
後
は
兵
庫
県
知
事
の
顧
問

を
務
め
た
。

望
月
七
郎（
も
ち
づ
き
・
し
ち
ろ
う
）＝
１
９
１
４
～
87　

山
梨
県
出
身
。
旧
制
中
卒
。
33（
昭
和
８
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
京
城（
現
ソ
ウ
ル
）支
社
、
政
経
部
、
内
経
部
。

共
同
で
山
形
支
局
長
、
共
同
経
済
通
信
社
取
締
役
。

桃
井
幸
吉（
も
も
い
・
こ
う
き
ち 

＊
）＝
１
９
０
８
～
95　

岩
手
県
出
身
。
旧
制
中
卒
。
29（
昭
和
４
）年
電
通
入
社
。

同
盟
に
移
り
青
森
支
局
、
仙
台
支
局
。
共
同
で
仙
台
支

社
、
前
橋
支
局
長
。

森
元
治
郎（
も
り
・
も
と
じ
ろ
う
）＝
１
９
０
７
～
99　
茨

城
県
出
身
。
青
山
学
院
卒
。
30（
昭
和
５
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
で
ワ
ル
シ
ャ
ワ
支
局
長
、
マ
カ
ッ
サ
ル
支
社
長
、

航
空
部
長
。
共
同
で
論
説
委
員
。
56
年
か
ら
参
院
議
員

を
３
期
務
め
た
。

森
井
忠
之（
も
り
い
・
た
だ
ゆ
き 

＊
）　
１
９
３
９（
昭
和
14
）

年
国
通
に
入
社
、
調
査
部
。
41
年
退
社
、
満
州
新
聞
。

森
田
久（
も
り
た
・
ひ
さ
し
）＝
１
８
９
０
～
１
９
７
１　

福
岡
県
出
身
。
早
稲
田
大
専
門
部
卒
。
福
岡
日
日
新
聞
、

朝
日
新
聞
を
経
て
時
事
新
報
編
集
局
長
、
九
州
日
報
社
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長
。
37（
昭
和
12
）年
国
通
理
事
長
。
戦
後
は
夕
刊
フ
ク

ニ
チ
新
聞
会
長
。

森
山
朝
男（
も
り
や
ま
・
と
も
お
）＝
１
９
１
０
～
88　
滋

賀
県
出
身
。
神
戸
商
大
専
門
部
卒
。
32（
昭
和
７
）年
聯

合
入
社
、
神
戸
支
局
経
済
部
。
同
盟
で
神
戸
支
局
。
39

年
応
召
。
復
員
後
、
共
同
で
和
歌
山
支
局
長
、
神
戸
支

局
長
。

【
や
行
】

矢
野
ま
み
か（
や
の
・
ま
み
か 

＊
）　
１
９
３
５（
昭
和
10
）年

聯
合
入
社
、
大
阪
支
社
商
況
部
。
同
盟
で
同
支
社
連
絡

部
。

山
口
巌（
や
ま
ぐ
ち
・
い
わ
お
）＝
１
８
９
８
～
１
９
７
９　

東
京
出
身
。
20（
大
正
９
）年
国
際
入
社
。
聯
合
を
経
て

同
盟
総
務
局
長
。
聯
合
、
同
盟
在
籍
中
に
九
州
日
報
編

集
局
長
、
高
知
新
聞
常
務
、
中
部
日
本
新
聞
編
集
局
長

を
務
め
た
。
同
盟
解
散
後
は
電
通
で
監
査
役
、
常
務
、

副
社
長
。

山
口
孝（
や
ま
ぐ
ち
・
た
か
し
）＝
１
９
１
６
～
93　
長
崎

県
出
身
。
旧
制
中
中
退
。
31（
昭
和
６
）年
聯
合
入
社
。

同
盟
に
移
っ
た
後
、
一
時
佐
世
保
軍
港
新
聞
に
。
同
盟

再
入
社
後
、
札
幌
支
局
、
長
崎
支
局
。
共
同
で
大
阪
支

社
通
信
部
長
、
高
知
支
局
長
。

山
田
一
郎（
や
ま
だ
・
い
ち
ろ
う
）＝
１
９
１
９
～
２
０
１

０　
高
知
県
出
身
。
明
治
大
専
門
部
中
退
。
40（
昭
和

15
）年
国
通
入
社
。
大
連
支
社
編
集
部
、
牡
丹
江
支
社

編
集
部
、
本
社
取
材
部
。
引
き
揚
げ
後
共
同
に
入
り
文

化
部
長
、
科
学
部
長
、
大
阪
支
社
長
、
常
務
理
事
。
退

任
後
は
文
芸
評
論
活
動
。
高
知
新
聞
客
員
。

山
田
清
一
郎（
や
ま
だ
・
せ
い
い
ち
ろ
う 

＊
）＝
１
９
０
８
～

２
０
０
０　
東
京
出
身
。
法
政
大
卒
。
18（
大
正
７
）年

国
際
入
社
。
聯
合
を
経
て
同
盟
で
九
江
支
局
長
。
共
同

で
横
浜
支
局
長
、
京
都
支
局
長
、
調
査
部
長
。

山
田
実（
や
ま
だ
・
み
の
る
）＝
１
９
１
４
～
83　
埼
玉
県

出
身
。
東
京
逓
信
講
習
所
卒
。
東
京
逓
信
局
を
経
て
35

（
昭
和
10
）年
電
通
入
社
。
同
盟
に
移
り
青
島
支
局
、
北

支
総
局
、
中
支
総
局
、
ハ
ノ
イ
支
局
。
共
同
で
電
務
部
、

校
閲
部
、
浦
和
支
局
。
52
年
、
産
経
新
聞
に
移
り
青
森

支
局
長
。

山
主
敏
子（
や
ま
ぬ
し
・
と
し
こ
）＝
１
９
０
７
～
２
０
０

０　
東
京
出
身
。
青
山
女
学
院
卒
。
婦
人
毎
日
新
聞
、

婦
人
倶
楽
部
を
経
て
36（
昭
和
11
）年
同
盟
入
社
、
特
信

部
、
地
方
部
、
甲
府
支
局
。
共
同
で
文
化
部
、
論
説
委

員
。

山
根
英
夫（
や
ま
ね
・
ひ
で
お
）＝
１
９
１
９
～
２
０
１
１　

京
都
府
出
身
。
関
西
学
院
大
卒
。
42（
昭
和
17
）年
同
盟

入
社
、
大
阪
支
社
、
南
方
総
局
臨
時
在
勤
、
サ
イ
ゴ
ン

（
現
ホ
ー
チ
ミ
ン
）支
社
臨
時
在
勤
。
共
同
で
大
阪
支
社
編

集
部
。

山
本
定
治（
や
ま
も
と
・
さ
だ
じ
）＝
１
９
１
７
～
95　
静

岡
県
出
身
。
35（
昭
和
10
）年
聯
合
入
社
、
浜
松
支
局
。

商
通
へ
の
転
籍
を
経
て
同
盟
入
社
、
豊
橋
支
局
、
名
古

屋
支
社
。
共
同
で
岐
阜
支
局
通
信
主
任
。

横
田
実（
よ
こ
た
・
み
の
る
）＝
１
８
９
４
～
１
９
７
５　

栃
木
県
出
身
。
日
本
大
卒
。
中
国
で
の
新
聞
社
勤
務
を

経
て
24（
大
正
13
）年
電
通
入
社
。
北
平（
現
北
京
）勤
務

３
回
。
同
盟
に
移
り
北
支
総
局
長
、
東
亜
部
長
、
南
支

総
局
長
。

横
山
兼
光（
よ
こ
や
ま
・
か
ね
み
つ
）＝
１
９
１
１
～
２
０

０
５　
宮
崎
県
出
身
。
高
小
卒
。
25（
大
正
14
）年
電
通

入
社
。
同
盟
に
移
り
長
崎
支
局
。
共
同
で
同
支
局
通
信

主
任
。

横
山
英
志（
よ
こ
や
ま
・
ひ
で
し
）＝
１
９
１
２
年
生
ま
れ　

北
海
道
出
身
。
農
学
校
卒
。
旭
川
新
聞
を
経
て
42（
昭

和
17
）年
北
海
道
新
聞
入
社
。
43
年
か
ら
交
換
社
員
と

し
て
同
盟
へ
。
地
方
部
を
経
て
44
年
支
那
前
線
従
軍
特
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派
員
。

吉
田
松
治（
よ
し
だ
・
ま
つ
じ
）＝
１
９
０
３
～
92　
東
京

出
身
。
長
崎
電
信
学
校
卒
。
25（
大
正
14
）年
東
方
入
社
。

聯
合
を
経
て
同
盟
で
電
務
部
長
、
昭
南（
現
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
）支
社
長
。
共
同
で
技
術
部
長
、
連
絡
局
次
長
。

吉
田
義
隆（
よ
し
だ
・
よ
し
た
か 
＊
）　
欧
亜
通
信
社
社
員
。

同
社
が
解
散
し
た
た
め
44（
昭
和
19
）年
同
盟
入
社
、
経

済
局
業
務
部
。

【
ら
行
】

蠟
山
芳
郎（
ろ
う
や
ま
・
よ
し
ろ
う
）＝
１
９
０
７
～
99　

群
馬
県
出
身
。
旧
制
一
高
中
退
。
36（
昭
和
11
）年
同
盟

入
社
、
ム
ン
バ
イ
支
局
長
、
ラ
ン
グ
ー
ン（
現
ヤ
ン
ゴ
ン
）

支
局
編
集
主
任
、
ビ
ル
マ（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）支
社
長
心
得
。

戦
後
は
共
同
で
欧
米
部
次
長
、
東
亜
部
長
。

【
わ
行
】

渡
辺
孟
次（
わ
た
な
べ
・
た
け
じ
）＝
１
９
１
３
～
２
０
０

５　
東
京
出
身
。
日
本
大
外
語
学
校
中
退
。
26（
大
正

15
）年
聯
合
入
社
。
同
盟
で
中
支
総
局
、
マ
ニ
ラ
支
局
。

共
同
で
編
集
局
長
、
専
務
理
事
、
社
長
。

メ
デ
ィ
ア
以
外（
五
十
音
順
）

【
あ
行
】

愛
新
覚
羅
溥
儀（
あ
い
し
ん
か
く
ら
・
ふ
ぎ
）＝
１
９
０
６

～
１
９
６
７　
中
国
清
朝
最
後
の
皇
帝（
宣
統
帝
）。
34

（
昭
和
９
）年
満
州
国
皇
帝
に
即
位
。
日
本
敗
戦
直
後
の

45
年
８
月
18
日
退
位
。

青
野
季
吉（
あ
お
の
・
す
え
き
ち
）＝
１
８
９
０
～
１
９
６

１　
文
芸
評
論
家
。
新
潟
県
出
身
。
中
学
の
頃
か
ら
社

会
思
想
に
関
心
を
持
ち
、
読
売
新
聞
、
国
際
な
ど
に
勤

め
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
評
論
家
と
し
て
活
動
し
、

戦
後
は
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
副
会
長
を
務
め
た
。

エ
ミ
リ
オ
・
ア
ギ
ナ
ル
ド（Em

ilio A
guinaldo

）＝
１
８

６
９
～
１
９
６
４　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
独
立
運
動
指
導
者
。

１
８
９
９（
明
治
32
）年
１
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国（
第
１

共
和
国
）を
樹
立
、
初
代
大
統
領
に
就
任
。

浅
沼
稲
次
郎（
あ
さ
ぬ
ま
・
い
ね
じ
ろ
う
）＝
１
８
９
８
～

１
９
６
０　
政
治
家
。
東
京
出
身
。
日
本
社
会
党
書
記

長
を
経
て
60（
昭
和
35
）年
委
員
長
就
任
。
同
年
10
月
日

比
谷
公
会
堂
で
演
説
中
に
17
歳
の
少
年
に
刺
さ
れ
死
亡
。

芦
田
均（
あ
し
だ
・
ひ
と
し
）＝
１
８
８
７
～
１
９
５
９　

外
交
官
、
政
治
家
。
京
都
府
出
身
。
外
務
省
に
入
り
、

フ
ラ
ン
ス
や
ト
ル
コ
な
ど
に
駐
在
後
、
政
界
に
転
身
。

32（
昭
和
７
）年
衆
院
議
員
。
リ
ベ
ラ
ル
派
と
し
て
知
ら

れ
、
48
年
３
月
首
相
。

阿
南
惟
幾（
あ
な
み
・
こ
れ
ち
か
）＝
１
８
８
７
～
１
９
４

５　
陸
軍
軍
人
。
大
分
県
出
身
。
陸
軍
次
官
、
中
国
駐

留
の
第
11
軍
司
令
官
な
ど
を
経
て
、
45（
昭
和
20
）年
、

鈴
木
貫
太
郎
内
閣
の
陸
相
と
な
り
、
本
土
決
戦
を
主
張
。

敗
戦
の
日
の
８
月
15
日
自
決
。

有
田
八
郎（
あ
り
た
・
は
ち
ろ
う
）＝
１
８
８
４
～
１
９
６

５　
外
交
官
、
政
治
家
。
新
潟
県
出
身
。
36（
昭
和
11
）

年
広
田
弘
毅
内
閣
の
外
相
に
就
任
し
、
日
独
防
共
協
定

を
締
結
。
第
１
次
近
衛
文
麿
内
閣
の
外
相
と
し
て
東
亜

新
秩
序
の
建
設
を
推
進
。
戦
後
は
衆
院
議
員
。

有
吉
明（
あ
り
よ
し
・
あ
き
ら
）＝
１
８
７
６
～
１
９
３
７　

外
交
官
。
京
都
府
出
身
。
上
海
総
領
事
時
代
の
14（
大

正
３
）年
ド
イ
ツ
の
宣
伝
戦
に
対
抗
す
る
た
め
、
支
那

研
究
所
の
宗
方
小
太
郎
と
協
議
し
東
方
通
信
社
を
創
設
。

そ
の
後
、
駐
ブ
ラ
ジ
ル
大
使
、
駐
中
華
民
国
初
代
大
使

な
ど
を
歴
任
。

安
藤
輝
三（
あ
ん
ど
う
・
て
る
ぞ
う
）＝
１
９
０
５
～
36　
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陸
軍
軍
人
。
石
川
県
出
身
。
皇
道
派
青
年
将
校
の
リ
ー

ダ
ー
格
と
し
て
36（
昭
和
11
）年
の
二
・
二
六
事
件
に
関

与
。
軍
法
会
議
で
死
刑
判
決
を
受
け
、
同
年
７
月
に
処

刑
。

飯
田
信
夫（
い
い
だ
・
の
ぶ
お
）＝
１
９
０
３
～
91　
大
阪

市
出
身
の
作
曲
家
。
作
品
に
映
画
音
楽
「
異
国
の
丘
」

な
ど
。

井
口
貞
夫（
い
ぐ
ち
・
さ
だ
お
）＝
１
８
９
９
～
１
９
８
０　

外
交
官
。
和
歌
山
県
出
身
。
戦
前
、
駐
米
日
本
大
使
館

参
事
官
と
し
て
日
米
交
渉
に
携
わ
る
。
情
報
局
第
３
部

長
な
ど
を
経
て
戦
後
は
外
務
次
官
、
駐
米
大
使
。

石
川
達
三（
い
し
か
わ
・
た
つ
ぞ
う
）＝
１
９
０
５
～
85　

小
説
家
。
秋
田
県
出
身
。
35（
昭
和
10
）年
ブ
ラ
ジ
ル
移

民
の
体
験
を
基
に
著
し
た
『
蒼そ
う

氓ぼ
う

』
で
第
１
回
芥
川
賞

受
賞
。
社
会
派
と
し
て
知
ら
れ
る
。

石
坂
洋
二
郎（
い
し
ざ
か
・
よ
う
じ
ろ
う
）＝
１
９
０
０
～

86　
小
説
家
。
青
森
県
出
身
。
代
表
作
の『
青
い
山
脈
』

は
何
度
も
映
画
化
さ
れ
た
。

石
原
莞
爾（
い
し
わ
ら
・
か
ん
じ
）＝
１
８
８
９
～
１
９
４

９　
陸
軍
軍
人
。
山
形
県
出
身
。
28（
昭
和
３
）年
満
州

事
変
を
起
こ
し
た
首
謀
者
の
一
人
。
東
条
英
機
と
対
立

し
41
年
退
役
。

板
垣
征
四
郎（
い
た
が
き
・
せ
い
し
ろ
う
）＝
１
８
８
５
～

１
９
４
８　
陸
軍
軍
人
。
岩
手
県
出
身
。
関
東
軍
主
任

参
謀
と
し
て
満
州
事
変
を
計
画
。
38（
昭
和
13
）年
第
１

次
近
衛
文
麿
内
閣
の
陸
相
。
極
東
国
際
軍
事
裁
判
で
死

刑
判
決
を
受
け
処
刑
。　

市
川
正
一（
い
ち
か
わ
・
し
ょ
う
い
ち
）＝
１
８
９
２
～
１

９
４
５　
社
会
運
動
家
。
山
口
県
出
身
。
読
売
新
聞
、

国
際
な
ど
に
勤
務
後
、
23（
大
正
12
）年
に
共
産
党
入
党
。

29（
昭
和
４
）年
に
検
挙
さ
れ
、
無
期
懲
役
に
。
終
戦
前

の
45
年
３
月
に
宮
城
刑
務
所
で
獄
死
し
た
。

犬
養
健（
い
ぬ
か
い
・
た
け
る
）＝
１
８
９
６
～
１
９
６
０　

政
治
家
。
東
京
出
身
。
32（
昭
和
７
）年
の
五
・
一
五
事

件
で
暗
殺
さ
れ
た
犬
養
毅
首
相
の
息
子
。
吉
田
茂
内
閣

の
法
相
を
務
め
て
い
た
54
年
４
月
造
船
疑
獄
事
件
捜
査

で
指
揮
権
を
発
動
し
辞
任
。

井
上
準
之
助（
い
の
う
え
・
じ
ゅ
ん
の
す
け
）＝
１
８
６
９

～
１
９
３
２　
政
治
家
。
大
分
県
出
身
。
日
銀
総
裁
な

ど
を
経
て
23（
大
正
12
）年
山
本
権
兵
衛
内
閣
の
蔵
相
。

29（
昭
和
４
）年
浜
口
雄
幸
内
閣
の
蔵
相
と
し
て
金
解
禁

と
緊
縮
財
政
を
実
施
。
32
年
血
盟
団
メ
ン
バ
ー
に
暗
殺

さ
れ
る
。

岩
波
茂
雄（
い
わ
な
み
・
し
げ
お
）＝
１
８
８
１
～
１
９
４

６　
出
版
人
。
長
野
県
出
身
。
13（
大
正
２
）年
東
京
・

神
田
で
古
書
専
門
の
岩
波
書
店
を
開
業
。
翌
年
、
出
版

業
に
進
出
。

内
田
康
哉（
う
ち
だ
・
や
す
や
、
こ
う
さ
い
）＝
１
８
６
５
～

１
９
３
６　
外
交
官
、
政
治
家
。
熊
本
県
出
身
。
満
州

事
変
後
、
外
相
と
し
て
国
会
で
「
国
を
焦
土
に
し
て
も

満
州
国
の
権
益
を
譲
ら
な
い
」
と
答
弁
、
強
硬
姿
勢
は

「
焦
土
外
交
」と
呼
ば
れ
た
。

王
克
敏（
お
う
・
こ
く
び
ん
）＝
１
８
７
３
～
１
９
４
５　

中
国
の
政
治
家
。
37（
昭
和
12
）年
12
月
北
平（
現
・
北
京
）

に
樹
立
さ
れ
た
親
日
政
権
の
中
華
民
国
臨
時
政
府
の
行

政
委
員
長
。

汪
兆
銘（
お
う
・
ち
ょ
う
め
い
）＝
１
８
８
３
～
１
９
４
４　

中
国
の
政
治
家
。
王
精せ
い

衛え
い

と
も
呼
ば
れ
た
。
孫
文
の
革

命
運
動
に
参
加
。
国
民
党
幹
部
を
務
め
た
が
蔣
介
石
と

対
立
、
日
本
に
接
近
し
、
40（
昭
和
15
）年
南
京
政
府
を

樹
立
。
44
年
名
古
屋
で
病
死
。

岡
本
一
平（
お
か
も
と
・
い
っ
ぺ
い
）＝
１
８
８
６
～
１
９

４
８　
漫
画
家
。
北
海
道
出
身
。
東
京
美
術
学
校
卒
業

後
、
舞
台
芸
術
に
従
事
。
12（
大
正
元
）年
東
京
朝
日
新

聞
に
入
社
、
漫
画
を
担
当
し
た
。
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尾
崎
士
郎（
お
ざ
き
・
し
ろ
う
）＝
１
８
９
８
～
１
９
６
４　

小
説
家
。
愛
知
県
出
身
。
代
表
作
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に

な
っ
た
『
人
生
劇
場
』。
関
ケ
原
の
戦
い
を
テ
ー
マ
に

し
た『
篝か
が
り
び火

』な
ど
歴
史
小
説
も
手
掛
け
た
。

小
原
国
芳（
お
ば
ら
・
く
に
よ
し
）＝
１
８
８
７
～
１
９
７

７　
教
育
者
。
鹿
児
島
県
出
身
。
京
都
大
哲
学
科
で
西

田
幾
多
郎
に
師
事
。
26（
昭
和
元
）年
旧
制
成
城
高
校
長

に
就
任
。
29
年
玉
川
学
園
を
創
設
し
た
。

【
か
行
】

賀
川
豊
彦（
か
が
わ
・
と
よ
ひ
こ
）＝
１
８
８
８
～
１
９
６

０　
牧
師
、
社
会
運
動
家
。
兵
庫
県
出
身
。
キ
リ
ス
ト

教
の
伝
道
を
通
じ
、
貧
し
い
人
々
の
救
済
活
動
、
労
働

組
合
運
動
に
も
参
画
。
著
書
の
『
死
線
を
越
え
て
』（
20

＝
大
正
９
＝
年
）は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
。

郭
松
齢（
か
く
・
し
ょ
う
れ
い
）＝
１
８
８
３
～
１
９
２
５　

中
国
の
軍
人
。
張
作
霖
の
部
下
だ
っ
た
が
、
25（
大
正

14
）年
反
乱
を
起
こ
し
て
敗
れ
、
銃
殺
さ
れ
た
。

影
佐
禎
昭（
か
げ
さ
・
さ
だ
あ
き
）＝
１
８
９
３
～
１
９
４

８　
陸
軍
軍
人
。
広
島
県
出
身
。
39（
昭
和
14
）年
秘
密

工
作
組
織「
梅
機
関（
影
佐
機
関
）」を
設
置
し
、
汪
兆
銘

工
作
を
推
進
し
た
。

レ
フ
・
カ
ラ
ハ
ン（Lev M

ikhailovich Karakhan

）＝

１
８
８
９
～
１
９
３
７　
ソ
連
の
外
交
官
。
18（
大
正

７
）年
か
ら
外
務
人
民
委
員（
外
相
）代
理
。
中
国
に
対

す
る
不
平
等
条
約
を
破
棄
す
る
と
の
宣
言
を
行
っ
た
。

23（
大
正
12
）年
か
ら
26（
昭
和
元
）年
ま
で
駐
中
国
大
使
。

ス
タ
ー
リ
ン
の
粛
清
で
37
年
逮
捕
、
処
刑
。

河
相
達
夫（
か
わ
い
・
た
つ
お
）＝
１
８
８
９
～
１
９
６
６　

外
交
官
。
広
島
県
出
身
。
駐
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
公
使
、

情
報
局
総
裁
を
務
め
た
。

川
上
貞
奴（
か
わ
か
み
・
さ
だ
や
っ
こ
）＝
１
８
７
１
～
１

９
４
６　
俳
優
。
東
京
出
身
。
本
名
は
川
上
貞
。
日
本

の
女
優
の
草
分
け
。
自
由
民
権
運
動
の
活
動
家
、
川
上

音
二
郎
と
結
婚
後
、
川
上
一
座
の
米
国
公
演
に
同
行
し

人
気
を
博
す
。

川
越
茂（
か
わ
ご
え
・
し
げ
る
）＝
１
８
８
１
～
１
９
６
９　

外
交
官
。
宮
崎
県
出
身
。
広
東
総
領
事
、
天
津
総
領
事

な
ど
を
経
て
36（
昭
和
11
）年
駐
中
華
民
国
大
使
。

串
田
万
蔵（
く
し
だ
・
ま
ん
ぞ
う
）＝
１
８
６
７
～
１
９
３

９　
銀
行
家
。
東
京
出
身
。
米
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
卒
。

三
菱
銀
行
の
前
身
の
第
百
十
九
銀
行
入
行
。
21（
大
正

10
）年
三
菱
銀
行
会
長
就
任
。
三
菱
財
閥
の
中
心
人
物

と
し
て
活
躍
。

久
米
正
雄（
く
め
・
ま
さ
お
）＝
１
８
９
１
～
１
９
５
２　

小
説
家
、
劇
作
家
。
長
野
県
出
身
。
夏
目
漱
石
の
長
女

と
の
失
恋
を
描
い
た
小
説
『
破
船
』（
22
＝
大
正
11
＝
年
）

が
有
名
。

小
暮
美
千
代（
こ
ぐ
れ
・
み
ち
よ
）＝
１
９
１
８
～
90　
俳

優
。
山
口
県
出
身
。
38（
昭
和
13
）年
、
松
竹
に
入
り
、「
愛

染
か
つ
ら
」
で
デ
ビ
ュ
ー
。「
青
い
山
脈
」（
今
井
正
監
督
）

な
ど
に
出
演
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
熱
心
で
中
国

人
留
学
生
や
中
国
残
留
孤
児
を
支
援
し
た
。

胡
適（
こ
て
き
）＝
１
８
９
１
～
１
９
６
２　
中
国
の
思

想
家
。
米
国
に
留
学
し
、
哲
学
者
の
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー

イ
か
ら
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
学
ぶ
。
38（
昭
和
13
）年

か
ら
駐
米
大
使
。
戦
後
は
米
国
に
亡
命
し
、
後
に
台
湾

に
住
む
。

後
藤
新
平（
ご
と
う
・
し
ん
ぺ
い
）＝
１
８
５
７
～
１
９
２

９　
政
治
家
。
岩
手
県
出
身
。
06（
明
治
39
）年
南
満
州

鉄
道
初
代
総
裁
。
20（
大
正
９
）年
東
京
市
長
。
日
ソ
友

好
親
善
に
も
尽
く
し
た
。

今
日
出
海（
こ
ん
・
ひ
で
み
）＝
１
９
０
３
～
84　
小
説
家
、

評
論
家
。
北
海
道
出
身
。
太
平
洋
戦
争
中
、
陸
軍
報
道

班
員
と
し
て
従
軍
。
50（
昭
和
25
）年
『
天
皇
の
帽
子
』

で
直
木
賞
受
賞
。
68
年
初
代
文
化
庁
長
官
。
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【
さ
行
】

西
園
寺
公
望（
さ
い
お
ん
じ
・
き
ん
も
ち
）＝
１
８
４
９
～

１
９
４
０　
政
治
家
。
京
都
府
出
身
。
06（
明
治
39
）年

と
11
年
の
２
回
、
首
相
に
就
任
。
19（
大
正
８
）～
20
年

の
パ
リ
講
和
会
議
で
首
席
全
権
を
務
め
る
。
歴
代
首
相

の
選
出
に
あ
た
り
影
響
力
を
発
揮
し
た
。

エ
リ
ス
・
ザ
カ
ラ
イ
ア
ス（Ellis M

ark Zacharias

）＝

１
８
９
０
～
１
９
６
１　
米
海
軍
軍
人
。
戦
前
、
駐
日

大
使
館
に
勤
務
。
45（
昭
和
20
）年
４
月
戦
争
情
報
局
勤

務
と
な
り
、
ラ
ジ
オ
を
通
じ
た
対
日
心
理
作
戦
に
従
事
。

「
ザ
カ
ラ
イ
ア
ス
放
送
」と
し
て
知
ら
れ
た
。

迫
水
久
常（
さ
こ
み
ず
・
ひ
さ
つ
ね
）＝
１
９
０
２
～
77　

大
蔵
官
僚
、
政
治
家
。
鹿
児
島
県
出
身
。
36（
昭
和
11
）

年
の
二
・
二
六
事
件
当
時
、
義
父
に
当
た
る
岡
田
啓
介

首
相
の
秘
書
官
を
務
め
、
45
年
鈴
木
貫
太
郎
内
閣
の
書

記
官
長
。
戦
後
は
経
済
企
画
庁
長
官
な
ど
を
歴
任
。

里
村
欣
三（
さ
と
む
ら
・
き
ん
ぞ
う
）＝
１
９
０
２
～
45　

小
説
家
。
岡
山
県
出
身
。
本
名
は
前
川
二に

享き
ょ
う。
兵
役
を

逃
れ
、
満
州
を
放
浪
。
太
平
洋
戦
争
中
は
陸
軍
報
道
班

員
と
し
て
従
軍
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
死
亡
。
作
品
に
『
苦

力
頭
の
表
情
』な
ど
。

重
光
葵（
し
げ
み
つ
・
ま
も
る
）＝
１
８
８
７
～
１
９
５
７　

外
交
官
、
政
治
家
。
大
分
県
出
身
。
駐
ソ
、
駐
英
大
使

な
ど
を
歴
任
し
、
東
条
英
機
、
小
磯
国
昭
内
閣
の
外
相

を
務
め
る
。
45（
昭
和
20
）年
９
月
ミ
ズ
ー
リ
艦
上
で
行

わ
れ
た
降
伏
文
書
の
調
印
式
で
日
本
全
権
と
し
て
署
名
。

下
田
歌
子（
し
も
だ
・
う
た
こ
）＝
１
８
５
４
～
１
９
３
６　

教
育
者
、
歌
人
。
岐
阜
県
出
身
。
１
８
９
９（
明
治
32
）

年
実
践
女
子
学
園
の
前
身
で
あ
る
実
践
女
学
校
お
よ
び

女
子
工
芸
学
校
を
東
京
・
麹
町
に
設
立
。

バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー（G

eorge Bernard Shaw

）＝
１

８
５
６
～
１
９
５
０　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
文
学
者
、
劇

作
家
、評
論
家
。25（
大
正
14
）年
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
。

代
表
作
品
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・
レ

デ
ィ
」の
原
作
に
も
な
っ
た
戯
曲『
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
』。

蔣
介
石（
し
ょ
う
・
か
い
せ
き
）＝
１
８
８
７
～
１
９
７
５　

中
国
の
政
治
家
。07（
明
治
40
）年
日
本
に
留
学
。帰
国
後
、

辛
亥
革
命
に
参
加
し
、
28（
昭
和
３
）年
に
国
民
政
府（
南

京
）主
席
。
反
共
政
策
を
推
進
し
た
が
抗
日
の
た
め
国

共
合
作
に
合
意
。
48
年
初
代
中
華
民
国
総
統
に
な
っ
た

が
、
49
年
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
、
内
戦
に
敗
れ
、

台
湾
に
逃
れ
た
。

曽
仲
鳴（
そ
う
・
ち
ゅ
う
め
い
）＝
１
９
０
１
～
１
９
３
９　

中
国
の
政
治
家
。
仏
リ
ヨ
ン
大
に
留
学
。
帰
国
後
、
汪

兆
銘
の
側
近
と
な
る
。
39（
昭
和
14
）年
３
月
20
日
ハ
ノ

イ
で
暗
殺
団
に
銃
撃
さ
れ
翌
日
死
亡
。

宋
哲
元（
そ
う
・
て
つ
げ
ん
）＝
１
８
８
５
～
１
９
４
０　

中
国
の
軍
人
。
35（
昭
和
10
）年
華
北
の
地
方
政
権
「
冀

察
政
務
委
員
会
」の
委
員
長
。

【
た
行
】

田
中
隆
吉（
た
な
か
・
り
ゅ
う
き
ち
）＝
１
８
９
３
～
１
９

７
２　
陸
軍
軍
人
。
島
根
県
出
身
。
32（
昭
和
７
）年
１

月
上
海
で
中
国
人
に
日
本
人
僧
侶
を
襲
撃
、
死
傷
さ
せ

た
事
件
を
主
導
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
機
に
日
中
は

険
悪
化
し
、
第
１
次
上
海
事
変
に
つ
な
が
っ
た
。

段
祺
瑞（
だ
ん
・
き
ず
い
）＝
１
８
６
５
～
１
９
３
６　
中

国
安
徽
省
出
身
の
軍
閥
。
17（
大
正
６
）～
18
年
、
寺
内

正
毅
内
閣
か
ら
西
原
借
款
の
援
助
を
受
け
た
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
プ
リ
ン（C

harles C
haplin

）=

１

８
８
９
～
１
９
７
７　
映
画
俳
優
、
監
督
。
英
国
出
身
。

「
喜
劇
王
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。
笑
い
と
ユ
ー
モ
ア
を

通
じ
社
会
を
鋭
く
批
判
し
、
庶
民
の
哀
愁
を
描
い
た
。

代
表
作
は『
モ
ダ
ン
・
タ
イ
ム
ス
』『
独
裁
者
』『
ラ
イ
ム

ラ
イ
ト
』な
ど
。
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張
学
良（
ち
ょ
う
・
が
く
り
ょ
う
）＝
１
９
０
１
～
２
０
０

１　
中
国
の
軍
人
、
政
治
家
。
張
作
霖
の
長
男
。
父
の

死
後
、
東
北
部
の
実
権
を
掌
握
。
36（
昭
和
11
）年
西
安

で
蔣
介
石
を
監
禁
し
て
内
戦
終
結
と
抗
日
を
要
求
。
戦

後
は
台
湾
に
連
行
さ
れ
、
90（
平
成
２
）年
ま
で
軟
禁
下

に
置
か
れ
た
。

張
作
霖（
ち
ょ
う
・
さ
く
り
ん
）＝
１
８
７
５
～
１
９
２
８　

満
州（
現
中
国
東
北
部
）の
軍
閥
。
満
州
で
の
権
益
拡
大

を
図
る
日
本
に
非
協
力
的
だ
っ
た
た
め
、
28（
昭
和
３
）

年
に
関
東
軍
の
仕
組
ん
だ
列
車
爆
破
で
殺
害
さ
れ
た
。

辻
政
信（
つ
じ
・
ま
さ
の
ぶ
）＝
１
９
０
２
～
68　
陸
軍
軍

人
、
政
治
家
。
石
川
県
出
身
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
や
マ

レ
ー
上
陸
作
戦
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
攻
防
戦
な
ど
に
参

画
。
戦
後
、
華
僑
虐
殺
の
容
疑
が
か
か
っ
た
た
め
僧
に

変
装
し
て
東
南
ア
ジ
ア
や
中
国
に
潜
伏
。
潜
伏
中
の
記

録
を
『
潜
行
三
千
里
』
と
し
て
出
版
。
そ
の
後
国
会
議

員
に
な
っ
た
が
61（
昭
和
36
）年
、
ラ
オ
ス
で
失
跡
。

土
橋
勇
逸（
つ
ち
は
し
・
ゆ
う
い
つ
）＝
１
８
９
１
～
１
９

７
１　
陸
軍
軍
人
。
佐
賀
県
出
身
。
37（
昭
和
12
）年
、

在
仏
日
本
大
使
館
付
武
官
。
そ
の
後
フ
ィ
リ
ピ
ン
攻
略

作
戦
に
参
画
、
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
上
陸
し
た
。
第
38
軍

司
令
官
と
し
て
ハ
ノ
イ
駐
屯
中
に
終
戦
を
迎
え
た
。

鄭
孝
胥（
て
い
・
こ
う
し
ょ
）＝
１
８
６
０
～
１
９
３
８　

中
国
の
外
交
官
、
政
治
家
、
書
家
。
福
建
省
出
身
。
辛

亥
革
命
で
退
位
し
た
宣
統
帝（
愛
新
覚
羅
溥
儀
）の
教
育

係
、
32（
昭
和
７
）年
、
満
州
国
国
務
総
理
。

寺
内
寿
一（
て
ら
う
ち
・
ひ
さ
い
ち
）＝
１
８
７
９
～
１
９

４
６　
陸
軍
軍
人
。
東
京
出
身
。
寺
内
正
毅
元
首
相
の

長
男
。
36（
昭
和
11
）年
、
広
田
弘
毅
内
閣
の
陸
相
。
衆

院
で
の「
腹
切
り
」問
答
で
、同
内
閣
の
総
辞
職
を
招
く
。

41
年
11
月
南
方
軍
総
司
令
官
。
敗
戦
後
、
抑
留
先
の
マ

レ
ー
シ
ア
で
病
死
。

東
郷
茂
徳（
と
う
ご
う
・
し
げ
の
り
）＝
１
８
８
２
～
１
９

５
５　
外
交
官
、
政
治
家
。
鹿
児
島
県
出
身
。
駐
独
、

駐
ソ
大
使
を
経
て
太
平
洋
戦
争
開
戦
時
は
東
条
英
機
内

閣
の
外
相
、
敗
戦
時
は
鈴
木
貫
太
郎
内
閣
の
外
相
。
極

東
国
際
軍
事
裁
判
で
Ａ
級
戦
犯
と
し
て
20
年
の
禁
固
刑

を
受
け
た
。

東
条
英
機（
と
う
じ
ょ
う
・
ひ
で
き
）＝
１
８
８
４
～
１
９

４
８　
陸
軍
軍
人
、
政
治
家
。
東
京
出
身
。
40（
昭
和

15
）年
、
第
２
次
近
衛
文
麿
内
閣
の
陸
相
。
41
年
10
月

近
衛
内
閣
の
総
辞
職
を
受
け
て
首
相
に
就
任
。
極
東
国

際
軍
事
裁
判
で
Ａ
級
戦
犯
に
問
わ
れ
死
刑
判
決
を
受
け

処
刑
。

富
沢
有
為
男（
と
み
さ
わ
・
う
い
お
）＝
１
９
０
２
～
70　

小
説
家
。
大
分
県
出
身
。
37（
昭
和
12
）年
仏
留
学
時
代

を
描
い
た
『
地
中
海
』
で
芥
川
賞
受
賞
。
戦
中
は
陸
軍

報
道
班
員
と
し
て
南
方
に
従
軍
取
材
。

【
な
行
】

中
島
弥
団
次（
な
か
じ
ま
・
や
だ
ん
じ
）＝
１
８
８
６
～
１

９
６
２　
政
治
家
。
高
知
県
出
身
。
24（
大
正
13
）年
内

務
官
僚
か
ら
浜
口
雄
幸
蔵
相
の
秘
書
官
へ
。
28（
昭
和

３
）年
衆
院
議
員
。
翌
年
浜
口
首
相
秘
書
官
。

丹
生
誠
忠（
に
う
・
ま
さ
た
だ
）＝
１
９
０
８
～
36　
陸
軍

中
尉
。
鹿
児
島
県
出
身
。
36（
昭
和
11
）年
の
二
・
二
六

事
件
に
参
加
し
、
陸
相
官
邸
を
占
拠
。
同
年
７
月
に
処

刑
。
岡
田
啓
介
首
相
と
は
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
。

【
は
行
】

バ
ー
・
モ
ー（Ba M

aw

）＝
１
８
９
３
～
１
９
７
７　

ビ
ル
マ（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）の
政
治
家
。
33（
昭
和
８
）年
貧

民
党
を
結
成
。
43
年
日
本
軍
政
下
で
国
家
主
席
に
就
任

し
た
。

バ
オ
ダ
イ（Bao D

ai

）＝
１
９
１
３
～
97　
１
８
０
２

年
か
ら
１
９
４
５
年
ま
で
存
在
し
た
ベ
ト
ナ
ム
阮(

げ
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ん)
朝
最
後
の
皇
帝
。
第
２
次
世
界
大
戦
中
は
日
本
軍

に
協
力
。
戦
後
は
ベ
ト
ミ
ン
に
接
近
し
た
が
、
55（
昭

和
30
）年
失
脚
、
フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
。

橋
本
群（
は
し
も
と
・
ぐ
ん
）＝
１
８
８
６
～
１
９
６
３　

陸
軍
軍
人
。
広
島
県
出
身
。
支
那
駐
屯
軍
参
謀
長
を
務

め
て
い
た
37（
昭
和
12
）年
７
月
に
起
き
た
盧
溝
橋
事
件

処
理
で
停
戦
に
努
め
る
。

長
谷
川
伸（
は
せ
が
わ
・
し
ん
）＝
１
８
８
４
～
１
９
６
３　

小
説
家
、
劇
作
家
。
神
奈
川
県
出
身
。
母
と
生
き
別
れ

た
経
験
を
テ
ー
マ
に
し
た
戯
曲『
瞼ま
ぶ
たの
母
』が
代
表
作
。

浜
口
雄
幸（
は
ま
ぐ
ち
・
お
さ
ち
）＝
１
８
７
０
～
１
９
３

１　
政
治
家
。
高
知
県
出
身
。
立
憲
民
政
党
の
初
代
総

裁
。
29（
昭
和
４
）年
７
月
浜
口
内
閣
を
発
足
さ
せ
、
緊

縮
財
政
、
金
解
禁
を
推
進
。
30
年
11
月
東
京
駅
で
右
翼

に
狙
撃
さ
れ
重
傷
を
負
い
、
翌
年
４
月
に
総
辞
職
し
た
。

ク
ラ
イ
ド
・
パ
ン
グ
ボ
ー
ン（C

lyde Edw
ard Pang-

born

）＝
１
８
９
４
～
１
９
５
８　
米
国
の
飛
行
家
。

31（
昭
和
６
）年
10
月
ヒ
ュ
ー
・
ハ
ー
ン
ド
ン（H

ugh 

H
erndon

）と
と
も
に
単
発
機
「
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
」

で
初
の
太
平
洋
無
着
陸
飛
行
に
成
功
。

東
久
邇
稔
彦（
ひ
が
し
く
に
・
な
る
ひ
こ
）＝
１
８
８
７
～

１
９
９
０　
皇
族
、
軍
人
。
45（
昭
和
20
）年
８
月
敗
戦

に
よ
る
鈴
木
貫
太
郎
内
閣
の
総
辞
職
を
受
け
て
東
久
邇

内
閣
を
組
閣
。
連
合
国
軍
総
司
令
部（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）に
治
安

維
持
法
の
廃
止
な
ど
を
迫
ら
れ
同
年
10
月
総
辞
職
。

火
野
葦
平（
ひ
の
・
あ
し
へ
い
）＝
１
９
０
７
～
60　
小
説

家
。
福
岡
県
出
身
。
38（
昭
和
13
）年
『
糞
尿
譚
』
で
芥

川
賞
受
賞
。『
麦
と
兵
隊
』『
土
と
兵
隊
』『
花
と
兵
隊
』

の
兵
隊
三
部
作
で
知
ら
れ
る
。

平
沼
騏
一
郎（
ひ
ら
ぬ
ま
・
き
い
ち
ろ
う
）＝
１
８
６
７
～

１
９
５
２　
法
務
官
僚
、
政
治
家
。
岡
山
県
出
身
。
検

事
総
長
な
ど
を
経
て
39（
昭
和
14
）年
首
相
。
枢
密
院
議

長
と
し
て
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
無
条
件
降
伏
に
反
対
し
、

極
東
国
際
軍
事
裁
判
で
は
Ａ
級
戦
犯
と
し
て
終
身
刑
を

受
け
た
。

平
林
初
之
輔（
ひ
ら
ば
や
し
・
は
つ
の
す
け
）＝
１
８
９
２

～
１
９
３
１　
評
論
家
。
京
都
府
出
身
。
や
ま
と
新
聞

を
経
て
20（
大
正
９
）年
に
国
際
入
社
。
外
電
翻
訳
作
業

に
従
事
す
る
傍
ら
、
社
会
主
義
の
研
究
を
進
め
る
。
パ

リ
留
学
中
に
客
死
。

広
田
弘
毅（
ひ
ろ
た
・
こ
う
き
）＝
１
８
７
８
～
１
９
４
８　

外
交
官
、
政
治
家
。
福
岡
県
出
身
。
駐
ソ
大
使
を
経
て

33（
昭
和
８
）年
に
外
相
。
二
・
二
六
事
件
後
に
首
相
。

37
年
再
び
外
相
に
就
任
、
ソ
連
を
介
し
た
和
平
工
作
に

失
敗
。
極
東
国
際
軍
事
裁
判
で
は
Ａ
級
戦
犯
と
し
て
死

刑
判
決
を
受
け
処
刑
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン（W

illiam
 W

. Fried-

m
an

）＝
１
８
９
１
～
１
９
６
９　
米
陸
軍
の
暗
号
専

門
家
。
暗
号
解
読
部
門
の
「
シ
グ
ナ
ル
・
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス（
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）」
を
率
い
、
40（
昭
和

15
）年
日
本
軍
の「
紫
暗
号
」の
解
読
に
成
功
し
た
。

ス
ベ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン（Sven A

nders H
edin

）＝
１
８
６

５
～
１
９
５
２　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
地
理
学
者
、
探
検

家
。
１
８
９
３（
明
治
26
）年
か
ら
08
年
に
か
け
て
中
央

ア
ジ
ア
を
実
地
踏
査
し
、
古
代
都
市
楼
蘭
の
遺
跡
な
ど

発
掘
。

方
振
武（
ほ
う
・
し
ん
ぶ
）＝
１
８
８
５（
82
年
説
も
）～
１

９
４
１　
中
国
の
軍
人
。
安
徽
省
出
身
。
28（
昭
和
３
）

年
の
済
南
事
件
で
日
本
軍
と
戦
い
、
そ
の
後
、
反
蔣
介

石
・
反
日
の
立
場
を
維
持
し
た
。

ス
バ
ス
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス（Subhas C

handra 

Bose

）＝
１
８
９
７
～
１
９
４
５　
イ
ン
ド
の
独
立
運

動
家
。
44（
昭
和
19
）年
１
月
ボ
ー
ス
率
い
る
自
由
イ
ン

ド
仮
政
府
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
ビ
ル
マ
に
進
出
。
日

本
敗
戦
で
独
立
計
画
は
消
滅
、
台
湾
で
の
飛
行
機
事
故



【winCC2020】証言・通信社史〈931007〉／ name

796メディア以外

で
死
亡
。

堀
田
善
衛（
ほ
っ
た
・
よ
し
え
）＝
１
９
１
８
～
98　
小
説

家
、
評
論
家
。
富
山
県
出
身
。
52（
昭
和
27
）年
『
広
場

の
孤
独
』
で
芥
川
賞
受
賞
。
55
年
南
京
事
件
を
テ
ー
マ

に
し
た『
時
間
』を
発
表
。

本
間
雅
晴（
ほ
ん
ま
・
ま
さ
は
る
）＝
１
８
８
７
～
１
９
４

６　
陸
軍
軍
人
。
新
潟
県
出
身
。
太
平
洋
戦
争
開
始
と

と
も
に
ル
ソ
ン
島
に
上
陸
。
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た

「
バ
タ
ー
ン
死
の
行
進
」
の
責
任
を
問
わ
れ
、
戦
後
マ

ニ
ラ
軍
事
裁
判
で
死
刑
判
決
を
受
け
処
刑
。

【
ま
行
】

牧
野
伸
顕（
ま
き
の
・
の
ぶ
あ
き
）＝
１
８
６
１
～
１
９
４

９　
政
治
家
。
鹿
児
島
県
出
身
。
第
１
次
西
園
寺
公
望

内
閣
で
文
相
、
第
１
次
山
本
権
兵
衛
内
閣
で
外
相
。
36

（
昭
和
11
）年
の
二
・
二
六
事
件
で
襲
撃
さ
れ
た
が
難
を

免
れ
た
。
昭
和
天
皇
の
信
頼
が
厚
か
っ
た
。

松
井
石
根（
ま
つ
い
・
い
わ
ね
）＝
１
８
７
８
～
１
９
４
８　

陸
軍
軍
人
。
愛
知
県
出
身
。
37（
昭
和
12
）年
８
月
の
第

２
次
上
海
事
変
の
際
に
上
海
派
遣
軍
司
令
官
。
極
東
国

際
軍
事
裁
判
で
南
京
大
虐
殺
の
責
任
を
問
わ
れ
死
刑
判

決
を
受
け
処
刑
。

松
井
翠
声（
ま
つ
い
・
す
い
せ
い
）＝
１
９
０
０
～
73　
本

名
五い

百お

井い

清
栄
。
無
声
映
画
、
特
に
外
国
映
画
の
弁
士

と
し
て
活
躍
。
後
に
漫
談
家
、
司
会
者
、
映
画
俳
優
。

松
井
太
久
郎（
ま
つ
い
・
た
く
ろ
う
）＝
１
８
８
７
～
１
９

６
９　
陸
軍
軍
人
。
福
岡
県
出
身
。
関
東
軍
参
謀
な
ど

を
経
て
36（
昭
和
11
）年
北
平（
現
北
京
）特
務
機
関
長
。

松
岡
洋
右（
ま
つ
お
か
・
よ
う
す
け
）＝
１
８
８
０
～
１
９

４
６　
政
治
家
。
山
口
県
出
身
。
満
州
事
変
後
の
32（
昭

和
７
）年
政
府
全
権
と
し
て
国
際
連
盟
総
会
に
派
遣
さ

れ
、
満
州
か
ら
の
日
本
軍
撤
退
勧
告
案
が
可
決
さ
れ
る

と
総
会
を
退
場
。
40
年
第
２
次
近
衛
文
麿
内
閣
の
外
相

と
し
て
日
独
伊
三
国
同
盟
の
締
結
を
推
進
。
極
東
国
際

軍
事
裁
判
で
Ａ
級
戦
犯
に
問
わ
れ
た
が
、
判
決
前
に
病

死
。

松
平
慶
民（
ま
つ
だ
い
ら
・
よ
し
た
み
）＝
１
８
８
２
～
１

９
４
８　
政
治
家
。
英
国
留
学
後
、
宮
内
省（
当
時
）に

入
り
、34（
昭
和
９
）年
式
部
長
官
。46
年
最
後
の
宮
内
相
。

47
年
初
代
宮
内
府
長
官
。

松
村
秀
逸（
ま
つ
む
ら
・
し
ゅ
う
い
つ
）＝
１
９
０
０
～
62　

陸
軍
軍
人
。
熊
本
県
出
身
。
大
本
営
陸
軍
部
報
道
部
長
、

情
報
局
第
１
部
長
な
ど
を
務
め
戦
中
の
報
道
統
制
に
関

与
。
戦
後
は
参
院
議
員
。

三
木
清（
み
き
・
き
よ
し
）＝
１
８
９
７
～
１
９
４
５　
哲

学
者
。
兵
庫
県
出
身
。
ド
イ
ツ
に
留
学
。
帰
国
後
、
法

政
大
教
授
を
務
め
る
。
治
安
維
持
法
違
反
容
疑
で
摘
発

さ
れ
、
45（
昭
和
20
）年
９
月
獄
中
死
。
死
後
刊
行
さ
れ

た『
人
生
論
ノ
ー
ト
』は
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
に
。

ミ
ス
タ
ン
ゲ
ッ
ト（M

istinguett

）＝
１
８
７
５
～
１
９

５
６　
本
名
ジ
ャ
ン
ヌ
マ
リ
ー
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
。
仏

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
、女
優
。95（
明
治
28
）年
に
デ
ビ
ュ
ー
。

華
麗
な
舞
台
で
「
レ
ビ
ュ
ー
の
女
王
」
な
ど
と
称
さ
れ

た
。

【
や
行
】

矢
部
貞
治（
や
べ
・
て
い
じ
）＝
１
９
０
２
～
67　
政
治
学

者
、
評
論
家
。
鳥
取
県
出
身
。
戦
中
は
近
衛
文
麿
内
閣

の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て「
新
体
制
運
動
」の
推
進
に
貢
献
。

戦
後
は
拓
殖
大
総
長
。

山
崎
巌（
や
ま
ざ
き
・
い
わ
お
）＝
１
８
９
４
～
１
９
６
８　

内
務
官
僚
、
政
治
家
。
福
岡
県
出
身
。
警
視
総
監
な
ど

を
経
て
終
戦
直
後
の
東
久
邇
内
閣
で
内
相
。
共
産
主
義

者
に
対
す
る
弾
圧
的
発
言
の
た
め
罷
免
さ
れ
る
。

山
下
奉
文（
や
ま
し
た
・
と
も
ゆ
き
）＝
１
８
８
５
～
１
９

４
６　
陸
軍
軍
人
。
高
知
県
出
身
。
41（
昭
和
16
）年
12
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月
の
マ
レ
ー
作
戦
を
指
揮
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
英

パ
ー
シ
バ
ル
将
軍
に
降
伏
を
迫
っ
た
。
そ
の
後
フ
ィ
リ

ピ
ン
戦
線
司
令
官
。
戦
後
、
住
民
殺
害
な
ど
戦
争
犯
罪

に
問
わ
れ
、
マ
ニ
ラ
軍
事
裁
判
で
死
刑
判
決
を
受
け
処

刑
。

横
山
隆
一（
よ
こ
や
ま
・
り
ゅ
う
い
ち
）＝
１
９
０
９
～
２

０
０
１　
漫
画
家
。
高
知
市
出
身
。
戦
前
か
ら
戦
後
に

か
け
て
新
聞
連
載
さ
れ
た『
フ
ク
ち
ゃ
ん
』が
代
表
作
。

芳
沢
謙
吉（
よ
し
ざ
わ
・
け
ん
き
ち
）＝
１
８
７
４
～
１
９

６
５　
外
交
官
。
新
潟
県
出
身
。
23（
大
正
12
）年
、
駐

中
国
公
使
。
ソ
連
の
カ
ラ
ハ
ン
大
使
と
日
ソ
国
交
回
復

を
交
渉
し
、
日
ソ
基
本
条
約
に
調
印
。
32（
昭
和
７
）年

犬
養
毅
内
閣
の
外
相
。

吉
田
茂（
よ
し
だ
・
し
げ
る
）＝
１
８
７
８
～
１
９
６
７　

政
治
家
。
東
京
出
身
。
外
務
次
官
を
経
て
36（
昭
和
11
）

年
駐
英
大
使
。
太
平
洋
戦
争
に
反
対
し
て
憲
兵
に
拘
束

さ
れ
た
。
戦
後
は
外
相
を
務
め
た
後
46
年
首
相
。
51
年
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
講
和
条
約
と
日
米
安
全
保
障
条

約
に
調
印
。「
ワ
ン
マ
ン
宰
相
」と
し
て
知
ら
れ
た
。

吉
積
正
雄（
よ
し
づ
み
・
ま
さ
お
）＝
１
８
９
３
～
１
９
８

５　
陸
軍
軍
人
。
広
島
県
出
身
。
40（
昭
和
15
）年
情
報

局
第
２
部
長
に
就
任
、
新
聞
統
合
を
主
導
し
た
。

ア
ド
ル
フ
・
ヨ
ッ
フ
ェ（A

dolf A
bram

ovich Joffe

）＝

１
８
８
３
～
１
９
２
７　
ソ
連
外
交
官
。
22（
大
正
11
）

年
か
ら
駐
中
国
大
使
。
東
京
で
後
藤
新
平
ら
と
日
ソ
国

交
回
復
を
交
渉
。
27（
昭
和
２
）年
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る

ト
ロ
ツ
キ
ー
派
粛
正
に
抗
議
し
て
自
殺
。

米
内
光
政（
よ
な
い
・
み
つ
ま
さ
）＝
１
８
８
０
～
１
９
４

８　
海
軍
軍
人
。
岩
手
県
出
身
。
連
合
艦
隊
司
令
長
官

や
海
相
を
経
て
40（
昭
和
15
）年
１
月
首
相
。
日
独
伊
三

国
同
盟
の
締
結
に
反
対
し
陸
軍
と
対
立
、
同
年
７
月
総

辞
職
。
そ
の
後
海
相
と
し
て
戦
争
終
結
を
目
指
す
。

【
ら
行
】

ホ
セ
・
ラ
ウ
レ
ル（Jose Laurel

）＝
１
８
９
１
～
１
９

５
９　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
政
治
家
。
43（
昭
和
18
）年
10
月

日
本
軍
政
下
で
大
統
領（
第
２
共
和
国
）に
就
任
。
一
時

日
本
に
亡
命
し
戦
後
、
政
界
に
復
帰
。

バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル（Bertrand Russell

）＝
１

８
７
２
～
１
９
７
０　
英
国
の
哲
学
者
、
数
学
者
、
平

和
活
動
家
。
50（
昭
和
25
）年
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
。

著
書
に『
西
洋
哲
学
史
』『
数
学
の
原
理
』（
共
著
）な
ど
。

李
香
蘭（
り
・
こ
う
ら
ん
）＝
１
９
２
０
～
２
０
１
４　
俳

優
、
歌
手
、
政
治
家
。
旧
満
州
生
ま
れ
。
本
名
は
大
鷹

淑
子
。
38（
昭
和
13
）年
満
州
映
画
協
会
か
ら
李
香
蘭
の

名
で
デ
ビ
ュ
ー
。
46
年
に
帰
国
し
「
山
口
淑
子
」
の
名

で
芸
能
活
動
に
復
帰
。
74
年
参
院
議
員
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ（C

harles Lindbergh

）

＝
１
９
０
２
～
74 

米
国
の
飛
行
家
。
27（
昭
和
２
）年

「
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
セ
ン
ト
ル
イ
ス
号
」
で
大
西
洋

の
単
独
無
着
陸
横
断
飛
行
に
初
め
て
成
功
。
31
年
夫
妻

で
北
太
平
洋
を
飛
行
し
日
本
を
訪
れ
た
。

魯
迅（
ろ
じ
ん
）＝
１
８
８
１
～
１
９
３
６　
中
国
の
文

学
者
。
浙
江
省
紹
興
出
身
。
02（
明
治
35
）年
日
本
留
学
。

医
学
か
ら
文
学
の
道
へ
進
む
。
作
品
に
『
狂
人
日
記
』

『
阿
Ｑ
正
伝
』な
ど
。

マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ロ
ハ
ス（M

anuel Roxas

）＝
１
８
９
２

～
１
９
４
８　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
政
治
家
。
46（
昭
和
21
）

年
７
月
米
国
の
統
治
か
ら
独
立
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和

国（
第
３
共
和
国
）の
初
代
大
統
領
。
在
任
中
に
死
去
。

【
わ
行
】

和
知
鷹
二（
わ
ち
・
た
か
じ
）＝
１
８
９
３
～
１
９
７
８　

陸
軍
軍
人
。
広
島
県
出
身
。
関
東
軍
参
謀
、
南
方
軍
総

参
謀
副
長
、
中
国
憲
兵
隊
司
令
官
な
ど
を
歴
任
。
戦
後
、

戦
犯
と
し
て
巣
鴨
拘
置
所
に
拘
留
。
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▽「
報
道
報
国
の
旗
の
下
に
」（
新
聞
通
信
調
査
会
記
録
集
）

〈
談
話
〉国
際
経
済
通
信
の
初
期﹇
第
1
章
第
1
節
﹈

〈
座
談
会
〉大
阪
で
活
躍
し
た
人
﹇々
第
1
章
第
1
節
﹈

大
震
災
で
大
阪
は
非
常
態
勢
〜
座
談
会
補
足﹇
第
1
章
第
1
節
﹈

〈
座
談
会
〉東
方
時
代
の
思
い
出﹇
第
1
章
第
2
節
﹈

〈
座
談
会
〉北
京
時
代
の
平
田
さ
ん
の
思
い
出﹇
第
1
章
第
2
節
﹈

〈
座
談
会
〉国
際
か
ら
聯
合
へ﹇
第
2
章
第
1
節
﹈

〈
座
談
会
〉聯
合
と
内
信（
第
1
部
）﹇
第
2
章
第
1
節
﹈

〈
座
談
会
〉聯
合
と
内
信（
第
2
部
）﹇
第
2
章
第
1
節
﹈

〈
座
談
会
〉広
告
聯
合
の
思
い
出﹇
第
2
章
第
1
節
﹈

聯
合
の
内
信
開
始
と
10
年
間
の
活
躍﹇
第
2
章
第
1
節
﹈

諸
先
達
の
教
訓﹇
第
2
章
第
1
節
﹈

決
定
的
な
1
／
15
秒
〜
浜
口
首
相
狙
撃
の
瞬
間﹇
第
2
章
第
2
節
﹈

〈
座
談
会
〉満
州
国
の
最
後﹇
第
3
章
第
2
節
﹈

〈
座
談
会
〉日
中
事
変
下
の
同
盟﹇
第
4
章
第
2
節
﹈

刑
場
か
ら
奇
跡
の
生
還
〜
通
州
事
件﹇
第
4
章
第
2
節
﹈

同
盟
の
影
武
者
〜
柳
町
精
氏﹇
第
4
章
第
2
節
﹈

〈
座
談
会
〉大
屋
、
萩
野
両
君
を
し
の
ん
で﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

〈
座
談
会
〉新
聞
統
制
に
つ
い
て﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

米
飛
行
機
の
写
真
を
ス
ク
ー
プ﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

〈
座
談
会
〉太
平
洋
戦
争
と
南
方（
第
1
部
）﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

仏
印
進
出
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

短
命
だ
っ
た
タ
ラ
カ
ン
支
局﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

陸
海
軍
の
板
狭
み
で
苦
し
ん
だ
メ
ナ
ド
支
局﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

2
カ
月
の
命
だ
っ
た
パ
ラ
オ
支
局﹇
第
5
章
第
3
節
］

〈
座
談
会
〉空
襲
下
の
同
盟
本
社
〜
戦
争
末
期
か
ら
終
戦
ま
で﹇
第
6
章
第
1
節
﹈

〈
座
談
会
〉太
平
洋
戦
争
と
南
方（
第
2
部
）﹇
第
6
章
第
3
節
﹈

〈
座
談
会
〉終
戦
前
後
の
比
島﹇
第
6
章
第
3
節
﹈

つ
い
に
巴
港
の
灯
を
見
た
〜
樺
太
か
ら
の
引
き
揚
げ﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

終
戦
で
孤
立
、
死
闘
重
ね
騒
乱
の
平
壌
脱
出﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

集
中
営
か
ら
コ
レ
ラ
船
ヘ
〜
ハ
ノ
イ
か
ら
の
引
き
揚
げ﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

ゴ
ム
林
で
の
降
伏
式﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

敗
戦
、
抑
留
、
ニ
ュ
ー
ス
戦
〜
マ
カ
ッ
サ
ル
か
ら
の
引
き
揚
げ﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

空
襲
の
ア
ン
ボ
ン
か
ら
極
楽
島
の
メ
ダ
ン
へ﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

ア
ル
プ
ス
山
麓
で
終
戦
、
米
国
経
由
で
帰
国﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

列
車
で
ベ
ル
リ
ン
脱
出
、
最
後
の
電
報
は
ヒ
ト
ラ
ー
自
殺﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

〈
座
談
会
〉無
線
の
活
躍﹇
第
7
章
第
1
節
﹈

奉
天
時
代
の
無
電﹇
第
7
章
第
1
節
﹈

〈
座
談
会
〉敗
戦
と
同
盟
〜
終
戦
か
ら
解
散
ま
で﹇
第
8
章
第
1
節
﹈

▽「
新
聞
通
信
調
査
会
報
」「
メ
デ
ィ
ア
展
望
」

〈
座
談
会
〉葵
町
事
務
所
の
ケ
ネ
デ
ィ﹇
第
1
章
第
1
節
﹈

社
を「
お
店
」と
い
っ
た
時
代﹇
第
1
章
第
1
節
﹈

無
料
だ
っ
た
国
際
経
済
週
報﹇
第
1
章
第
1
節
﹈

満
鉄
の
未
承
認
鉄
道
敷
設
を
特
報﹇
第
1
章
第
1
節
﹈

打
っ
て
も
打
っ
て
も
原
稿
の
山﹇
第
1
章
第
1
節
﹈

御
大
典
報
道
に
て
ん
て
こ
舞
い﹇
第
1
章
第
1
節
﹈

岩
永
さ
ん
の
合
服﹇
第
1
章
第
1
節
﹈

商
業
通
信
と
聯
合
は
相
互
共
助﹇
第
2
章
第
1
節
﹈
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五・一
五
事
件
首
謀
者
の
留
守
宅
取
材﹇
第
2
章
第
1
節
﹈

経
済
通
信
20
年
と
思
い
出
の
人
﹇々
第
2
章
第
1
節
﹈

一
日
の
仕
事
は
外
電
受
信
か
ら﹇
第
2
章
第
1
節
﹈

聯
合
・
大
連
で
経
済
通
信﹇
第
2
章
第
1
節
﹈

太
平
洋
無
着
陸
横
断
飛
行
の
報
道
合
戦﹇
第
2
章
第
1
節
﹈

社
会
部
1
年
生
で
大
相
撲
取
材﹇
第
2
章
第
1
節
﹈

北
満
鉄
道
の
買
収
交
渉
取
材﹇
第
2
章
第
1
節
﹈

「
聯
絡
操
典
」と
新
米
速
記
者﹇
第
2
章
第
1
節
﹈

バ
ッ
グ
便
の
中
身
は
写
真
と
原
稿﹇
第
2
章
第
1
節
﹈

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
走
り
抜
け﹇
第
2
章
第
1
節
﹈

居
残
り
仕
事
も
度
﹇々
第
2
章
第
1
節
﹈

合
併
契
約
書
案
文
を
タ
イ
プ﹇
第
2
章
第
1
節
﹈

ご
機
嫌
な
青
春
〜
新
聞
聯
合［
第
2
章
第
1
節
﹈

帝
国
通
信
か
ら
新
聞
聯
合
へ［
第
2
章
第
1
節
﹈

同
報
電
話
方
式
を
開
発﹇
第
2
章
第
1
節
﹈

ア
ン
ゴ
ー
か
ら
ス
ピ
グ
ラ
へ﹇
第
2
章
第
2
節
﹈

私
の
上
海
特
急﹇
第
2
章
第
2
節
﹈

写
真
送
稿
で
電
通
に
勝
つ
〜
マ
ニ
ラ
の
極
東
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク﹇
第
2
章
第
2
節
﹈

魯
迅
も
危
う
く
拷
問
に﹇
第
2
章
第
3
節
﹈

直
通
電
話
開
通
で
青
森
へ﹇
第
2
章
第
4
節
﹈

カ
メ
ラ
マ
ン
は「
ボ
ン
タ
キ
3
年
」﹇
第
2
章
第
4
節
﹈

上
田
碩
三
さ
ん
の
こ
と﹇
第
2
章
第
4
節
﹈

満
州
事
変
発
生
の
一
報
を
受
け
る﹇
第
2
章
第
4
節
﹈

満
州
里
で
中
国
軍
に
捕
ま
る﹇
第
2
章
第
4
節
﹈

岩
永
意
見
書
が
国
通
誕
生
の
発
端﹇
第
3
章
第
1
節
﹈

新
米
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
こ
ろ﹇
第
3
章
第
1
節
﹈

編
集
局
の
日
曜
昼
下
が
り﹇
第
3
章
第
1
節
﹈

視
察
経
済
人
の
案
内
役
も﹇
第
3
章
第
1
節
﹈

最
後
の
関
東
軍
報
道
班
員
に﹇
第
3
章
第
1
節
﹈

日
満
回
線
北
端
の
速
記
者﹇
第
3
章
第
1
節
﹈

の
ん
び
り
し
た
ハ
ル
ビ
ン
時
代﹇
第
3
章
第
1
節
﹈

酷
寒
の
大
興
安
嶺
を
捜
索
飛
行﹇
第
3
章
第
1
節
﹈

東
条
の
一
声
で
ぶ
ち
込
ま
れ
る﹇
第
3
章
第
1
節
﹈

ノ
モ
ン
ハ
ン
で
爆
撃
機
に
同
乗
取
材﹇
第
3
章
第
1
節
﹈

振
り
回
さ
れ
た
関
特
演﹇
第
3
章
第
1
節
﹈

日
満
直
通
専
用
電
話
の
威
力﹇
第
3
章
第
1
節
﹈

ハ
イ
ラ
ル
支
局
始
末
記﹇
第
3
章
第
1
節
﹈

馬
占
山
戦
死
の
誤
認
〜
身
代
わ
り
残
し
て
ソ
連
に
脱
出﹇
第
3
章
第
1
節
﹈

満
州
崩
壊
と
国
通
の
終
焉
に
立
ち
会
う﹇
第
3
章
第
2
節
﹈

岡
田
首
相
生
存
の
速
報
に
成
功﹇
第
4
章
第
1
節
﹈

小
料
理
屋
で
見
か
け
た
首
謀
者
の
安
藤
大
尉﹇
第
4
章
第
1
節
﹈

自
宅
金
庫
か
ら
株
券
を﹇
第
4
章
第
2
節
﹈

広
安
門
事
件
で
撃
ち
合
い
の
現
場
に﹇
第
4
章
第
2
節
﹈

嫌
だ
っ
た
戦
死
者
の
留
守
宅
回
り﹇
第
4
章
第
2
節
﹈

盧
溝
橋
事
件
が「
同
盟
ニ
ュ
ー
ス
映
画
」第
1
号﹇
第
4
章
第
2
節
﹈

忘
れ
ら
れ
な
い
朝
日
・
緒
方
氏
の
発
言﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

中
支
戦
線
の
古
野
・
板
垣
会
談﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

南
方
出
張
で
古
野
さ
ん
と
合
流﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

カ
メ
ラ
マ
ン
は
ネ
ク
タ
イ
を﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

戦
時
下
で
古
野
さ
ん
と
歌
舞
伎
論
議﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

電
話
で
社
長
に「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
」﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

「
二
千
六
百
年
記
念
式
」を
代
表
撮
影﹇
第
4
章
第
3
節
﹈
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初
仕
事
は
杭
州
湾
上
陸
の
ニ
ュ
ー
ス
映
画﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

電
力
国
家
管
理
計
画
を
ス
ク
ー
プ﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

消
え
て
な
く
な
っ
た
学
芸
欄﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

聯
合
、
電
通
の
人
事
カ
ー
ド
を
整
理﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

五
鬼
上
事
務
所
か
ら
同
盟
へ﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

職
場
旅
行
は
半
ば
強
制﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

外
信
原
稿
も
タ
イ
プ﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

株
相
場
を
伝
え
る「
歩
み
」係﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

調
査
部
作
り
で
大
激
論﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

内
経
部
の
第
1
号
部
員﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

電
聯
合
併
で
編
集
ス
タ
ッ
フ
大
幅
増﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

人
海
戦
術
で
相
場
速
報﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

写
真
の
バ
ッ
グ
便
通
信﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

電
聯
合
併
直
後
の
政
治
部﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

入
社
後
8
カ
月
で
入
営﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

入
社
当
時
の
同
僚﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

速
記
者
の
入
社
試
験﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

千
葉
空
襲
で
稲
毛
海
岸
に
逃
げ
る﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

札
幌
支
局
を
開
設﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

開
設
当
時
の
新
潟
支
局﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

特
高
が
毎
日
、
支
局
に﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

電
聯
合
併
後
の
岡
山
支
局﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

記
事
は
自
転
車
で
配
達﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

中
国
人
名
は
頭
痛
の
種﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

佐
賀
支
局
を
開
設
し
定
年
ま
で﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

デ
ス
ク
に
怒
鳴
ら
れ
る
日
﹇々
第
4
章
第
3
節
﹈

組
閣
テ
ン
ト
村
か
ら
大
火
取
材
へ
直
行﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

通
称
や
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
び
合
い﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

秘
書
業
務
の
合
間
に
公
園
で
教
練﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

大
屋
久
寿
雄
の
大
虚
報
～
国
益
の
た
め
目
を
つ
ぶ
っ
て﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

憲
兵
隊
で
取
り
調
べ
受
け
罰
金
刑﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

豪
華
バ
ッ
テ
リ
ー
の
親
善
野
球﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

商
都
天
津
で
商
品
市
況
を
取
材﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

命
懸
け
た
青
春
の
同
盟
時
代﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

上
海
陥
落
を
最
前
線
で﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

米
英
の
資
産
凍
結
措
置
で
香
港
支
局
閉
鎖﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

独
ソ
秘
密
協
定
を
ス
ク
ー
プ﹇
第
4
章
第
5
節
﹈

ロ
ン
ド
ン
大
空
襲
で
被
爆﹇
第
4
章
第
5
節
﹈

フ
ァ
シ
ス
ト
党
員
の
支
局
助
手﹇
第
4
章
第
5
節
﹈

戦
争
直
前
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
局﹇
第
4
章
第
5
節
﹈

シ
ド
ニ
ー
支
局
開
設
と
経
済
通
信
開
始﹇
第
4
章
第
5
節
﹈

真
珠
湾
攻
撃
の
外
国
ラ
ジ
オ
放
送
を
傍
受﹇
第
5
章
第
1
節
﹈

日
米
開
戦
時
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
局﹇
第
5
章
第
1
節
﹈

眼
前
で
開
戦
の
火
ぶ
た﹇
第
5
章
第
1
節
﹈

緒
戦
の
マ
ニ
ラ
で
抑
留﹇
第
5
章
第
1
節
﹈

乏
し
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
情
報﹇
第
5
章
第
1
節
﹈

戦
時
下
、
対
外
英
文
放
送
の
記
事
執
筆﹇
第
5
章
第
1
節
﹈

収
入
不
足
分
は
政
府
が
負
担
〜
戦
時
下
の
同
盟
経
理﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

社
長
指
示
で
市
政
会
館
に
会
議
室
設
営﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

室
蘭
支
局
の
開
設
か
ら
撤
収
ま
で﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

鉄
道
電
話
で
仙
台
大
空
襲
の
一
報﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

無
線
機
持
ち
鳥
取
大
地
震
現
場
に﹇
第
5
章
第
2
節
﹈
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無
線
機
は
日
銀
支
店
の
地
下
室
に﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

開
戦
当
日
は
終
日
勤
務﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

早
め
に
配
信
終
え
、
釣
り
に﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

業
種
別
通
信
の
発
想
は
大
阪
内
信
部﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

同
盟
航
空
部
始
末
記﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

幻
の
東
南
海
大
地
震
の
津
波
目
撃﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

古
野
さ
ん
に
晒
巻
く﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

死
を
覚
悟
の
後
、
突
然
の
帰
国
命
令﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

松
本
編
集
局
長
の
言
葉﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

わ
ず
か
2
カ
月
の
勤
務﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

日
比
谷
公
園
で
銃
剣
術
の
訓
練﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

長
谷
川
さ
ん
の
口
述
筆
記﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

多
摩
川
寮
の
寮
長
、
隣
組
長
に﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

同
盟
時
代
に
応
召
、
復
員
後
共
同
へ﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

軍
事
訓
練
、
も
ん
ぺ
代
わ
り
に
パ
ジ
ャ
マ
姿﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

重
要
書
類
は
多
摩
川
べ
り
の
家
屋
に
疎
開﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

天
皇
の
東
京
大
空
襲
被
災
地
視
察
を
代
表
撮
影﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

空
襲
で
同
盟
別
館
全
焼﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

中
之
島
の
渡
辺
橋
下
で
活
動
再
開﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

平
穏
破
る
重
大
発
表
予
告
～
鈴
木
内
閣
誕
生
の
夜﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

「
敵
性
情
報
」ま
た
は「
特
情
」の
こ
と﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

カ
メ
ラ
で
追
っ
た
戦
時
下
の
南
方﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

数
々
の
歴
史
的
瞬
間
を
撮
影﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

そ
れ
は
地
獄
だ
っ
た
〜
激
戦
地
歩
ん
だ
報
道
班
員﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

反
戦
分
子
と
勘
違
い
さ
れ
拘
引﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

従
軍
記
者
に
破
格
の
餞
別﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

鉛
筆
に
銀
文
字
で「
同
盟
」の
刻
印﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

今
も
口
ず
さ
む「
報
道
戦
士
の
歌
」﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

北
千
島
従
軍
記﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

従
軍
で
強
行
軍
の
厳
し
さ
味
わ
う﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

内
蒙
古
・
包
頭
で
迎
え
た
正
月﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

敗
戦
後
、
青
島
市
の
寛
大
な
措
置﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

石
門
で
経
済
通
信
発
行﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

「
神
戸
丸
」の
沈
没
〜
二
百
数
十
人
死
亡
も
闇
に﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

南
方
特
派
員
団
を
高
雄
港
に
案
内﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
の
死
に
遭
遇﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
前
線
支
局
へ﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

混
乱
も
な
く
収
容
地
カ
ン
エ
ン
へ﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

サ
イ
ゴ
ン
で「
同
盟
ニ
ュ
ー
ス
」発
行﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

「
陣
中
西
貢
新
聞
」を
発
行﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

仏
主
権
下
で
軍
機
関
紙
装
う﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

終
戦
近
づ
き
支
局
に
ぎ
や
か
に﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

タ
イ
ピ
ン
支
局
開
設
か
ら
終
戦
ま
で﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
新
聞
発
行﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

貨
物
船
雇
い
、
コ
メ
の
買
い
出
し﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

昭
南
の〝
陽
気
な
娘
た
ち
”﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

同
盟
だ
け
に
事
務
所
設
置
許
可﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

飢
え
と
熱
病
の
北
ボ
ル
ネ
オ
戦
線﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
支
局
始
末
記﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

軍
が
日
本
人
の
身
辺
調
査
〜
マ
カ
ッ
サ
ル
支
社﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

石
油
の
島
タ
ラ
カ
ン
に
支
局
開
設﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

米
軍
上
陸
で
山
に
逃
げ
る﹇
第
5
章
第
3
節
﹈
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飛
行
機
で
連
続
3
度
の
命
拾
い﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

心
強
か
っ
た
同
盟
の
海
外
総
支
局﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

グ
ア
ム
島
玉
砕
戦
従
軍
記
〜
ジ
ャ
ン
グ
ル
彷
徨
の
末
捕
虜
に﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
敗
戦
の
衝
撃﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

ソ
ロ
モ
ン
海
戦
の
敗
因
は
陸
海
軍
の
抗
争﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

狭
ま
る
包
囲
網
か
ら
脱
出
〜
敗
戦
直
前
の
ベ
ル
リ
ン﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
沿
線
に
敗
色
漂
う﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

外
交
断
絶
後
に
独
房
へ
〜
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

開
戦
で
リ
オ
通
信
員
か
ら
戦
時
調
査
室
へ﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

エ
ン
ピ
ツ
1
本
の
重
さ﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

ニ
ュ
ー
ス
映
像
で
悪
戦
苦
闘
〜
伝
え
切
れ
な
か
っ
た
戦
争
の
悲
惨﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

同
盟
中
枢
の
松
代
移
転
計
画﹇
第
6
章
第
1
節
﹈

蓼
科
高
原
に
農
場
を
建
設﹇
第
6
章
第
1
節
﹈

河
川
敷
開
墾
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑﹇
第
6
章
第
1
節
﹈

本
土
決
戦
に
備
え
る﹇
第
6
章
第
1
節
﹈

米
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
、
ザ
カ
ラ
イ
ア
ス
と
の
対
話﹇
第
6
章
第
1
節
﹈

終
戦
で
単
身
者
は
日
本
料
理
屋
跡
に
収
容﹇
第
6
章
第
2
節
﹈

一
晩
で
上
海
の
街
は
一
変﹇
第
6
章
第
2
節
﹈

華
南
総
局
の
仕
事
納
め﹇
第
6
章
第
2
節
﹈

ミ
ン
ダ
ナ
オ
山
中
を
さ
ま
よ
う﹇
第
6
章
第
3
節
﹈

兄
・
黒
沢
俊
雄
の
思
い
出﹇
第
6
章
第
3
節
﹈

原
爆
投
下
48
時
間
の
恐
怖
〜
そ
の
と
き
私
は
広
島
に﹇
第
6
章
第
4
節
﹈

支
社
長
以
下
5
名
が
犠
牲
に﹇
第
6
章
第
4
節
﹈

支
社
長
の
柩
は
箪
笥
の
引
き
出
し﹇
第
6
章
第
4
節
﹈

支
局
の
屋
根
割
れ
、
窓
吹
き
飛
ぶ﹇
第
6
章
第
4
節
﹈

敗
軍
の
将
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
涙﹇
第
6
章
第
5
節
﹈

長
谷
川
局
長
の
夜
中
の
電
話﹇
第
6
章
第
5
節
﹈

日
比
谷
公
園
で
写
真
を
焼
却﹇
第
6
章
第
5
節
﹈

「
筆
剣
一
如
」の
日
の
丸
肩
に
入
隊﹇
第
6
章
第
5
節
﹈

深
夜
に
終
戦
詔
書
を
受
信﹇
第
6
章
第
5
節
﹈

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
電
を
受
信﹇
第
6
章
第
5
節
﹈

「
玉
音
放
送
」を
反
訳
す
る﹇
第
6
章
第
5
節
﹈

不
発
に
終
わ
っ
た
暗
号
解
読﹇
第
6
章
第
5
節
﹈

戦
時
下
同
盟
の
対
外
放
送﹇
第
6
章
第
5
節
﹈

終
戦
第
1
号
は
10
万
部
が
即
日
売
り
切
れ
〜
世
界
週
報﹇
第
6
章
第
5
節
﹈

軍
報
道
部
か
ら
情
報
取
り
に
同
盟
へ﹇
第
6
章
第
5
節
﹈

シ
ベ
リ
ア
・
チ
タ
監
獄
の
浴
場﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

サ
イ
ゴ
ン
終
戦
記
〜
生
涯
忘
れ
得
な
い
現
地
人
の
好
意﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

最
後
の
西
貢
通
信
は
総
選
挙
結
果﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

暗
号
表
、
肌
身
離
さ
ず
解
読
作
業﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

ニ
ュ
ー
ス
翻
訳
の
報
酬
は
た
ば
こ
2
箱﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

P
R
ビ
ラ
を
執
筆
、
ボ
ル
ネ
オ
全
土
に
散
布﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

金
の
延
べ
棒
腹
に
巻
き
収
容
所
へ﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

遭
難
前
夜
の
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

ポ
ー
タ
ブ
ル
無
線
機
秘
話﹇
第
7
章
第
1
節
﹈

昭
和
史
と
歩
ん
だ
数
奇
な
経
験﹇
第
7
章
第
1
節
﹈

同
盟
式
文
字
電
送
機﹇
第
7
章
第
2
節
﹈

自
殺
未
遂
の
東
条
邸
へ
〜
最
後
の
同
盟
記
者﹇
第
8
章
第
2
節
﹈

▽「
同
盟
通
信
社
報
」

議
会
取
材
の
楽
屋
裏﹇
第
4
章
第
3
節
﹈

8
日
間
の
監
禁
生
活
〜
開
戦
当
時
の
ブ
ラ
ジ
ル﹇
第
4
章
第
5
節
﹈
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▽「
南
船
北
馬
」

覆
面
部
隊
で
中
国
に
無
線
連
絡
網
構
築﹇
第
1
章
第
2
節
﹈

西
安
事
件
ス
ク
ー
プ
の
経
緯﹇
第
2
章
第
3
節
﹈

学
卒
浪
人
か
ら
聯
合
北
京
支
局
入
社﹇
第
2
章
第
3
節
﹈

束
の
間
だ
っ
た
上
海
支
局
長﹇
第
2
章
第
3
節
﹈

上
海
で
ロ
イ
タ
ー
電
を
転
送﹇
第
2
章
第
3
節
﹈

国
際
通
信
入
社
1
カ
月
で
聯
合
発
足﹇
第
2
章
第
3
節
﹈

汪
政
権
の
成
立
か
ら
崩
壊
ま
で
見
届
け﹇
第
2
章
第
3
節
﹈

聯
合
、
同
盟
で
中
国
生
活
14
年﹇
第
2
章
第
3
節
﹈

上
海
は
国
際
宣
伝
戦
の
坩
堝﹇
第
2
章
第
3
節
﹈

汪
兆
銘
狙
撃
現
場
を
撮
影﹇
第
2
章
第
3
節
﹈

戦
争
取
材
で
中
国
各
地
を
転
﹇々
第
2
章
第
4
節
﹈

松
岡
外
相
と
満
鉄
マ
ン﹇
第
3
章
第
1
節
﹈

盧
溝
橋
事
件
の
取
材
を
志
願﹇
第
4
章
第
2
節
﹈

名
門
近
衛
家
の
悲
劇﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

勉
強
家
だ
っ
た
ギ
ン
ス
バ
ー
グ﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

暗
号
戦
争
に
敗
れ
た
日
本﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

北
京
で
写
し
た
不
滅
の
名
印
画﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

軍
馬
輸
送
の
専
用
車
で
天
津
赴
任﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

新
婚
早
々
に
赤
紙
、
6
年
の
軍
隊
生
活﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

『
麦
と
兵
隊
』さ
な
が
ら
の
従
軍﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

宣
伝
上
手
だ
っ
た
中
国
軍﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

南
京
虫
の
襲
撃
で
夜
も
寝
ら
れ
ず﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

南
京
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
本
語
教
師﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

汪
政
権
要
人
の「
愚
園
帖
」﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

1
9
3
0
年
代
の
上
海
の
人
﹇々
第
4
章
第
4
節
﹈

崇
明
島
に
不
時
着
し
た
同
盟
機﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

小
型
無
電
機
と
と
も
に
前
線
へ﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

中
支
の
経
済
状
況
を
取
材﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

記
者
ク
ラ
ブ
視
察
団
の
揚
子
江
下
航
記﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

海
南
島
で
海
軍
爆
撃
機
に
同
乗﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

死
も
覚
悟
し
た「
写
真
大
観
」取
材﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

水
牛
道
連
れ
に
従
軍
、
最
前
線
へ﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

包
と
蛋
民
の
暮
ら
し﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

忘
れ
ら
れ
な
い
蒙
古
人
の
親
切﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

連
れ
去
ら
れ
た
上
海
ロ
イ
タ
ー
社
員﹇
第
5
章
第
1
節
﹈

綿
花
生
産
地
で
買
い
付
け
状
況
視
察﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

44
年
冬
の
深
夜
の
北
京
駅﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

親
日
中
国
人
に
日
本
人
警
官
が
暴
言﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

最
後
の
従
軍
記
事
は
洛
陽
占
領﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

残
念
だ
っ
た
伊
大
型
客
船
の
自
沈﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

南
京
支
局
社
宅
の
怪
談﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

快
適
だ
っ
た
2
年
間
の
上
海
勤
務﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

上
海
で
外
電
カ
バ
ー
、
不
安
覚
え
る﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

南
支
総
局
ビ
ル
に
機
銃
掃
射﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

広
東
支
局
草
創
の
こ
ろ﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

汪
兆
銘
主
席
と
近
衛
公
の
一
言﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

忘
れ
ら
れ
な
い
総
局
の
中
国
人﹇
第
6
章
第
2
節
﹈

中
華
総
社
職
員
に
敵
の
ス
パ
イ﹇
第
6
章
第
2
節
﹈

9
月
に
は
叢
書『
原
子
爆
弾
』発
行﹇
第
6
章
第
4
節
﹈

最
後
に
帰
国
、
社
に
席
な
し﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

漢
口
、
引
き
揚
げ
日
録﹇
第
6
章
第
6
節
﹈
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▽「
マ
カ
ッ
サ
ル
支
社
局
の
記
録
」

最
も
危
険
な
ア
ン
ボ
ン
支
局﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

セ
レ
ベ
ス
山
中
で
阿
南
大
将
と
会
見﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

人
情
に
国
境
な
し﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

同
盟
の
灯
、
燃
や
し
続
け
る﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

苦
難
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
逃
避
行﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

マ
ハ
カ
ム
川
河
口
で
被
弾
、
漂
流﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

敗
戦
後
、
地
獄
に
突
き
落
と
さ
れ
る﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

▽「
太
平
」

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
を
海
外
向
け
に
放
送﹇
第
6
章
第
4
節
﹈

▽「
共
同
通
信
社
友
会
会
報
」

半
蔵
門
の
反
乱
軍
を
撮
影﹇
第
4
章
第
1
節
﹈

同
盟
大
阪
支
社
が
炎
上﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

ビ
ル
マ
前
線
基
地
に
碁
盤
と
碁
石﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

現
地
召
集
で
ビ
ル
マ
戦
線
へ﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

敵
の
魚
雷
攻
撃
を
同
盟
機
か
ら
目
撃﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

負
傷
の
支
局
長
が
投
下
の
第
一
報﹇
第
6
章
第
4
節
﹈

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
日
本
兵
を
見
届
け﹇
第
6
章
第
6
節
﹈

〈
座
談
会
〉通
信
近
代
化
の
夜
明
け﹇
第
7
章
第
1
節
﹈

〈
座
談
会
〉先
手
を
取
っ
た
同
盟
解
散﹇
第
8
章
第
2
節
﹈

▽「
十
五
年
の
あ
ゆ
み
」

経
済
通
信
の
草
創
時
代﹇
第
1
章
第
1
節
﹈

日
刊
紙「
太
原
新
聞
」発
行﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

危
険
顧
み
ず
山
中
単
独
行﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

半
生
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て﹇
第
4
章
第
4
節
﹈

初
の
本
土
空
襲
で
本
社
に
駆
け
込
む﹇
第
5
章
第
2
節
﹈

保
定
で
イ
ナ
ゴ
退
治
に
参
加﹇
第
5
章
第
3
節
﹈

書
類
焼
却
を
手
伝
う﹇
第
6
章
第
5
節
﹈

▽
新
聞
通
信
調
査
会
所
蔵
資
料

古
野
伊
之
助
社
長
訓
示（
９
月
17
日
）﹇
第
8
章
第
1
節
﹈

同
盟
通
信
社
第
33
回
理
事
会
速
記
録﹇
第
8
章
第
1
節
﹈

同
盟
通
信
社
第
34
回
理
事
会
速
記
録﹇
第
8
章
第
1
節
﹈

同
盟
通
信
社
第
13
回（
臨
時
）社
員
総
会
速
記
録﹇
第
8
章
第
1
節
﹈

古
野
伊
之
助
社
長
訓
示（
10
月
15
日
）﹇
第
8
章
第
1
節
﹈

▽
そ
の
他

北
京
〜
済
南
の
航
空
便
試
乗﹇
第
1
章
第
1
節
﹈
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掲
載
写
真
・
図
版
の
出
典

本
書
に
掲
載
し
た
写
真
や
図
版
の
出
典
は
以
下
の
通
り
。

▼
新
聞
通
信
調
査
会
所
蔵（
新
聞
通
信
調
査
会
、
同
盟
な
ど
の
出
版
物
を
含
む
）

	・
ケ
ネ
デ
ィ
邸
ス
ケ
ッ
チ（
５
㌻
）＝「
新
聞
通
信
調
査
会
報
」42
号
よ
り

	・
ジ
ョ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
・
ケ
ネ
デ
ィ（
５
㌻
）＝『
五
風
十
雨
』よ
り

	・
ケ
ネ
デ
ィ
、
岩
永
、
古
野
、
結
束（
10
㌻
）＝『
五
風
十
雨
』よ
り

	・
宗
方
小
太
郎（
43
㌻
）＝『
通
信
社
史
』よ
り

	・
佐
藤
顕
理
ら
３
人（
79
㌻
）＝『
通
信
社
史
』よ
り

	・
聯
合
の
新
社
屋
＝（
90
㌻
）『
通
信
社
史
』よ
り

	・
光
永
星
郎（
１
２
０
㌻
）＝『
通
信
社
史
』よ
り

	・
徳
光
衣
城（
１
２
６
㌻
）＝「
メ
デ
ィ
ア
展
望
」第
６
９
９
号
よ
り

	・
東
川
嘉
一（
１
３
５
㌻
）＝『
通
信
社
史
』よ
り

	・
赤
紙（
１
３
６
㌻
）

	・
報
道
用
カ
メ
ラ
、
ア
ン
ゴ
ー
と
パ
ル
モ
ス（
１
５
５
㌻
）

	・
極
東
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会（
１
５
８
㌻
）『
新
聞
写
真
年
鑑
』
１
９
３
３
～
34
年
版

よ
り

	・
松
本
重
治（
１
６
７
㌻
）

	・
国
通
本
社
ビ
ル（
２
０
４
㌻
）＝『
満
州
国
現
勢
』（
１
９
３
９
年
刊
）よ
り

	・
満
州
映
画
の
撮
影
風
景（
２
０
７
㌻
）＝『
満
州
国
現
勢
』（
１
９
３
９
年
刊
）よ
り

	・
大
屋
久
寿
雄（
３
０
９
㌻
）＝「
メ
デ
ィ
ア
展
望
」第
６
１
９
号
よ
り

	・
萩
野
伊
八（
３
０
９
㌻
）＝「
メ
デ
ィ
ア
展
望
」５
９
１
号
よ
り

	・
上
海
・
閘
北
地
区
の
日
本
軍
兵
士（
３
４
８
㌻
）＝
『
新
聞
写
真
年
鑑
』
１
９
３
９

年
版
よ
り

	・
黒
潮
会
晩
さ
ん
会（
３
５
７
㌻
）

	・
同
盟
の
経
理
部（
３
９
２
㌻
）

	・
同
盟
機
前
の
山
内
機
長
、
森
航
空
部
次
長（
４
０
１
㌻
）

	・
焼
失
前
の
同
盟
大
阪
支
社（
４
１
７
㌻
）

	・
炎
上
す
る
同
盟
大
阪
支
社（
４
１
７
㌻
）

	・
長
谷
川
才
次
外
信
部
長（
４
２
２
㌻
）

	・
同
盟
機
前
の
小
路
カ
メ
ラ
マ
ン（
４
２
６
㌻
）

	・
日
英
司
令
官
会
見
報
じ
る（
４
２
8
㌻
）＝「
同
盟
写
真
特
報
」１
６
８
８
号
よ
り

	・
従
軍
中
の
日
映
潮
田
カ
メ
ラ
マ
ン（
４
３
３
㌻
）

	・
同
盟
の
社
名
入
り
鉛
筆（
４
３
７
㌻
）＝「
新
聞
通
信
調
査
会
報
」３
６
９
号
よ
り

	・
昭
南
の
娘
た
ち（
４
８
９
㌻
）＝「
新
聞
通
信
調
査
会
報
」４
２
６
号
よ
り

	・
同
盟
マ
カ
ッ
サ
ル
支
社（
４
９
６
㌻
）

	・
写
真
を
焼
却
処
分（
６
０
６
㌻
）

	・
同
盟
本
社
電
送
室（
６
７
５
㌻
）

▼
共
同
通
信
社
提
供

	・
樺
山
愛
輔（
５
㌻
）

	・
同
盟
本
社
タ
イ
プ
部（
18
㌻
）

	・
創
立
直
後
の
同
盟
幹
部（
38
㌻
）

	・
伊
達
源
一
郎（
55
㌻
）

	・
東
京
上
空
を
飛
行
す
る
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号（
１
０
５
㌻
）＝
日
本
電
報
通
信
社

撮
影

	・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号
の
機
内
食
を
準
備（
１
０
５
㌻
）＝
日
本
電
報
通
信
社
撮
影

	・
力
士
と
記
念
撮
影
す
る
チ
ャ
プ
リ
ン（
１
０
６
㌻
）＝
日
本
電
報
通
信
社
撮
影

	・
立
て
こ
も
っ
た
力
士
ら（
１
３
１
㌻
）＝
日
本
電
報
通
信
社
撮
影

	・
狙
撃
さ
れ
た
浜
口
雄
幸
首
相（
１
５
４
ペ
ー
ジ
）

	・
中
田
義
次（
１
５
６
㌻
）
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	・
待
機
す
る
新
聞
、
通
信
各
社
カ
メ
ラ
マ
ン（
１
６
２
㌻
）＝
日
本
電
報
通
信
社
撮

影
	・

魯
迅（
１
８
６
㌻
）

	・
ベ
ル
リ
ン
に
姿
を
現
し
た
馬
占
山（
２
１
９
㌻
）＝
日
本
電
報
通
信
社
撮
影

	・
二
・
二
六
事
件
の
丹
生
誠
忠
中
尉（
２
４
２
㌻
）

	・
岡
田
啓
介
首
相
と
松
尾
伝
蔵
大
佐（
２
４
２
㌻
）

	・
安
藤
輝
三
大
尉（
２
４
５
㌻
）

	・
飛
行
館
屋
上
の
ア
ド
バ
ル
ー
ン（
２
４
７
㌻
）

	・
盧
溝
橋（
２
４
９
㌻
）

	・
田
中
都
吉（
２
７
６
㌻
）

	・
頼
母
木
桂
吉（
２
８
５
㌻
）

	・
栗
林
農
夫（
３
０
３
㌻
）

	・
燃
え
る
静
岡
市
内（
３
０
４
㌻
）

	・
同
盟
職
員
の
銃
剣
術
教
練（
３
０
７
㌻
）

	・
御
手
洗
辰
雄（
３
２
２
㌻
）

	・
同
盟
職
員
の
銃
剣
術
試
合（
４
０
９
㌻
）

	・
軍
事
教
練
を
受
け
る
同
盟
女
子
職
員（
４
１
２
㌻
）	

	・
被
災
し
た
深
川
を
視
察
す
る
昭
和
天
皇（
４
１
４
㌻
）

	・
焼
失
前
の
同
盟
別
館（
４
１
５
㌻
）

	・
漢
口
作
戦
の
浅
井
達
三
カ
メ
ラ
マ
ン（
４
３
１
㌻
）

	・
殉
職
し
た
同
盟
カ
メ
ラ
マ
ン
の
現
地
慰
霊
祭（
４
４
１
㌻
）

	・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス（
４
６
５
㌻
）

	・
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
レ
パ
ル
ス（
４
７
３
㌻
）

	・
阿
波
丸（
４
８
６
㌻
）

	・
焼
け
落
ち
た
同
盟
別
館
を
片
付
け
る
建
設
隊（
５
４
５
㌻
）

	・
建
設
中
の
同
盟
蓼
科
農
場（
５
４
８
㌻
）

	・
蓼
科
農
場
建
設
に
従
事
す
る
栗
林
農
夫（
５
４
８
㌻
）

	・
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
の
地
下
要
塞
か
ら
投
降
す
る
米
兵（
５
７
４
㌻
）

	・
焦
土
と
化
し
た
広
島
市
街（
５
９
８
㌻
）

	・
長
崎
原
爆
被
災
の
少
年
と
母
親（
６
０
３
㌻
）＝
西
部
軍
報
道
班
員
山
端
庸
介
氏

撮
影

	・
焼
け
跡
で
玉
音
放
送
を
聞
く
戦
災
者（
６
０
７
㌻
）

	・
会
見
す
る
鈴
木
貫
太
郎
首
相（
６
１
６
㌻
）

	・
ソ
連
か
ら
の
引
き
揚
げ
第
一
船「
雲
仙
丸
」（
６
２
３
㌻
）

	・
同
盟
の
解
散
式
で
あ
い
さ
つ
す
る
古
野
社
長（
７
３
３
㌻
）

	・
同
盟
通
信
解
散
前
に
幹
部
勢
ぞ
ろ
い（
７
４
９
㌻
）

▼
日
本
航
空
協
会

	・
帝
国
飛
行
協
会
の
雑
誌「
飛
行
」に
掲
載
さ
れ
た
古
野
伊
之
助
の
搭
乗
記（
17
㌻
）

▼
電
通
提
供（
出
版
物
を
含
む
）

	・
不
破
瑳
磨
太（
１
１
４
㌻
）＝『
電
通
社
史
』（
１
９
３
８
年
刊
）よ
り

	・
上
田
碩
三（
１
９
０
㌻
）

▼
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

	・
北
京
で
日
中
女
性
が
羽
根
突
き（
３
３
６
㌻
）

▼
米
ワ
シ
ン
ト
ン
州W

enatchee Valley M
useum

 and
 C

u
ltu

ral C
en

ter
提
供

	・
初
の
太
平
洋
無
着
陸
横
断
に
成
功
し
た「
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
号
」（
１
３
９
㌻
）
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▼
信
濃
毎
日
新
聞
提
供

	・
寺
内
寿
一
南
方
軍
総
司
令
官（
４
２
９
㌻
）＝
１
９
４
３
年
１
月
１
日
付
紙
面

	・
和
服
姿
の
バ
ー
・
モ
ー
博
士（
４
２
９
㌻
）＝
１
９
４
３
年
８
月
３
日
付
紙
面

▼
書
籍
か
ら
の
引
用

	・
江
尻
進（
３
６
７
㌻
）＝『
ベ
ル
リ
ン
特
電
』（
１
９
９
５
年
、
共
同
通
信
社
）よ
り

	・
昭
南
新
聞
創
刊
号（
５
３
０
㌻
）＝
横
堀
洋
一
編
『
昭
南
新
聞　
１
９
４
２
～
１

９
４
５　
日
本
占
領
下
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル　
重
要
紙
面
・
縮
刷
版
』（
１
９
９
３
年
、

五
月
書
房
）よ
り
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参
考
文
献

本
書
の
編
集
に
当
た
っ
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。

【
新
聞
・
通
信
社
等
刊
行
物
】

新
聞
聯
合
社『
千
里
比
隣
』１
９
２
８
年

満
州
国
通
信
社『
国
通
十
年
史
』１
９
４
２
年

日
本
新
聞
協
会『
地
方
別
　
日
本
新
聞
史
』１
９
５
６
年

通
信
社
史
刊
行
会『
通
信
社
史
』１
９
５
８
年

電
通
一
〇
〇
年
史
編
集
委
員
会『
電
通
一
〇
〇
年
史
』２
０
０
１
年

新
聞
通
信
調
査
会『
岐
路
に
立
つ
通
信
社
─
そ
の
過
去
・
現
在
・
未
来
』２
０
０
９

年
【
伝
記
・
遺
稿
】

東
川
遺
稿
刊
行
会『
東
川
遺
稿
』１
９
３
２
年

岩
永
裕
吉
君
伝
記
編
纂
委
員
会『
岩
永
裕
吉
君
』１
９
４
１
年

新
聞
通
信
調
査
会『
五
風
十
雨
─
古
野
伊
之
助
ア
ル
バ
ム
』１
９
６
６
年

新
聞
通
信
調
査
会『
古
野
伊
之
助
』１
９
７
０
年

同
盟
育
成
会『
福
岡
誠
一
』１
９
７
６
年

長
谷
川
才
次
刊
行
会『
長
谷
川
才
次
』１
９
７
９
年

佐
々
木
健
児
追
想
録
刊
行
会『
佐
々
木
健
児
』１
９
８
２
年

【
単
行
本
】

佐
藤
喜
一
郎『
最
後
の
記
者
馬
鹿
』（
中
央
公
論
社
）１
９
６
１
年

児
島
襄『
太
平
洋
戦
争（
上
）（
下
）』（
中
公
新
書
）（
上
）は
１
９
６
５
年
、（
下
）は
66
年

今
井
幸
彦『
通
信
社
　
情
報
化
社
会
の
神
経
』（
中
公
新
書
）１
９
７
３
年

斉
藤
桂
助
著
、
山
田
清
一
郎
編『
最
後
の
報
道
班
員
』（
復
刻
版
）１
９
７
５
年

松
本
重
治『
上
海
時
代
』（
中
央
公
論
社
）１
９
７
７
年

許
雲
樵
・
蔡
史
君
編
、
田
中
宏
・
福
永
平
和
訳『
日
本
軍
占
領
下
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　

華
人
虐
殺
事
件
の
証
明
』（
青
木
書
店
）１
９
８
６
年

北
海
道
新
聞
労
働
組
合『
記
者
た
ち
の
戦
争
』（
径
書
房
）１
９
９
０
年

横
堀
洋
一
編『
昭
南
新
聞
　
１
９
４
２
～
１
９
４
５
　
日
本
占
領
下
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
　
重
要
紙
面
・
縮
刷
版
』（
五
月
書
房
）１
９
９
３
年

有
山
輝
雄
・
西
山
武
典
編『
同
盟
通
信
社
関
係
資
料
　
全
10
巻（
近
代
日
本
メ
デ
ィ
ア

史
資
料
集
成
）』（
柏
書
房
）１
９
９
９
年

里
見
脩『
ニ
ュ
ー
ス
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
　
同
盟
通
信
社
の
興
亡
』（
中
公
新
書
）

２
０
０
０
年

今
西
光
男『
新
聞
　
資
本
と
経
営
の
昭
和
史
　
朝
日
新
聞
筆
政
緒
方
竹
虎
の
苦
悩
』

（
朝
日
選
書
）２
０
０
７
年

前
坂
俊
之『
太
平
洋
戦
争
と
新
聞
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）２
０
０
７
年

石
井
幸
之
助『
報
道
班
員
従
軍
記
　
若
き
カ
メ
ラ
マ
ン
の
マ
レ
ー
・
千
島
戦
記
』（
光

人
社
）２
０
０
８
年

里
見
脩『
新
聞
統
合
　
戦
時
期
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
と
国
家
』（
勁
草
書
房
）

２
０
１
１
年

鳥
居
英
晴『
国
策
通
信
社「
同
盟
」の
興
亡
　
通
信
記
者
と
戦
争
』（
花
伝
社
）

２
０
１
４
年

大
屋
久
寿
雄
著
、
鳥
居
英
晴
編
集『
戦
争
巡
歴
　
同
盟
通
信
記
者
が
見
た
日
中
戦

争
、
欧
州
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
』（
柘
植
書
房
新
社
）２
０
１
６
年

江
澤
誠
監
修『
ス
マ
ト
ラ
新
聞
　
全
一
巻
』（
ゆ
ま
に
書
房
）２
０
１
７
年

小
山
俊
樹『
五・
一
五
事
件
　
海
軍
青
年
将
校
た
ち
の「
昭
和
維
新
」』（
中
公
新
書
）

２
０
２
０
年
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【
辞
典
・
事
典
】

朝
日
新
聞
社『
現
代
人
物
事
典
』１
９
７
７
年

新
潮
社『
新
潮
日
本
人
名
辞
典
』１
９
９
１
年

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ『
中
国
人
名
事
典
　
古
代
か
ら
現
代
ま
で
』１
９
９
３
年

講
談
社『
日
本
人
名
大
辞
典
』２
０
０
１
年

三
省
堂『
コ
ン
サ
イ
ス
日
本
人
名
事
典
』２
０
０
９
年

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
人
名
事
典
　
明
治
～
戦
前
編
』２
０
１
４

年吉
川
弘
文
館『
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
辞
典
』２
０
１
５
年

【
論
文
・
雑
誌
記
事
】

前
坂
俊
之「
太
平
洋
戦
争
下
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
」、
里
見
脩「
同
盟
通
信
社
の『
戦

時
報
道
体
制
』　
通
信
社
と
国
家
」、
い
ず
れ
も
日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
会「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
」66
号
所
収
、
２
０
０
５
年
１
月

早
瀬
晋
三「
日
本
占
領
・
勢
力
下
の
東
南
ア
ジ
ア
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
」、
早
稲
田

大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
編「
ア
ジ
ア
太
平
洋
討
究
」27
号
所
収
、

２
０
１
６
年
10
月

【
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

各
新
聞
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

新
聞
通
信
調
査
会
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
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安
達
　
功（
あ
だ
ち
・
い
さ
お
）	�����������

１
９
５
４
年
生
ま
れ
。
78
年
時
事
通
信
入
社
。
パ
リ
特
派
員
、
社
会
部
長
な
ど
を
経
て
編
集
局
長
。

２
０
１
５
年
か
ら
19
年
ま
で
時
事
通
信
フ
ォ
ト
代
表
取
締
役
。

飯
岡
志
郎（
い
い
お
か
・
し
ろ
う
）	��������

１
９
５
１
年
生
ま
れ
。
75
年
共
同
通
信
入
社
。
社
会
部
、
福
岡
支
社
編
集
部
長
、
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
整
理
部
長
、
長
野
支
局
長
、
放
送
編
集
部
長
、
２
０
１
２
年
ま
で
福
岡
支
社
長
。

信
太
謙
三（
し
だ
・
け
ん
ぞ
う
）	�����������
１
９
４
８
年
生
ま
れ
。
73
年
時
事
通
信
入
社
。
外
信
部
、
社
会
部
、
北
京
支
局
、
上
海
支
局
な
ど

で
勤
務
。
２
０
０
４
年
か
ら
14
年
ま
で
東
洋
大
学
教
授
。
新
聞
通
信
調
査
会
評
議
員
。

沼
田
　
清（
ぬ
ま
た
・
き
よ
し
）	�����������

１
９
４
８
年
生
ま
れ
。
70
年
共
同
通
信
入
社
。
写
真
畑
一
筋
で
定
年
。
２
０
０
８
年
か
ら
報
道
写
真

史
と
災
害
写
真
史
の
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
歴
史
地
震
研
究
会
会
員
。

松
本
紀
生（
ま
つ
も
と
・
の
り
お
）	��������

１
９
４
８
年
生
ま
れ
。
72
年
共
同
通
信
入
社
。
社
会
部
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
局
報
道
部
、
メ
デ
ィ
ア

局
編
集
部
長
、
鹿
児
島
支
局
長
、
２
０
０
８
年
ま
で
編
集
連
絡
部
長
。

宮
脇
英
朗（
み
や
わ
き
・
ひ
で
お
）	��������

１
９
５
２
年
生
ま
れ
。76
年
共
同
通
信
入
社
。
大
阪
社
会
部
、
外
信
部
、
テ
ル
ア
ビ
ブ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
ロ
ン
ド
ン
支
局
、
国
際
局
次
長
、
２
０
１
２
年
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
局
長
。

米
山
司
理（
よ
ね
や
ま
・
も
り
ま
さ
）	�����

１
９
４
９
年
生
ま
れ
。
73
年
共
同
通
信
入
社
。
経
済
部
、
ロ
ン
ド
ン
支
局
な
ど
を
経
て
常
務
理
事
。

２
０
１
７
年
か
ら
新
聞
通
信
調
査
会
常
務
理
事
・
事
務
局
長
。

	
編
集
委
員
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル（
五
十
音
順
）



あ
と
が
き

　
通
信
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
棚
に
ひ
っ
そ
り
と
置
か
れ
た
資
料
集
が
気
に
な
っ
て
い
た
。

見
た
目
は
き
ち
ん
と
し
た
装
丁
の
３
巻
本
の
書
籍
だ
が
、
表
紙
を
め
く
る
と
、
ざ
ら

紙
に
タ
イ
プ
し
た
速
記
録
の
よ
う
な
体
裁
。
原
稿
ご
と
に
ペ
ー
ジ
は
振
ら
れ
て
い
る
が
、

目
次
は
も
ち
ろ
ん
、
通
し
番
号
も
な
い
。
読
ん
で
み
る
と
国
際
通
信
、
新
聞
聯
合
、
満

州
国
通
信
、
同
盟
通
信
時
代
に
つ
い
て
元
職
員
が
当
時
の
社
内
の
雰
囲
気
や
仕
事
の
苦

労
、
幹
部
や
同
僚
の
思
い
出
な
ど
を
語
っ
て
い
る
。
特
に
敗
戦
後
、
中
国
や
南
方
な
ど

に
展
開
し
て
い
た
総
社
、
支
社
、
支
局
勤
務
の
職
員
が
命
か
ら
が
ら
日
本
に
引
き
揚
げ

て
き
た
苦
労
話
な
ど
に
は
胸
を
打
た
れ
た
。

こ
の
資
料
は
か
つ
て
計
画
さ
れ
て
頓
挫
し
た『
続
・
通
信
社
史
』に
掲
載
予
定
の
原
稿

だ
っ
た
。
１
９
６
３
年
１
月
発
行
の
新
聞
通
信
調
査
会
報
第
１
号
に「
新
聞
通
信
調
査

会
は
、
さ
き
に
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、『
古
野
伊
之
助
伝
』と『
同
盟
通
信
社
時
代
』（
仮

称
）の
編
さ
ん
に
着
手
し
、
毎
週
、
編
集
委
員
会
を
ひ
ら
き
、
座
談
会
や
個
別
面
談
な

ど
の
方
法
で
資
料
の
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
」と
い
う
記
載
が
あ
る
。

『
古
野
伊
之
助
伝
』は
７
年
後
の
70
年
４
月
に『
古
野
伊
之
助
』（
古
野
伊
之
助
伝
記
編
集

委
員
会
）と
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、『
同
盟
通
信
社
時
代
』（
仮
称
）は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
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63
年
３
月
発
行
の
同
会
報
第
３
号
に
は「
本
年
末
に
刊
行
予
定
の『
続
・
通
信
社
史
』

『
古
野
伊
之
助
伝
』の
編
さ
ん
に
役
立
つ
よ
う
な
資
料
、
編
集
企
画
な
ど
、
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
こ
の
続
編
は
、
い
わ
ば〝
外
史
〟み
た
い
な
も
の
で
、
こ
れ
で〝
正
史
〟に
色

ど
り
を
添
え
て
補
完
す
る
ほ
か
、〝
同
盟
同
人
銘
々
伝
〟の
よ
う
な
も
の
も
収
録
す
る
つ

も
り
で
い
ま
す
」と
い
う
記
載
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
刊
行
計
画
は
予
定
通
り
に
は
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
65
年
１
月
発
行
の

同
会
報
25
号
に
は「
大
阪
か
ら
上
京
し
た
塚
本
義
隆
さ
ん
は『
続
・
通
信
社
史
』や『
古

野
伊
之
助
伝
』編
さ
ん
の
進
行
状
況
を
た
ず
ね
、
開
店
休
業
状
態
と
き
か
さ
れ『
あ
す

あ
る
と
思
う
心
の
あ
だ
桜
、
夜
半
に
嵐
の
吹
か
ぬ
も
の
か
わ
』と
、
苦
言
を
残
し
て
離

京
し
た
」と
の
記
載
が
あ
る
。「
福
岡
誠
一
編
集
長
以
下
ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
の
親
鸞
上
人

の『
九
歳
の
詠
』に
感
奮
、『
こ
と
し
こ
そ
は
…
…
』と
張
り
切
っ
て
い
る
」と
続
く
の
だ

が
、
そ
の
後
は
鳴
か
ず
飛
ば
ず
で
、『
古
野
伊
之
助
』は
70
年
に
刊
行
さ
れ
た
が
、『
続
・

通
信
社
史
』刊
行
計
画
は
立
ち
消
え
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
宙
ぶ
ら
り
ん
の
状
態
で

は
座
談
会
で
し
み
じ
み
と
語
り
、
思
い
を
込
め
て
手
記
を
綴
っ
た
元
同
盟
職
員
の
気
持

ち
も
落
ち
着
か
な
い
だ
ろ
う
。

新
聞
通
信
調
査
会
は
２
０
１
８
年
、
所
蔵
し
て
い
る
同
盟
関
係
の
資
料
を
公
開
す
る

ア
ー
カ
イ
ブ
を
開
設
、「
同
盟
旬
報
」や「
同
盟
ニ
ュ
ー
ス
」の
公
開
を
始
め
た
。
ア
ー
カ

イ
ブ
は
今
後
も
充
実
さ
せ
る
予
定
だ
。『
続
・
通
信
社
史
』も
こ
の
ま
ま
埋
も
れ
さ
せ
ず
、

半
世
紀
余
を
経
て
刊
行
計
画
を
再
度
立
ち
上
げ
、
元
同
盟
職
員
の
証
言
を
世
に
出
そ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
19
年
の
春
。
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編
集
委
員
会
に
は
時
事
通
信
社
Ｏ
Ｂ
の
信
太
謙
三
氏
、
安
達
功
氏
、
共
同
通
信
社
Ｏ

Ｂ
の
飯
岡
志
郎
氏
、
松
本
紀
生
氏
、
沼
田
清
氏
、
宮
脇
英
朗
氏
、
新
聞
通
信
調
査
会
事

務
局
次
長
の
東
郷
吾
朗
氏
と
米
山
、
事
務
局
員
で
司
書
の
岡
野
久
美
子
氏
が
参
加
。
信

太
、
安
達
、
飯
岡
、
松
本
の
各
氏
に
は
対
象
資
料
の
選
定
か
ら
表
記
基
準
の
検
討
、
編

集
、
校
正
作
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。
沼
田
氏
に
は
写
真
関
係
の
原
稿
の
編
集
や

掲
載
の
た
め
の
写
真
選
定
を
お
願
い
し
た
。
そ
し
て
宮
脇
氏
が
編
集
長
と
し
て
全
体
を

統
括
し
た
。
東
郷
氏
は
主
に
人
物
紹
介
を
担
当
し
た
。
岡
野
氏
は
す
べ
て
の
資
料
を
管

理
し
た
。
事
務
局
の
平
山
真
弓
氏
に
は
膨
大
な
資
料
の
コ
ピ
ー
な
ど
資
料
整
理
を
手

伝
っ
て
も
ら
っ
た
。

時
事
通
信
出
版
局
の
舟
川
修
一
、
桑
原
奈
穂
子
の
両
氏
に
は
膨
大
な
原
稿
を
手
際
良

く
編
集
し
て
い
た
だ
き
感
謝
の
言
葉
も
な
い
。
資
料
の
閲
覧
で
協
力
い
た
だ
い
た
時
事

通
信
社
、
共
同
通
信
社
の
担
当
の
方
々
に
も
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

２
０
２
１
年
６
月　

公
益
財
団
法
人
新
聞
通
信
調
査
会
常
務
理
事
・
事
務
局
長　

米
山
司
理　
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遼東新報社……218
リヨン大学……309，793
臨時資金調整法……12，752
臨城事件……47，71，747，753
ルーブル……315，624
レイテ戦……503，762
レート（平尾賛平商店）……118
レキシントン……407，760
レディーバード……333，759
レパルス……430，473，474，478，761
連邦捜査局、FBI……382，383
聯絡操典……144
老河口作戦……553
廊坊事件……251，757
ローネーオー……688
六中全会……184
ロサンゼルス・オリンピック……134
ロスタ……50，63，753
ロックフェラー……371，382，747
ロンドン大空襲……368，369

【わ行】
ワールドシリーズ……22-24
和登商行……695，764
王府井……343，447，554

無防備都市宣言……388，573
室戸台風……33
室蘭日報……394，760
明治神宮競技大会……306
明治製版所……159
綿花通信……84
モールス符号……22，183，611，691
黙殺……591，612，615，616
文字電送機……674，692，695，697
モボ……151，755
桃谷順天館……118
モラトリアム案……129
モロタイ失陥……492，762
もんぺ……412，413

【や行】
野戦支局……193，278，344，428，479，682，
756
柳橋……120，755
やまと新聞……156，756，766，778，795
大和ホテル……148，174，219
郵船、日本郵船……37，48，202，261，353，372，
373，382，664，768，769
ユニオン・コード……24，25，137
楊州新報……268
ヨークタウン……513
横浜事件……711，764
横浜正金銀行、正金銀行……11，157，257，266，
351，355，367，373，386，639，752
芳沢・カラハン交渉、会談……62，316，753
万朝報……93-96，102，156，234，754，771，
779，780

【ら行】
ライオン……116，118
ライカ……155，156，163，427
ライトハンド……85
洛陽の紙価……453，761
ラヂオプレス……612
藍衣社……318，759
リー族……462
リバティー……494，565，639，645，653，658，
762
柳条溝……80，753
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マツダビル……275
松屋……123
窓乃梅……245
マニラ新聞……573，575，578
マリノニ輪転印刷機……159，165
マルシャンスク収容所……231，757
満映……207，215，756
満州映画協会……207，756，772，797
満州航空……209
満州国皇帝……223，757，790
満州事変……40，77，80，101，106，107，112，
129，130，132，133，140，150，155，162，
170，181，193，194，205，214，219，220，
238，249，261，288，334，404，679，681，
684，685，687，692，731，753，758，791，
796
満州新聞……204，207，222，788
満州電電……216，224，757
満州日日新聞……207，218，232，263，754
マンチェスター・ガーディアン……254，291
満鉄、南満州鉄道……15，37，38，53，144，170，
174，200，207，213-215，218，222，227-
229，234，235，252，258，276，424，449，
552，553，689，754，769，777，786
満日……111，174，218，232，754
満蒙五鉄道……15，752
満蒙通信社論……40，202，756
ミス・ビードル号……139，140，795
ミズーリ号……164，166，545，546，617
御園白粉……116
三井合名……131，205
三井物産……12，177，372
美津濃運動具店……151
三菱MC20旅客機……401
三菱化成……228
都（新聞）……90，98，156，244，246，287，324，
355，540，754，773
民政党……87，115，117-119，129，795
民政部……497-501，650-652，657，659，660，
762

『麦と兵隊』……343，344，447，795
虫食い……24，35，395，684，691，697
無線時事……691，764
ムビオラ……284

報道戦士……379，437，438，442，748
豊台……259，261-263，343，758
報知新聞……92，117，247，323，324，754，
771，775，777，781，787
奉天事件……80
奉天新聞……80，104
報道挺身隊（の歌）……430，437，761
報道報国……378，495，535，594，735，741，
748
法幣……351，355，457，636，759
豊満ダム……205
宝来館……174
謀略放送……312
ポータブル……129，354，445，657，674，682，
683，685-687，692，693
北支農民事件……255
北斗会……111，754
北伐……45，170，178，753，756
北部仏印進駐……477，761
北満鉄道、北鉄……142-144
星製薬……119
細井組……116
細川日記……420
北海事件……258，758
ポツダム宣言……164，223，235，385，386，392，
532，534，541，544，552，555， 590，591，
593，604，608，609，612，613，616，617，
620，657，696，702-704，720，750，762，
795
ホテル・アドロン……33
ホテル・モデルン……209
ホワイト・ロー……25
花旗銀行……138
香上銀行……138

【ま行】
マークロイター……27
毎夕……93，156，309，659，754，781
マウスピース……550
マオリ、マオリ・コード……24，25
マグネシウム……153，155，185，189，595
マジェスティック……52
マッカーサー司令部……621，716-718，720，721，
724，729，734，745
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飛鷹……510
ビリビッド……387，573，760
飛竜……512，671，672
ファーイースト……8
ファーロイト……27
ファイナンシャルプロニュース……83
ファイナンス・アンド・コマース……86
フィリップス社……272
フォッカー……210，400
武漢攻略作戦……430，759
武漢三鎮……526，762
ブキティマ……427，428，469，473，479，488，
761
福岡第１飛行場……302
福岡日日（新聞）……134，205，329，357，371，
753，789
蕪湖新報……268
伏見丸……443
婦人嬌風会……308，759
不戦条約……110
仏印処理……482，604，638，642，762
福建軍……45
福建事件……181，756
ブラジル丸……512
フランス租界……168，174，176，177，179，181，
182，348-350，455，457，758
プリンス・オブ・ウェールズ……407，430，458，
473，474，478，759
ブルー・エクスプレス……71
プレス・ユニオン……181
プレスワイヤレス……34，152，615
ブロードウェー・マンション……386
ブロマイド……155
分送制度……24，27
兵補……649，763
平和大博覧会……159
ベトミン……639，641-643，763，795
ペトレル……384
ペラ新聞……486，531
ヘラルド……48，49
ベルン無線局、ベルン局……224
便衣隊……157，756
ベントレー……25
豊州新報……398，760

ノモンハン事件……41，193，196，197，200，
201，206，211，462，756，794

【は行】
バーチカル・チェック……24，25，35
バイアス湾上陸作戦……333，464，686，759
白乾児……456，761
排日運動……46
博品館……36
博報堂……115
破甲爆弾……218
バタ（社内連絡）……216，233，403，609，757
バターン死の行進……574，763，796
八路軍……230，445，553，757
パッカード……118，132，582
バッグ便……145，293，300，301，398，618，
755
白系ロシア人……182，207，208，230，694，756
八紘一宇……208，313，759
バドリオ政権……454
パネー……333，759
ハノイ進駐……318，466，759
ハバロフスク放送局……213
ハミルトンハウス……454
「腹切り」問答……285，758，794
ハルハ河……193，197，211，212
バルバロッサ作戦……368，760
ハルビンスコエウレミア……206
パルモス……155，162，163，415
バレテ峠……577-579，763
ピアストル……571，572，639，642，644，763
PK……439，467，468，761
東印度水産……500
東御車寄せ……110
東久邇内閣……420，636，637，703，704，711，
783，795，796
東伏見宮……9
飛行記者クラブ……400
ビッカーズ社……16
日比谷会館……5，7，12，156，410，752，768
日比谷ホテル……539
ビミー……16
ビュイック……100
ヒューゲッセン事件……253，785
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内政研究会……294
内地帰還……486，650，653
内報……98，205，754
永田クラブ……109，241，355
中野の学校（中野学校）……468，694，761
名古屋新聞……111，115，116，150，324，754
ナショナル・ニュース・エージェンシー……2，30，37，
39，40，59，70，76，130，179，200，238，
239，329，331，746，748
七十四銀行……12，752
南苑飛行場……250，757
南京陥落……256，347，355
南京政府……169，178，251，269，756，791
南拓……506，762
南部仏印進駐……364，426，477，759，761
南方総局……379，480，481，491，545，654，
769，771，785，789
南方総社……465，481，488，489，559，563，
575，576，604，638，641，663，671，769，
773-775，779，781，782，784，788
南方特別会計……392，726
南方派遣（南遣）艦隊……651，661，662，763
南洋新報……507，508
南洋庁……506-508，788
南洋毎日……506
南予時事新聞……396，760
新潟大火……298，758
西原借款……44，753，793
日映……49，163，164，310，426-429，432，
528，578-580，654，655，753
日満直通電話線……208
日露協会……314，759，782
日本人移民排斥運動……2
日本印刷産業総合統制組合……308，316，783
日本コロムビア……270，312，758
日本新聞会……307，322，325，330，439，709，
759，767，771
日本新聞連盟……322，329，371，759，767
日本ニュース映画社……270，280，307，371，425，
430，431，433，526，753，787
日本野球奉公会……620
二六新報……156，756
熱河戦（熱河作戦）……203，683，756
ノースチャイナ・デーリーニューズ……52，54，455

通州事件……203，259，265，756
ツェッペリン伯号……103-105，127，138，162，
754
津軽選挙……140，755
DNB……518，540，668，669，681，762
敵性情報……378，422-425，541-543，546，615，
760
鉄道守備隊……194
デリンジャー現象……691，764
天津軍……250，251，757
天津事変……681，684，764
伝単……484，654
電通ビル……191，260，282，283，287，288，
292，295，297，303，393，408，411
電聯合併……34，124，191，215，291，292，
294，299，317
東亜同文書院……364，753，759，776，777，783
東奥日報……139，187，188，276，608，727，
755
東京日日……61，76，141，159，160，165，276，
291，355，357，758，767，776，780，784
東京ローズ……390，541，698，709，760
統帥権……569
同文書院……54，177，753，759
東方電機……578，763，770，773，774，779，
784
同盟学寮（同盟育成会）……232，751，757
同盟機……163，279，289，353，354，401-403，
428，474，479，480，504，505，545，576
督軍……16，752
独ソ不可侵条約……367
特別情報／特殊情報……378，385，422，536，537，
542，760
特務機関……208，213，227，249，250，252，
262，265-267，338，339，346，363，364，
562，660，694，695，773，796
特警……496，660，762
特高……282，299，324，329，339，524，547，
597，605，624，625，764
鳥取大地震……396，760
飛び石作戦……570，763

【な行】
内経部……291，292，297，398，399，424，550
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775
退職手当……710，728
大世界……253，758
大鉄傘……142，755
大東亜会議……545，762
大同結盟……239，275，305，378，715，741，
748
第２次上海事変……758，796
第二通信社……737，738
大日本印刷……316，618
大日本麦酒……120，755
大北電信……23，169，178，179，181，350，
386，752
大本営……257，298，302，381，384，385，394，
402，406-408，422，426，429，434，439，
458，508，511，514，516，517，525，534， 
537-539，544，547，575，579，585，591，
595，596，600，612，614，615，617，619，
622，651，750，796
太陽安打……436，761
台湾銀行（問題）……110，498，500，754
台湾拓殖会社……318
台湾日日新報……111，357，754
塘沽停戦協定……261，758
探訪力……704，764
地方新聞……91，109，115-117，119，122，124，
126，155，325-329，527，529，539，612，
731，755
チャイナ・プレス……52
中央新聞……20，93，156，160，618，752
中央通訊社……269，346，364，448，639
中外商業新報……28，76，100，103，275，331，
753，780
中華民国維新政府……268
中華聯合通訊社……53，180，268，753
中国特別会計……391，392
中国民報……299，755
中長鉄路公司……229，231，757
張鼓峰の日ソ衝突（張鼓峰事件）……196，197，685，
756
朝鮮銀行記者クラブ……296
千代田通信……88，92，754，782，784
鎮守府……32，53，689，753
通化省……222，757

徐州作戦……277，343，440，683，758
ジョンゴス……499，651，657，661
新愛知……111，113，115，324，371，754，775
新型爆弾……591，595，602，617
真珠湾攻撃（爆撃）……163，302，379，380，382，
385，408，462，478，517，520，619
新体制運動……470，761，796
陣中西貢新聞……481，482，530-532，567，568，
642，643，645
新聞公社……330，331，771
新聞事業令……322，324，325，330，759
神兵隊事件……123，755
津浦鉄道……71，447，753
綏遠事件……255，758
瑞鶴……432，516，527
枢密院……110，276，420，421，704，795
スケルトン……7，8，133，371，422，752
ステファニ通信社……370，760
スピグラ……155，156
清算人……725-728，739，785
聖断……591，617
赤軍……216，368，519，665，669，671
『潜行三千里』……561，794
全国新聞共同会社……323，325
全国地方新聞連盟……115，755
戦時調査室……524，541，542，546，550，615，
715，777，782
戦犯容疑者逮捕指令……745，764
前門……61，171，753
総督府記者クラブ……296
速記者……35，144，151，193-195，206，208，
291，296，299，301，396，397，411，465，
597，692，767，784

【た行】
第１次上海事変（事件）……131，155，156，180，
181，185，253，755，756，793
大運河渡河作戦……279
大共和日報……43，45
大空襲……164，166，295，368，369，395，397，
404，413，414，507，534，540，550，557，
576，615，618，669
太原新聞……343
大公報……43，44，46，48，66，168，169，753，
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西安事件……167，168，170，180，185，258，
695，756
時事新報……20，21，43，76，95，104，115，
120，123，140，205，276，291，406，752，
755，767，768，772，778，779，786，789
紫宸殿……97，99，102
市政会館……235，236，279，378，389，393，
407-411，416，445，539，540，546，550，
605，606，618，619，697，708，757
輜重兵……340，759
ジットラライン……427，468，473，761
シベリア抑留……235，629
死亡広告……118，122，368
ジャーディン・マセソン……455，556，761
社員総会……113，700，701，709，710，721，
722，726，727，729-731，734，739
ジャパン・ガゼット……82，753
ジャパンタイムズ……5，6，8，21，324，380，
580，719，743，752，780
ジャワ作戦……480，569，762
焼夷弾……297，395，397，413，415，418，498，
519，550，606，615，617
十九路軍……186，756
重慶放送……223，503，757
十五銀行……12，752
終戦の詔勅（詔書）……166，223，226，228，555，
564，570，608，610，630
週報（国際経済 ─）……14，138，243，244，290，
291，372，395，414，452
週報（写真 ─）……163，337
週報（世界 ─）……545，617，618
春秋園……130，131，754
湘桂線……686，764
紹興……61，753
昭南新聞……529，530，532，565，566，571
昭南新聞会……482，487，490，529-532，566，
641，647，762，767-769，786
情報局……163，283，291，326，330，336，390，
393，419，420，537，538，551，591，592，
615，697，713，716，717，719，720，729，
730，758，771，777，791，796
情報局（戦争 ─，米政府 ─）……390，613，615，
760，793
松陽新報……300，759

軍票……226，230，342，457，474，503，554，
571，572，663，757
警察予備隊……712，764
KSトーキー……270，526，786
原子爆弾……564，590，591，603，605，612，
617，620，750
堅集団……662
広安門事件……251，261，262，685，757
号外……32，49，81，106，110，139，148，160，
292，343，378，478
黄河発電計画……296
皇紀二千六百年記念式（奉祝式典）……283，303，527
航空部……400-404，510，620，770，778，788
広告聯合社……77，114，129，767，785
広西作戦……476，761
高知新聞……87，103，115，129，754，789
康徳新聞……222，232，757
降伏文書調印……545，617，772，793
神戸新聞……116，123，137，149，234，262，
755，770，772，778
神戸丸……459，602
神戸又新……128，149，755，770
五鬼上法律事務所……288，289，758
国聞通訊……66，753，775
国民新聞……49，54，59，92，98，113，205，
239，324，752，754，766，773，774，777，
779
御前会議……591，750，762
御大典……19，57，77，87，88，97，99-103，
112，126，127，154，155，752
コレラ……360，535，640
コンテ・ヴェルデ号……455

【さ行】
済南事件……99，677，678，680，754，795
坐漁荘……306，759
桜田門事件……107，130，754
佐藤・ケネディ事務所……4
三国軍事同盟……705
三品取引所……138
サンフランシスコ放送……503，504，612，613，
722
山陽新報……113，115，299，755
CIC……586，628，763



【winCC2020】証言・通信社史〈931007〉／ name

820索引

【winCC2020】証言・通信社史〈931007〉／ ono

関東庁……218，679，757
雁ノ巣飛行場……302，401，487
キアンガン……582，585，586，763
生糸通信……11，12
企画院事件……291，758
帰還船……494，509，653
冀察政権……249，757
技術部……681，691，773，779，780，788，790
旗人……170，756
冀東政権……258，259，758
冀東防共自治政府……265，758
九・一八価格停止令……296，758
九州新聞……397，760
九州日日新聞……397，760
九州日報……33，115，116，118，128，133，
134，149，276，753，777，783，789
教育召集……448，500，745，761
業種別通信……398
嚮導艦……512，513，762
共同租界……50，54，60，178，179，181，333，
348-350，677，756
京都新聞……113，149，755
京都日日新聞……116，127，129，276，755
京包線……682，764
業務停止命令……706，708，713，719，743，746
玉音放送……164，166，404，448，535，554，
557，602，604，607，609，610，617，635，
657
極東オリンピック……26，35，53，157，158，178，
752
極東選手権大会……680，752
挙国一致内閣……569，763
居中調停……477，761
錦州攻略（作戦）……692，693，764
金輸出解禁……129
クイブイシェフ……520，521，762
宮内省……32，82，87，92，111，305，542，
708，796
熊本日日新聞……397，760
クラークフィールド……431，577，761
グレート・ノーザン……23，26，27，178，179，
181，752
黒潮会……355，357，440
軍長……249，757

SS……666，763
エニグマ……335
愛媛合同新聞……396，760
MGMニュース映画……430
MP……745
LST……448，485，555，656，761
援蔣物資……318，425
援蔣ルート……466，476，477，761
汪兆銘工作……311，312，347，759
鴨緑江水豊ダム……205，296
大分新聞……151，398，756，788
大阪倶楽部……20，22，752
大阪時事新報……116，755，767
大手記者会……294
大山事件……253，758
小樽新聞……115，129，276，755，774
表南洋……506，762

【か行】
海外無線放送……677，678
海軍水兵殺傷事件……184，756
海軍落下傘部隊……500，762
海南新聞……396，760
傀儡政権……333，753，758
華商……475，476，642
霞クラブ……366
金物通信……11
華北臨時政府……268，758
紙の爆弾……385
樺太鉄道……623
川越・張群会談……168，756
漢口攻略戦……344，359，526，759
カンチャズ（乾岔子）島事件……206，210，757
関東軍……40，41，184，200，202，205，206，
208，209，211-213，218-220，222-226，
228-230，233-235，258，260，343，424， 
611-613，629，679，682，683，685，687，
692，694，695，756-758，764，791，794，
796，797
関東軍特別（大）演習（関特演）……212，213，215
関東州……671，757，763
関東大震災（大地震）……3，8，12，14，18，30，
32-34，36，49，81，160，161，165，188，
244，678，747，754
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鷲沢与四二……43，66
渡辺純一……7，79
渡辺孟次……236，296，355，386，457，502，
790
渡辺はま子……358
和知鷹二……250，585，797

事柄（五十音順）
【あ行】

愛国生命……6，70，71
相沢事件……107
赤紙……83，135，137，754
赤トンボ……433，761
あじあ号……144
愛宕山受信所……424
アバス……124，182，364，540，681，755
歩み……27，28，31，138，152，290，296，299，
301，761
阿波丸……486，490，560，638，663，762
暗号解読……137，178，279，611，612，646，
694，795
アンゴーカメラ……153，155，156，756
イギリス（ロンドン）の戴冠式……101，102
維新政府……53，268，333，345，753
一億総決戦（起）……537，622，762
移動無線……693
伊予新報……396，760
依蘭事件……205，756
岩永通信……38，39，202，769
インド兵……644
インパール作戦……208，271，274，432，439，
440，479，483，527，528，757
内南洋……506，509，762
ウナ電……104，754，757
ウナバタ電……250，757
梅機関……347，792
運輸通信省……424，761
A級戦犯……431，694，751，785，794-796
ABCD包囲……364，759
エクステンション……7，8，79，82，135，752

477，479，574，576，586，763，796
山田一郎……233，789
山田清一郎……4，8，11，297，457，747，789
山田実……192，789
山主敏子……412，789
山根英夫……437，439，481，643，645，646，
789
山本五十六……336，355，357，430，432，515，
619
山本定治……299，789
ユレネフ，コンスタンチン……142，291
横井庄一……511，512
横田実……15，192，196，218，248，331，405，
425，462，466，477，479，633，789
横地倫平……235，267，294，667，745
横山兼光……602，789
横山英志……634，789
横山隆一……467，797
与謝野晶子……305
芳沢謙吉……172，753，797
吉田茂……51，771，791，797
吉田松治……53，60，167，168，173，179，181，
193，400，479，532，559，676，690，790
吉田義隆……413，790
吉積正雄……326，797
ヨッフェ，アドルフ……49，797
米内光政……304，355，704，797

【ら行】
ラウレル，ホセ……580，582，763，797
ラッセル，バートランド……68，797
ランプソン……253
李香蘭……207，797
リッベントロップ，ヨアヒム・フォン……519
リンドバーグ，チャールズ……138，400，681，797
林柏生……269，348，456
ルーズベルト，フランクリン……257，503，612，
712
蠟山芳郎……429，465，559，560，664，790
魯迅……185，186，753，797
ロハス，マニュエル……575，580，582，797

【わ行】
若槻礼次郎……101，421
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光永星郎……26，120，125，161，187，190，
238，787
美濃部達吉……594
宮城春生……447，787
三宅敬……503，587，787
宮沢貞男……221，544，546，676，787
三輪啓……550，788
武蔵山……106，130，140
ムソリーニ，ベニト……213，370，760
牟田口廉也……208，432
陸奥ノ里……607
陸奥陽之助……614，788
武藤章……582
宗方小太郎……42，43，788，790
宗沢万寿夫……338，788
村井茂……291，605，788
村上清弘……302，788
村川武躬……302，492，495，658，788
村田為五郎……320，389，618，788
毛沢東……203，222，259，694
毛利八十太郎……29，70，79，175，788
望月七郎……296，788
桃井幸吉……395，788
森元治郎……129，140，357，400，401，404，
425，501，682，692，788
森井忠之……203，788
森繫久弥……233，656
森田久……203，276，686，788
森山朝男……137，789

【や行】
安原善治……597，599
安保長春……133，371，592，750
八田厚志……44，45
矢田部保吉……49，70
柳町精……53，268，269
矢野まみか……290，789
矢部貞治……537，615，796
山口巌……20，84，100，112，133，148，149，
151，178，296，315，394，549，789
山口孝……297，789
山崎巌……420，796
山崎東助……371
山下奉文……164，213，427，428，433，468，

572，646，786
牧島貞一……164，166，514，546，786
牧野伸顕……39，108，544，750，796
真崎甚三郎……241
升井芳平……35，135，181，200，692，695，
786
松井石根……113，256，796
松井翠声……467，796
松井太久郎……40，249，250，796
松岡洋右……182，213，252，705，796
松尾節子……147，288，786
松尾伝蔵……242，243
マッカーサー，ダグラス……164，166，335，431，
432，502，528，545，546，573-575，617，
702-704，707，763
松方三郎（義三郎）……103，173，180，259，269，
290，334，336，337，343，347，353，354，
384，386，457，462，523，633，654，695，
744，786
松崎新一……270，439，440，526，786
松平九州雄……204，206
松平慶民……542，796
松平頼寿……276
松田悟……221，787
松田常雄……224，252，353，385
松永あさ子……9，11，18，21
松永喜雄……280，787
松野秀雄……602，787
松宮覚次……144，149，151，300，572
松村秀逸……108，251，796
松本重治……41，60，133，167，180，181，248，
268，303，332，333，347，368，385，407，
435，476，480，524，614，633，704，787
松本清張……244
松本昇……308，787
万喜久太郎……465，787
三浦良知……89，134，151，399
三木清……244，573，796
ミスタンゲット……317，796
水野政直……61，290，485，787
溝口五郎……205，787
御手洗辰雄……322，787
ミッチェル，マーガレット……613
光永真三……120
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フリードマン，ウィリアム……335，795
古野伊之助……2，4，6，10，12，14-18，21，36，
38，39，42，44，61，69，76，125，128，
133，146，147，149，172，191，218，238，
239，261，276，277，280，281，284，288，
294，297，306，323，338，340，343，366，
372，378，385，389，393，411，413，425，
435，487，493，507，518，521，524，526，
530，547，549，550，592，602，606，615，
632，651，668，674，700，706，709，713，
718，725，729，731，733，742，745，746，
757，785
古野改二……68
古野改造……61，67，785
不破欣一郎……114，785
不破瑳磨太……20，21，70，79，114，115，118，
119，121，785
ヘディン，スベン……446，795
ベルナドッテ，フォルケ……593
帆足升……107，692
方振武……203，795
ボース，スバス・チャンドラ……464，465，545，
663，671，672，795
ホー・チ・ミン……638，763
ホールパッチ……254
ポーレー夫人……683
ボーン，マイルズ……191，769，785
細木繁……265
堀田善衛……541，796
堀内軍平……494，497，498，659，785
堀川武夫……284，320，785
堀口大学……524，786
堀口瑞典……181，668，786
堀義貴……38，48，191，287，524，786
本間文吉……487，647，786
本間雅晴……339，796

【ま行】
前川春吉……397，786
前田廉……339，344，359，453，635，786
前田盛蔵……61，786
前田雄二……318，364，424，426，465，476，
480，633，638，702，786
牧内正男……182，334，339，387，485，559，

日野晴雄……510，511，554
ヒムラー，ハインリヒ……519
ヒューゲッセン，ヒュー・ナッチブル……253，254，
758
平沢和重……312
平田秀子……61
平田泰吉……61-73，747，784
平沼騏一郎……421，795
平野正一……464，611，784
平野義信……114，784
平林彪雄……123
平林初之輔……88，795
平柳常雄……456，458，784
平山庫四郎……485，784
広田弘毅……153，161，284，421，758，780，
790，794，795
フーバー，ドナルド……706，709，713，743
溥儀　→　愛新覚羅溥儀
福井輝三……187，784
福岡誠一……19，22，23，42，61，78，91，133，
146，167，172，177，191，235，288，446，
465，481，487，488，532，536，559，572，
604，638，640，645，646，661，671，702，
784
福島慎太郎……402，580
福田一……92，285，294，320，335，346，465，
466，478-480，490，563，575，640，784
藤井信次郎……78，91，103，114，248，280，
283，308，322，465，536，559，572，676，
702，784
藤川佐吉……134，147，149，151，235，558，
784
藤川清次……608，784
藤田秀雄……269，785
藤田芳雄……339，445，785
藤本松子……18，19，146，785
藤山愛一郎……47
藤吉直四郎……127
藤原てい……490
不動健治……158，159，161，165，283，288，
336，785，787
船木重光……78，178，412，509，536，702，
785
船越武十……202，785



【winCC2020】証言・通信社史〈931007〉／ name

824索引

【winCC2020】証言・通信社史〈931007〉／ ono

ハーンドン，ヒュー……139，795
バオダイ……639，641，794
萩野伊八……19，23，63，64，92，129，191，
308，309，782
萩原忠三……371，479，509，692，783
橋本欣五郎……333
橋本群……251，795
橋本正邦……294，783
長谷川才次……133，235，236，289，313，359，
367，389，409，410，413，416，422-425，
536，538，544，590，605，615，710，715，
744，750，783
長谷川伸……109，795
長谷川峻……133，149，783
馬占山……218-220
秦巌夫……335，345，355，440，783
畠山敏行……38，287，728，744
畑敬……464，495，661
波多尚……453，477，478，783
波多博……42，173-180，783
花田為次郎……151，297，434，783
馬場書生……138，783
浜口雄幸……77，104，129，153，154，156，
161，791，794，795
早川仁三……479，485，532，783
林銑十郎……335
林豊八……301，783
林芙美子……61
原奎一郎……286，783
原子林二郎……423
原田，キャピー（原田恒男）……335
パングボーン，クライド……139，400，680，795
半谷高雄……331，633，783
東川嘉一……6，10，11，14，18，20，26，34，
77，82-87，89，125，135，151，748，784
東久邇稔彦……420，633，636，637，703，704，
711，783，795，796
東信夫……221，235，784
樋口憲吉……320，345
菱刈隆文……477，479
ヒトラー，アドルフ……142，213，258，303，367，
368，413，503，519，520，665，668，670，
705，709，762
火野葦平……344，573，795

【な行】
内藤豊次……123
永井皓……428，466，478，577
永井柳太郎……285，286
中川正和……206，212，215，781
長沢千代造……138，218，781
長島又男……90，320，335，542，781
中島弥団次……98，153，794
中田義次……104，153-157，161，164，165，
282，358，782
永野修身……586
長林密蔵……20，61，78，91，103，146，156，
308，536，572，632，664，782
中村敏……209，213，260，595，599，601，685，
782
中村俊一……397，398，782
中村震太郎……80
中村正……283，782
中村農夫……192，364
中村信……340，361，363，405，461，782
中屋健一……312，572，619
長山藍子……260
中山ちゑ……588，782
永由君人……305，478，480，547，782
永由武秋……558，782
長与専斎……37，769
南雲幸平……645
夏目漱石……37，788，792
丹生誠忠……241-243，794
二階堂進……390
西井武好……443，553，782
西村清俊……213，782
西村二郎……281，294，335，782
新渡戸稲造……37，38
野口勇一……294，432，577
野坂参三……745
野間正二……164，166，414，483，782
野間宏……541

【は行】
バー・モー……428-430，483，794
パーシバル，アーサー……164，428，479，663，
797
ハーディング，ウォレン……32
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津田章……343，780
津田静枝……47
津田正夫……371，521，780
土橋勇逸……563，794
土屋元作……31，35
角田匡……293，489，780
円谷文夫……409，780
鶴見祐輔……37
鄭孝胥……48，794
豊島房太郎……651
寺内寿一……259，285，466，477，480，563，
604，641，691，758，794
寺西五郎……136，150，371，423，702，781
出羽ケ嶽……130
出羽海親方……142
田健治郎……110
田中玉……752
田英夫……386
天龍……107，130，131，140，754
土肥常温……13，30，51，88，781
土肥良造……408，781
東京ローズ……390，541，698，709，760
東郷茂徳……143，425，590，750，764，794
東条英機……211，407，421，424，431，435，
463，530，534，536，695，745，762，764，
791，793，794
東谷潤吉……646，781
徳富蘇峰……752
戸国清太……295，462，781
得能益忠……396，781
徳光衣城……31，48，56，57，87，92-95，101，
112，126，128，677，689，781
殿木圭一……136，149，150，248，254，255，
257，279，348，350，354，364，400，481，
482，567，604，633，643，645，646，661，
781
土肥原賢二……344，694
富沢有為男……207，794
友松敏夫……555，781
豊田治助……134，135，151，353，372，454，
556，781
トルーマン，ハリー……590，592，612，613，616

田代晥一郎……251
多田貞三郎……506，779
橘孝三郎……106
伊達源一郎……19，55-59，76，128，146，177，
689，779
田中理……488，779
田中一雄……337，779
田中義一……101，110，111，113，754
田中正太郎……91，146，320，536，702，742，
779
田中都吉……28，50，276，323，327，780
田中盛文……495，656，780
田中隆吉……255，793
谷崎潤一郎……304
頼母木桂吉……117，284，285，678，780
玉錦……106，141
田村源治……192，248，268，602，633，690，
742，780
段祺瑞……44，753，793
団琢磨……39，131
知久義雄……304，478，479
千田真清……654，780
チチェリン……49
秩父宮妃殿下……101
千葉亀雄……94，95，780
チャーチル，ウィストン……257，472，473，612，
616
チャプリン，チャールズ……106，131，150，755，
793
張学良……169，180，196，214，219，695，756，
764，794
張季鸞……43-48
張群……45，168，756
張作霖……66，99，104，173，219，689，792，
794
張志譚……44
塚原俊郎……262，526，619，780
塚村敏夫……89，92，97，149，288，306，327，
394
塚本一生……301
塚本義隆……14，20，35，89，134，135，149，
173，178-180，223，235，372，546，629，
755，780
辻政信……426，458，525，695，794
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593，612，694，792，797
スチムソン，ヘンリー……592
ストーン，メルビル……2，39，778
スノー，エドガー……259
スプルアンス，レイモンド……510
住谷金吉……88，306，400，404，778
住谷晋一郎……14，778
スメドレー，アグネス……259
関口寿一……205，212，221，778
勢多左武郎……50，78，244，778
瀬谷崎孝……597，599，778
曽仲鳴……311，318，319，793
宋哲元……249，261，262，265，793
宋美齢……178
曹明志……16
孫殿英……456
孫美瑤……71
ソンヒル……66
孫文……45，753，791

【た行】
高石真五郎……276，710，721，725，778
高井信義……19，56，156
高岩吉……89，135，150
高雄辰馬……107，248，261，305，554，778
高木益三郎……203，778
高木八尺……167
高倉正夫……490，532，778
高田秀二……281，477，604，646，778
高野太一郎……487，779
高橋勇……20，26，34，135，149，150，178，
306，779
高橋亀吉……275，767
高橋是清……754
鷹嘴寿……23，35，135，148，288，601，681，
697，779
高橋秀男……408，779
高橋義樹……412，510，554，779
高柳淳雄……697，779
滝口義敏……136，353，385，457，690，779
竹中三郎……192，676，779
武見太郎……544
田崎与喜衛……243，290，418，422，549，589，
779

鮫島志芽太……205，777
三仙交二……418，777
椎野豊……373，524，777
潮田三代治……431，433，440，526，769
塩津誠作……79
重光葵……366，456，793
幣原喜重郎……637，707
篠原滋……346，418，465，478，481，777
柴山正男……292，777
志摩勝三……402
島田君子……19，146，777
下田歌子……317，793
下村宏……276，591，777
ジャキノ……254，255，350
蔣介石……44，45，98，168-170，173，177，
178，180，185，203，220，253，254，256，
258，261，262，269，318，347，352，364，
453，475，476，512，554，555，612，616，
633，636，694，695，704，756，761，791，
793，794
小路春美……164，166，416，425，426，429，
466，478，479，483，777
正力松太郎……276，323，709，777
ショー，バーナード……150，793
ジョーンズ，メーベル……6，7
白尾干城……23，173，178-180，288，339，346，
777
白仁進……297，306，405，409，410，412，702，
777
進藤陽吉郎……393，777
秦徳純……249-252
スウィート，W. E. L.……7，79-83，753，778
菅沼不二男……456，458
スカルノ……564，570，571
杉田栄三……450，554，778
杉田才一……11，14，778
鈴江言一……67，69，70
鈴木貫太郎……420，421，593，616，750，777，
790，793-795
鈴木幸次郎……54，288，447，448，553，687，
688
鈴木俊久……7，178，179，
鈴村茂……129，149，692
スターリン，ヨシフ……258，303，520，521，591，
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小山正美……483，775
胡霖……43，45-48，66，72，775
近藤公一……89，429，491，661
今日出海……573，792

【さ行】
西園寺公望……162，209，241，306，589，759，
763，793，796
斉藤桂助……262，304，312，434，468，478，
479，503，508，574，578，584，588，775
斎藤龍雄……600，775
斎藤ツル……281，282
斎藤正躬……193，252，261，266，337，344，
668，775
坂斎小一郎……164，166
坂下健一……207，209，210，211，221，775
坂田寛蔵……192，405，632，775
坂田二郎……140，333，347，520，629，633，
776
坂田東助……193，195，776
阪谷希一……143
ザカライアス，エリス……550-552，793
崎谷三郎……216，776
桜田ユキ……288，289，776
迫水久常……12，241，590，703，750，793
佐々木健児……40，42，61，91，103，114，129，
174，180，200，202，208，209，221，248，
259，261，267，269，308，322，337，340，
450，465，536，546，676，692，702，776
佐々木凛一……370，668，776
笹森三郎……295，364，776
佐藤一郎……410，414，776
佐藤喜一郎……355，406，409，441，628，744
佐藤啓之……406，525，776
佐藤俊司……452，776
佐藤長蔵……650，656，776
佐藤尚武……520，629
佐藤文三郎……394，776
佐藤顕理……4，5，78，79，88，746，776，785
佐藤善雄……80，104
里見甫……174，200，777
里村欣三……580，793
座間勝平……42，177，777
ザミアチン……282

楜沢喜安……643，645
黒沢英二……448，556，774
黒沢俊雄……290，479，577，584，588，662，
774，782
グロスター公……174，175
ゲイン，マーク……303，334，335
結束武二郎……10，13，20，34，133，157，177，
178，180，181，283，288，294，408，774
結束博治……509
ゲッベルス，ヨゼフ……519
ケネディ，ジョン・ラッセル……2，4-12，14，18，
21，39，62，70，80，81，746，747，774
ケネディ，マルコム・ダンカン……80，81，774
ケネディ，ウルセル……7
源関正寿……606，774
源田実……404
鯉江正木……427，428，479，761
小泉辰雄……509，774
小磯国昭……330，420，435，536，771，793
小糸忠吾……371，380，390，611，774
洪孔瓘……609，611，775
神坂鶴太……134，149，398，772
孔祥煕……38，169，170
高宗武……254
胡漢民……98
五鬼上堅磐……288，758，766
小暮美千代……207，792
牛腸五郎……282
胡適……252，792
小寺巌……136，150，368，371，775
後藤新平……37，49，314，707，792，797
後藤丙午……338，339，549
近衛篤麿……333，334
近衛文麿……333-335，347，421，425，463，
470，569，704，761
小林一三……468
小林修三……247，282，505，775
小林隆資……346，775
小林徳宝……35，149，208，212，215，599，
601，775
小松半次郎……11，34，35
小松利一……291，296，386
小村欣一……51，70
小山武夫……335，346，419，458，462，775
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川越茂……253，756，792
川崎正雄……167，179，185，261，269，633，
772
川島信太郎……29，138，288，289，676，679，
773
川島芳子……695
木内信胤……386
菊江栄一……189，356，440，773
菊池寛……207
菊地久太郎……173，180，257，676，684，773
菊地四郎……557，773
菊地守……668，670，671
岸田繁……657，773
木島重治……208，773
北白川宮……342
北野憲造……662
北原白秋……305
喜多原星朗……188，343，440，773
木戸幸一……421
木下東作……26
木下秀夫……371，381，423
木原喜一……694，773
木村哲造……114，773
木村嘉宏……338，773
木村良一……399，773
清河政雄……559，773
ギンスバーグ，マーク（モー）……334
クーパー，ケント……742
久我豊雄……184，258，334，359，633，773
串田万蔵……71，792
葛生林之助……144，296，774
クズネツォフ，ニコライ……142，143
葛野信太郎……650，774
葛山照夫……343，774
久野茂男……364，371，485，559，638
久原房之助……101，111
久保田久男……145，774
熊谷正男……138，297，774
久米正雄……97，102，792
クラーク河上……381
栗林忠道……461
栗林農夫……19，156，267，294，303，305，
310，441，547-549，774
来栖三郎……614

小川優……380，572，574，771
奥村喜和男……285，291
小椋留吉……282，465，771
小栗周三郎……499，771
尾崎士郎……573，792
尾崎秀実……174，177，771
小沢俊則……608，771
鴛尾武治……606，771
小田善一……107，306，310，664，668，670，
771
小野敏夫……204，258，487，772
小汀利得……275，727
小原国芳……308，792
折橋慶治……42，284，772

【か行】
カーン，デイヴィッド……335
皆藤幸蔵……371，502，572，576，638，772
賀川豊彦……68，792
郭松齢……689，792
影佐禎昭……46，312，347，792
神子島梧郎……26，174，175
風見章……31，88
香椎浩平……247
梶川昭……411，772
加瀬俊一……214，591，750
片岡誠一……655，772
片山哲……405
加藤静絵……146，772
加藤万寿男……23，172，381，389，524，536，
614，700，742，772
加藤松……257，502，505，572，578，588，772
樺山愛輔……5，22，39，70，380，747，772
神坂鶴太……134，149，398，772
上村藤吉……4，11，36，288，332，391，478，
772
亀谷利一……61，171，179，772
カラハン，レフ……49，62，63，66，316，753，
792，797
カリーニン，ミハイル……520
河相達夫……713，716，792
川勝伝……293
川上貞奴……35，792
川上十郎……407，772
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猪股芳雄……676，689，768
伊庭英雄……463，464，768
猪伏清……91，134，151，320，357，493，494，
497，498，656，663，768
井本威夫……303，334
入江啓四郎……171，269，407，768
入江徳郎……212
岩永省一……37，769
岩永信吉……110，267，353，364，464，465，
467，478，479，489，565，566，571，633，
742，769
岩永裕吉……10，18，19，29，36-38，70，76，
125，127，129，133，147，149，156，161，
181，191，200，202，238，258，260，276，
281，284，287，294，307，333，372，746，
747，756，769，785
岩波茂雄……121，252，589，791
岩本清……38，78，134，135，150，179-181，
269，289，353，572，588，769
上田碩三……38，59，189-191，288，294，743，
769
上野伊三郎……34，135，149，152，690，769
ウェンライト，ジョナサン……614
宇垣一成……113
宇佐美猪之松……572，769
潮田三代治……431，433，440，526，769
牛島俊作……333，345，462，491
後宮淳……251
歌橋淑郎……595，599
内田啓明……492，501，658，769
内田康哉……122，791
内村鑑三……37，38，64
内山林之助……164，166
宇都宮房次郎……44
内海裕土士……491，769
海路昌臣……142，209，769
浦岡偉太郎……436，456，458，459，619，769
江木千之……98
江尻進……366，367，517，668，670，769
榎本ふく……288，289，770
遠藤柳作……143
及川六三四……338，340
王克敏……252，758，791
汪兆銘（汪精衛）……45，46，47，180，184，256，

303，311，312，318，319，347，348，456，
458，462，476，758，759，791-793
大賀知周……19，31，56，89，92，100，103，
127，146
大鋸時生……148，149，215，607，770
大川幸之助……42，91，92，127，202，260，278，
288，289，296，310，332，676，689，770
大久保利貞……241
大隈重信……２
大倉喜八郎……8，9
大沢正作……404，770
大杉栄……244，585
大高義孝……603，770
大竹貞雄……371，381，612
大竹博吉……49
大西秀治……196，211，770
大沼太……452，770
大ノ里……140，141
大庭柯公……21，70
大橋八郎……713，719，729
大橋博……502，770
大平安孝……61，91，103，156，180，240，248，
285，294，308，317，322，409，504，536，
634，662，750，770
大星石松……170，269，346，633，770
大森吉五郎……19，297，418，423，477，536，
770
大屋久寿雄……307-309，318，319，426，439，
476，477，551，664，759，770
大宅壮一……467，770
岡崎亀市……305，440，497，498，512，770
岡田啓介……107，109，111，241，242，420，
421，793，794
緒方竹虎……276，419，771，783
岡田寿吉……602
岡田政史……300，771
岡野忠一……293，771
岡村二一……91，103，148，156，214，215，
244，261，267，281，295，303，305，306，
308，322，338，551，705，713，771
岡本一平……88，791
岡本一男……173，179，180
岡本輝磨……132，480，638，771
小川隆康……413，771
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【あ行】
相沢三郎……754
相島勘次郎……21，766
愛新覚羅溥儀……233，757，790
青野季吉……69，88，790
赤尾敏……103
アギナルド，エミリオ……575，790
秋山静子……287，766
秋山操……78，135，149，150，296，559，604，
646，766
秋山如水……435，436，479，501，505，661，
766
阿久津カウ……607，766
朝井春子……288，766
浅沼稲次郎……104，790
浅野豊……91，103，125，140，195，240，296，
549，607，702，766
芦川選太郎……415，766
芦田均……542，551，790
麻生林策……302，602
安達鶴太郎……367，371
我妻繁夫……275，480，485，766
アトリー，クレメント……590
阿南惟幾……485，500，591，656，790
阿部孫一……129，193，269，676，767
阿部行雄……657，660，767
天野辰夫……755
天野良和……92，94，234，235
天羽英二……697
荒井勝三郎……630，767
新井正義……419，423，702，767
荒尾達雄……295，303-305，406，479，745，
767
荒尾弘……145，297，622，767
荒垣秀雄……102
荒木貞夫……244
有田八郎……51，542，615，790
有吉明……42，790
粟屋関一……51，79

安藤輝三……108，241，244，245，790
安藤利男……265，767
飯田信夫……467，791
イーデン，アンソニー……253
井口貞夫……390，537，542，551，615，791
池上幹徳……136，149，150，355，668，767
石井衛太……7，8，11，115，117，118，261
石川達三……96，479，663，791
石川宏……354，767
石坂洋次郎……573
石津英司……114，117，118，767
石橋湛山……205
石部幸弌……7，111，176，202，260，288，289，
767
石光真人……322，767
石山重雄……298，767
石原莞爾……220，227，791
井関納……277，768
伊勢田富久……149，151
板垣征四郎……219，277，341，431，748，791
板垣武男……20，91，114，134，136，149，221，
248，292，297，308，322，399，423，465，
536，550，559，572，702，768
市川正一……69，88，791
市川太郎……111，425，462
一力次郎……323，395，728
井出新六……295，384，768
伊藤勝司……4，11，78，768
伊藤正徳……325，691，713，727，743，751，
764，768
稲葉重太郎……353，768
稲本国雄……134，149，150，371，381，382，
410，416，768
犬養健……46，311，318，319，334，347，791
犬養毅……134，347，791
犬養康彦……347
井上勇……308，371，389，467，478，479，531，
536，550，586，615，702，768
井上準之助……39，71，131，316，317，791
井上達……466，477，478
井上肇……299，768
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